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市
川
橋
遺
跡
出
土
の
文
字
資
料
に
つ
い
て



例
言

一
、
本
章
は
、
市
川
橋
遺
跡
A
区

・
D
区
か
ら
出
土
し
た
木
簡

・
漆
紙
文
書

・
墨

書
土
器
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
本
章
二
節
の
執
筆
は
新
井
重
行
氏
(
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
)
が
お
こ
な
っ

た
三
、
資
料
の
整
理
か
ら
調
査
に
い
た
る
ま
で
平
川
南
氏
(
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

目
次

例
言 教

授
)
、

三
上
喜
孝
氏
(
山
形
大
学
助
教
授
)
に
ご
指
導

・
ご
教
示
い
た
だ
い
て

い
る
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

木
簡
に
つ
い
て

漆
紙
文
書
に
つ
い
て

墨
書

・
刻
書
土
器
に
つ
い
て

2 

木
簡
に
つ
い
て

凡
例

一
、
道
路
側
溝
(
南
北
大
路

・
東
西
大
路

・
東

一
道
路

・
東

O
道
路

・
西

O
道

路

・
西

一
道
路

・
南
一
道
路
)
、

河
J 11 

そ
の
他
の
遺
構
(
溝

・
土
墳

・
井
戸
)

ご
と
に
ま
と
め
、
各
遺
構
内
で
文
書
(
文
書
様
木
簡

・
記
録
簡
)
、
付
札
(
貢
進

物
荷
札

・
付
札
)
、
そ
の
他
の
木
簡
の
順
で
記
載
し
た
。

一
、
各
木
簡
に
つ
い
て
は
、
法
量
(
長
さ

・
幅

・
厚
さ
。
欠
損
し
て
い
る
場
合
は

括
弧
付
き
で
示
す
)
、
型
式
、
出
土
遺
構
及
び
層
位
を
ま
ず
記
載
し
、
続
い
て
釈

文
、
形
状
を
述
べ
、
適
宜
解
釈
を
加
え
た
。
出
土
遺
構
の
詳
細
に
つ
い
て
は
本

編
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
木
簡
番
号
に
つ
い
て
は
、
市
川
橋
遺
跡
出
土
木

簡
の
通
し
番
号
で
あ
る
。

一
、
型
式
番
号
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

。HH
短
冊
形
。

。HC
一
端
が
方
頭
で
他
端
は
折
損
・
腐
食
で
原
形
が
失
わ
れ
た
も
の
。

。ω]{
長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
も
の
。

。ωω
長
方
形
の
材
の

一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
も
の
。

。ωω
長
方
形
の
材
の

一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
、

他
端
を
尖
ら
せ
た

も
の
。

。ωω
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端
は
折
損
あ
る

い
は
腐
食
し
て
不
明
な
も
の
。



c
m
H
 
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
が
、
他
端
は
欠
損
。

。印
φ

用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

C
O
H
 

用
途
未
詳
の
木
製
品
に
思
一警
の
あ
る
も
の
。

o
o
m
 

。C]{
削
屑
。

折
損
、
腐
食
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し
な
い
も
の
。

。∞
一戸

一
、
釈
文
に
加
え
た
符
号
は
木
簡
学
会
で
定
め
た
も
の
を
使
用
し
、
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

く。• 口口
口

n 
u 

""3 カ

もー

木
簡
の
上
端

・
下
端
が
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

木
簡
の
上
端

・
下
端
な
ど
に
切
り
込
み
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。

穿
孔
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。

抹
消
に
よ
り
判
読
困
難
な
も
の
。

欠
損
文
字
の
う
ち
、
字
数
の
確
認
で
き
る
も
の
。

欠
損
文
字
の
う
ち
、
字
数
の
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

&ー

異
筆
、
追
筆
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

木
簡
の
表
裏
に
文
字
の
あ
る
場
合
、

そ
の
区
別
を
示
す
。

校
訂
に
関
す
る
注
で
、
原
則
と
し
て
釈
文
の
右
傍
に
付
し
、
本
文

に
置
き
換
え
る
べ
き
文
字
を
含
む
場
合
。

筆
者
、
編
者
が
加
え
た
注
で
疑
問
の
残
る
も
の
。

一
、
掲
載
し
た
写
真
お
よ
び
実
測
図
の
縮
尺
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
約
1
/

2
で

あ
る
。

一
、
当
教
育
委
員
会
発
行
の
略
報
や

『木
簡
研
究
』
(
木
簡
学
会
)
な
ど
で
既
報
告

の
も
の
あ
る
が
、
報
告
内
容
が
異
な
る
場
合
は
本
報
告
内
容
が
優
先
す
る
も
の

と
す
る
。

3 



第
四
九
号
木
簡

o
m
c
×
(ω
∞)×

ω
 O
H
H
 
ω
U
H
J
可。
一♂

. 
ー「

H 
U 

。
磐
城
団
解

合
九
人

刑
部
子
立

申
進
上
兵
士
事

道
口
口
口
人
足

-. 
南
北
大
路
東
側
溝
S
D
一
七
六
七

c
か
ら
出
土
し
た
。
南
北
大
路
の
側
溝
に
は

五
時
期
の
変
遷
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
三
番
目
の
時
期
の
側
溝
で
あ
る
。

『日
本
三

代
実
録
』
貞
観
十
一
年
(
八
六
九
〉
五
月
一
一
十
六
日
英
米
条
に
み
え
る
陸
奥
国
大

地
震
に
よ
る
津
波
の
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
S
X
一
七
七
九
に
よ
っ
て
破
壊

さ
れ
て
い
る
た
め
、
下
限
に
つ
い
て
は
八
六
九
年
以
前
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
こ
の
層
か
ら
は
ロ
ク
ロ
鯛
整
さ
れ
た
土
師
器
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

上
限
を
八
世
紀
末
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
陸
奥
閣
で
最
後
に
設
位
さ
れ
た
磐

城
団
の
史
料
上
の
初
見
は
承
和
十
五
年
(
八
四
八
)
五
月
辛
朱
(
十
五
日
)
条
で

あ
る
。
承
和
初
年
ま
で
遡
る
と
す
る
説
も
あ
る
が
(
鈴
木
括
也

「九
世
紀
陸
奥
国

の
軍
制
と
支
配
構
造
」

『古
代
東
北
の
支
配
梢
造
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
八
)
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
磐
城
団
の
設
置
時
期
と
出
土
遺
構
の
年
代
と
は
相
違
し
な
い
。

4 

道
丈
部
竹
万
巴
代
T

L-

上
端
お
よ
び
下
端
は
原
形
を
と
ど
め
る
が
、
左
右
両
側
面
は
欠
損
し
て
い
る
。

本
来
は
よ
り
幅
広
の
短
冊
形
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
上
端
近
く
に
孔
が
あ
る

が
、
そ
の
孔
は
オ
モ
テ
か
ら
ウ
ラ
に
か
け
て
垂
直
な
も
の
で
は
な
く
、
斜
め
上
か

ら
下
に
む
か
つ
て
穿
た
れ
た
も
の
で
あ
る
。
柱
な
ど
に
掛
け
て
使
用
さ
れ
た
と
推

測
で
き
る
だ
ろ
う
。

内
容
は
、
磐
城
聞
か
ら
の
兵
士
進
上
に
関
す
る
上
申
文

で
あ
る
。
進
上
す
る

兵
士
の
人
数
は
、
残
画
か
ら
九
人
と
判
断
で
き
る
。
「
合
九
人
」
の
記
載
の
下
に
は

九
人
の
名
前
が
列
記
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
現
況
で
は
三
人
の
人
名
し
か

確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

一
人
目

「刑
部
子
立
」
の
右
上
に
も
盛
痕
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

人
名
か
否
か
に
つ
い
て
は
判
断
が
難
し
い
。

二
人
目
と

三
人
目
(
二
段
目

・
三
段
目
)

の
冒
頭
は
「
道
」

で
共
通
し
て
い
る
。

「道
」
で
始
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「
道
守
」
や
「
道
嶋
」
な
ど
が
あ
る
。
た
だ
し
、
一
一一人

目
が
「
道
+
丈
部
竹
万
呂
」
と
い
う
記
載
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
ウ
ジ
名
で

は
な
く
、
「
道
」
+
「
人
名
」
の
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
本
木
簡
が
道
路
側
溝
か
ら
出

「
道
」
字
と
道
路
と
の
関
連
性
が
注
目
さ
れ
る
。

ま
る
ウ
ジ
名
の
例
と
し
て

6 

土
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

「
竹
万
呂
」
の
下
に
は
「
代
丁
」

と
あ
る
。
他
に
比
べ
る
と
小
さ
い
文
字
で
あ
り
、

「竹
万
呂
」
に
か
か
わ
る
注
記
で
あ
ろ
う
。

ウ
ラ
面
に
も
わ
ず
か
に
盤
痕
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
盛
の
残

り
は
良
く
な
く
、
文
字
数
な
ど
は
不
明
で
、
オ
モ
テ
面
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
不

明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
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第
五

O
号
木
簡

(ωωO)
×
ω
日
×
。

O
H
mw 

ωロ]戸、可。日
1
0

口
火
長
人
口

n 
u 
者{
口上

口〕

口〔
口原
口
口ロ
カ

債
借
入
石
門
l
l
l
l
u

三
片
接
合
。
上
端
は
刃
物
に
よ
る
キ
リ
オ
リ
。
下
端
は
欠
損
し
、
左
右
両
側
面

は
原
形
を
と
ど
め
る
。
上
部
に
あ
る
盤
痕
が
切
れ
て
い
る
た
め
、

上
端
の
キ
リ
オ

リ
は
二
次
利
用
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
表
面
は
オ
モ
テ

・
ウ
ラ

と
も
に
平
滑
に
調
整
し
て
い
る
。

た
だ
し
下
方
は

一
部
荒
れ
て
い
る
。

四
箇
所
に

長
方
形
の
孔
が
あ
る
。
間
隔
は
等
し
く
な
い
。
場
一
痕
を
切
る
孔
で
あ
る
た
め
、

次
利
用
の
た
め
の
孔
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
第

一
孔
が
比
較
的
丁
寧
な
作
り
で

あ
る
の
に
対
し
、
第
二

1
四
孔
特
に
第
二

・
第
三
孔
は
粗
雑
な
作
り
で
あ
る
。
第

四
九
号
木
簡
と
同

一
遺
構
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
オ
モ
テ
面
に
は
軍
団
に
お
け
る

兵
士
十
人
の
長
で
あ
る

「火
長
」

と
み
え
る
。

そ
れ
以
外
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不

明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
軍
団
関
係
の
内
容
で
あ
り
、
第
四
九
号
木
簡
と
の
関

連
性
が
注
目
さ
れ
る
。
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第
五

一
号
木
簡
(
H
h肝

N
)

×
h
p
c

×
H
m
v

o
o
m
 
ω
ロ
ωωhHNa

『門ハハハハ
U
』

謹
解

申
進
上
春

米
事

合
口
口
門
U

『口
口
』

〔
吏
ヵ
〕

合
口
口

〔
枚
ヵ
〕

口
口

門

U 

口
口

下
端
の
み
欠
損
し
、

そ
れ
以
外
は
す
べ
て
刃
物
に
よ
り
切
断
、
調
整
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
表
面
は
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
平
滑
に
鯛
盤
さ
れ
て
い

る
墨
書
は
二
種
類
確
認
で
き
る
。

一
つ
は
春
米
進
上
に
つ
い
て
の

「
解
」
で
あ
り
、

も
う
一
つ
は
オ
モ
テ
面
右
側
お
よ
び
ウ
ラ
面
右
側
に
見
え
る
墨
書
で
あ
る
。

二
度
の
使
用
の
う
ち
最
初
の
使
用
は
、
オ
モ
テ
面
右
側
面
お
よ
び
ウ
ラ
面
右
下

方
に
見
え
る
墨
書
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
は
と
も
に
墨
書
が
切
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
横
は
左
右
と
も
に
現
況
よ
り
も
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ

し
て
不
要
に
な
っ
た
後
、
替
米
の

「解
文
」
木
簡
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
右
側
面
は
刃
物
に
よ
る
成
形
を
う
け
て
い
る
こ
と
、

一
度
目
の
盤
持
を
切

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
解
文
が
記
載
さ
れ
る
時
に
切
断
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
材
が
不
整
形
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
解
文
の

一
行
目
と
二
行
自
の
文

言
が
続
い
て
い
る
た
め
、
下
部
も
解
文
が
記
載
さ
れ
る
時
に
切
断
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
た
だ
し
、
左
側
面
に
関
し
て
は
、
解
文
の
墨
書
(
三
行
目
)
を
切
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
横
幅
は
よ
り
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
解
文
が

不
要
に
な
っ
た
後
左
側
面
が
切
断
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
木
簡
は
不
整
形
か
っ

10 

分
厚
い
材
で
あ
り
、
木
材
と
し
て
何
ら
か
の
用
途
に
使
用
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る

が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

オ
モ
テ
面
「
合
」
の
下
は
春
米
の
合
計
数
量
が
記
載
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
残
画
か
ら
は
「
廿
」
や
「
品
川
」
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
断
定
は
難
し
い
。
ウ

ラ
面
に
も
盛
?
を
雌
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
行
自
第
五
文
字
自
が

「枚
」
で

あ
る
と
す
れ
ば
数
量
の
単
位
と
な
り
、

そ
の
上
の
字
は
「
て
へ
ん
」
が
見
え
て
い

る
こ
と
か
ら
「
拾
」
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。
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第
五
二
号
木
簡
H
白
吋
×

H
h
p
×

寸

〔
郷
ヵ
〕

「
口
口
口
戸
主
物
部
口
速
口
口
口
」

延
暦
十
年
九
月
口
日

'-

c
m
H
 
ωロ
ωω
品

Na

整
さ
れ
て
い
る
。

完
形
。
上
端
は
圭
頭
状
に
つ
く
る
。
表
面
は
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
平
滑
に
調

「
戸
主
物
部
(
某
ご
か
ら
進
上
さ
れ
た
物
品
に
付
け
ら
れ
た
荷
札
。
上
か
ら
ニ

名
お
よ
び
そ
の
数
量
と
み
れ
ば
、
「
繍
六
斗
」

字
目
は
「
野
」
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
断
定
は
難
し
い
。
下
部
の
盛

の
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
延
暦
十

年
は
七
九
一
年
に
あ
た
る
。

を
物
品

第
五
三
号
木
簡

12 

(

H

A

伊戸)×
N
O

×
h
p

。ωω
ωロN
寸

市

山

U
1
m凶

(
削
削
り
残
り
}

「
く
『
口
』
伊
具
郡
小
川
里
公
口
口

南
北
大
路
東
側
溝
の
最
下
層
か
ら
出
土
し
た
。
遺
構
自
体
は
八
世
紀
後
半
ご
ろ

の
も
の
で
あ
る
。

上
端
は
原
形
を
と
ど
め
る
が
、
下
端
は
欠
損
す
る
。
左
右
両
側
面
は
原
形
を
と

ど
め
る
。
表
面
は
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
平
滑
に
調
整
し
て
い
る
が
、
ウ
ラ
面
は

一
部
剥
離
し
て
い
る
。
オ
モ
テ
面
上
端
を
面
取
り
加
工
し
て
い
る
。

伊
具
郡
小
川
豊
か
ら
進
上
さ
れ
た
荷
物
に
つ
け
ら
れ
た
札
。
「
小
川
里
」
と
あ
る

が
、
郡
盟
制
下
の
も
の
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
「
小
川
郷
」
の
こ
と
と
考
え
ら

れ
る
。
た
だ
し
、
『
和
名
抄
』
に
は
、
伊
具
郡
の
管
郷
に
「
小
川
郷
」
は
み
え
な
い
。

陸
奥
圏
内
で
は
安
積
郡
に
小
川
郷
が
所
在
し
て
い
る
。
第
一
文
字
自
部
分
は
削
り

残
り
で
あ
る
。
誤
字
を
訂
正
し
使
用
し
た
か
、
二
次
利
用
さ
れ
た
可
能
性
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。
「
公
」

の
下
の
字
は
「
公
鹿
」

の
可
能
性
が
あ
る
。
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第53号木簡

亡コ
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ド
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t
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第
五
四
号
木
簡
]F
C
C

×
H
J
可
×
日

。ωω
ωロNωhpNa

「<
高
円
l
l
U」

完
形
。
た
だ
し
材
の
腐
食
が
甚
だ
し
い
。
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
両
国
と
も
表
面
が
荒

れ
て
い
る
が
、
と
も
に
平
滑
に
調
整
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

墨
書
は
オ
モ
テ
商
に
の
み
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
高
」
以
下
は
四
文
字
程

度
の
墨
書
で
あ
る
。
最
下
の
文
字
は

「衣
」
に
似
る
。

第
五
五
号
木
簡

(
N
C
C
)

×
(
N
H
)

×
恥

。∞
H

ω
ロH
J
3
J可
何
回

下
端
お
よ
び
右
側
面
は
原
形
を
と
ど
め
る
が
、

上
端
お
よ
び
左
側
面
は
欠
損
す

る。

表
面
は
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
平
滑
に
調
整
し
て
い
る
。

オ
モ
テ
面
に
の
み
墨
痕
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
文
字
は
半
哉
さ

れ
て
お
り
、
判
読
は
困
難
で
あ
る
。

第
五
六
号
木
簡

口
口

C
C
H
 

ωロH
J可
m
v
J可
h

凶

削
屑
。
二
文
字
分
の
墨
痕
が
確
認
で
き
る
。

刈
川
円
ハ
刈

ハハ
ハ
υ

14 

第56号木簡
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第54号木簡

第55号木簡

で2

イ

くこコ

d

司
倒
、

亡---コ



第
五
七
号
木
簡

ロ

。mvH
ωロH
認可制戸

片
が
あ
る
。

削
屑
。
墨
痕
は
わ
ず
か
に
確
認
で
き
る
程
度
で
あ
る
。

第
五
八
号
木
簡

口

C
C
H
 

ωロ
]
{
吋
①
吋
内
凶

削
屑
。

墨
痕
は
わ
ず
か
に
確
認
で
き
る
程
度
で
あ
る
。

ほ
か
に
接
合
し
な
い
細

第
五
九
号
木
簡

16 

(
吋
ふ
)
×

(
M
H
)
×

ω

o
o
m
 
ω}ハ
M
品
目
H

口
口〔
口麻
カ

上
端
お
よ
び
左
右
両
側
面
の
上
半
は
原
形
を
と
ど
め
る
が
下
半
は
欠
損
す
る
。

表
面
は
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
平
滑
に
調
整
し
て
い
る
。

襲
警
は
オ
モ
テ
面
に
三
文
字
程
度
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
墨
書
内
容
や
形

状
と
の
関
係
な
ど
詳
細
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

第
六

O
号
木
簡
(
①
吋
)
×

(
H
C
)
×

印

。ω
。
ω
U
H
C
H

∞。

く
白
米
上

上
端

・
下
端
と
も
に
欠
損
す
る
。
左
側
面
も
欠
損
す
る
が
、
右
側
面
は
ほ
ぽ
原

形
を
と
ど
め
る
。
ま
た
、
右
側
面
上
部
に
切
り
込
み
の
あ
る
こ
と
が
わ
ず
か
に
確

認
で
き
、
付
礼
状
の
木
簡
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
表
面
に
つ
い
て
は
、
ウ

ラ
面
の
欠
損
が
甚
だ
し
い
が
、

オ
モ
テ

・
ウ
ラ
両
面
と
も
に
平
滑
に
調
整
さ
れ
て

い
る
。一
文
字
目
は
字
体
と
し
て
は
「
百
」
に
似
る
が
、

「白
」
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

白
米
の
付
札
で
あ
る
。
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第58号木簡

ハ
川
N
U

八
川
け

υ
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第59号木簡

第60号木簡

第57号木簡

= 

亡=コ

=ー



第
六
一
号
木
簡

(
切
応
)
×

(hH
N
)
×

ω

。。H
ω
M
H
C
hp
o

ロ

〔符
ヵ
〕

・
「口

-
「
門
川
川
川
川
ハ]

口
口

(
題
婆
軸
)

軸
部
は
す
べ
て
欠
損
し
、
題
護
部
の
み
残
る
。
上
端
お
よ
び
下
端
左
半
分
は
原

形
を
と
ど
め
る
が
、
左
右
両
側
面
は
欠
損
す
る
。
表
面
は
腐
食
が
甚
だ
し
い
が
オ

モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
平
滑
に
調
整
し
て
い
る
。

題
築
軸
。
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
墨
書
が
確
認
で
き
る
。
オ
モ
テ
面
は
一
文
字

の
墨
書
と
見
れ
ば

「符
」
と
解
釈
で
き
る
。
ウ
ラ
薗
は
二
行
に
わ
た
る
墨
書
で
あ

る

一
行
自
の
文
字
数
は

一
文
字
と
も
見
ら
れ
る
が
断
定
し
難
く
、
上
部
を
欠
損

す
る
こ
行
目
は
現
況
で
は
二
文
字
分
確
認
で
き
る
。

第
六
二
号
木
簡

18 

(
M印

ω)
×
(
H
m
)

×
ふ

。ωH
ωり
N
N
O
H
〉

「く
門
l
l
U
NN
U
M
-
-
l
uく

二
片
接
合
。
上
端
お
よ
び
右
側
面
は
原
形
を
と
ど
め
、
下
端
お
よ
び
左
側
面
は

欠
損
す
る
。

ウ
ラ
面
の
上
端
は
面
取
り
さ
れ
て
い
る
。
表
面
は
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と

も
に
平
滑
に
調
整
し
て
い
る
。
右
側
面
の
上
端
よ
り
二
O
m
、
下
端
よ
り
二
O
剛

の
所
に
そ
れ
ぞ
れ
切
り
込
み
が
あ
り
、

o=二
型
式
の
付
け
礼
状
で
あ
る
。
左
側

面
は
欠
損
し
て
い
る
が
、

上
端
よ
り
二
十
二
川
の
所
に
切
り
込
み
を
わ
ず
か
に
確

認
で
き
る
。

墨
書
は
オ
モ
テ
面
に
の
み
確
認
で
き
る
が
、
文
字
数
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は

不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
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第61号木簡
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第
六
三
号
木
簡

(ωω
日)×
ωω
×
m

O
H
C
 

ー園、

戸
主
丈
部
門
川
川
U
米
五
斗

ω
ロωω
∞O
mw

調
整
し
て
い
る
。

上
部
右
隅
お
よ
び
下
端
を
欠
損
す
る
。
表
面
は
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
平
滑
に

「人
名
+
物
品
名
」

の
記
載
形
式
を
と
る
こ
と
か
ら
、
付
札
と
判
断
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
切
り
込
み
は
現
状
で
は
確
認
で
き
な
い
。

第
六
四
号
木
簡

20 

N
H
m

×
N
H

×
日

。ωN
ωり
N

ふ∞。
σ

〔五
ヵ〕

「
く
安
積
郡
長
江
郷

n
u部
白
米
ロ
餅
」

-
「
く
七
月
汁
四
日

'--

西
O
道
路
西
側
溝
S
D
二
三
八
六
b
か
ら
出
土
し
た
。
西
O
道
路
西
側
溝
は
六

時
期
の
変
遷
を
確
認
し
た
が
、
そ
の
う
ち
二
時
期
目
の
側
溝
で
あ
る
。
前
後
の
側

溝
お
よ
び
木
簡
の
年
紀
(
第
九
六
号
|
「
口
口
〔
天
平
カ
〕
宝
字
三
年」
、
第
七
四

号
ー
延
暦
十
九
年
)
か
ら
、
遺
構
の
年
代
は
八
世
紀
後
半
と
考
え
ら
れ
る
。

完
形
。
右
側
面
下
は
刃
物
を
入
れ
て
切
り
お
と
し
て
い
る
。
ウ
ラ
面
は
少
々
荒

れ
て
い
る
が
、

オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
表
面
は
平
滑
に
調
整
さ
れ
て
い
る
。
オ
モ

テ
面
上
端
は
面
取
り
し
て
い
る
。
切
り
込
み
は
、

半
円
形
に
え
ぐ
る
い
わ
ゆ
る

「エ
グ
リ
技
法
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

安
積
郡
長
江
郷
か
ら
進
上
さ
れ
た
米
の
荷
札
。

オ
モ
テ
面

「郷
」
よ
り
下
の
字

は
三
文
字
程
度
で
あ
り
、

「潟
部
口
」
「口
鳥
部
」
な
ど
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
断

定
は
難
し
い
。
ウ
ラ
面
に
は
進
上
の
月
日
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

『
和
名
類
衆
抄
』
に
よ
れ
ば
、
長
江
郷
は
安
積
郡
で
は
な
く
、
会
津
郡
の
管
郷
で

あ
る
。
そ
も
そ
も
安
積
郡
を
含
む
会
津
地
域
は
、
郡
郷
編
成
に
数
度
の
変
遷
が
あ

る
。
『
続
日
本
紀
』
に
よ
れ
ば
養
老
二
年
(
七

一
八
)

の
石
背
国
設
置
に
よ
り
陸
奥

国
か
ら
分
置
さ
れ
、

そ
の
後
数
年
で
陸
奥
国
に
再
併
合
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
延

喜
六
年

〈九

O
六
)
正
月
、
安
積
郡
北
部
(
入
野

・
佐
戸
)

を
安
達
郡
と
し
て
独

立
さ
せ
た
と
さ
れ
る
(
『
延
喜
式
民
部
省
頭
注
』
)
。
た
だ
し
、
『
和
名
抄
』
(
承
平
年

問
H
九
一ニ一

1
三
八
編
纂
)
諸
本
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
『
和
名
抄
』

高
山
寺
本
は
入
野

・
佐
戸
両
郷
を
耶
麻
郡
所
属
に
す
る
な
ど
相
違
が
見
ら
れ
る
。
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会
津
地
方
の
郡
郷
編
成
に
混
乱
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
『
和
名
抄
』

編
纂
時
(
承
平
年
間
H
九

=
=
i三
八
)
と
は
異
な
り
、
本
木
簡
が
作
成
さ
れ
た

時
期
、
す
な
わ
ち
、
『
和
名
抄
』
編
纂
以
前
の
あ
る
時
期
に
は
長
江
郷
は
安
積
郡
所

属
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
長
江
郷
は
、
会
津
地
方
南
部
、
現
在
の
下

郷
町
弥
五
島

・
大
沢

・
湯
野
上

・
小
沼
崎
か
ら
会
津
若
松
市
大
戸
町
上
三
寄
に
か

け
て
の
地
域
に
比
定
さ
れ
る
。

会津
_..." 
r _" ，._ ， ， 

，，_ .~ .、.'/、'"'" ~-..，' 
...~、，、ー← j

-ー一司“ ， ‘・マ
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会津 ・安積郡内諸郷位置図



第64号木簡
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失-枝打'，
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弘
之
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九
わ
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第
六
五
号
木
簡
H
C
C
×
N
N
×
印

。ωN
ω
M
NA同
日

C

〔
六
ヵ
〕

「
<
色
麻
郡
米
口
斗
」

完
形
.
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
表
面
を
平
滑
に
調
整
し
て
い
る
。

色
麻
郡
か
ら
進
上
さ
れ
た
米
の
付
札
。
数
量
は
「
一
一
ご
に
も
似
る
が
、
運
筆
か

ら
は
ヱ
ハ
」
の
可
能
性
が
高
い
@
色
麻
郡
は
、
現
在
の
宮
城
県
加
美
郡
中
新
田
町

(現

・
加
美
町
)
付
近
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。

第
六
六
号
木
簡

24 

。ωH

H
K肝

ω
×
ω
o
×
⑦

ωUNω
∞ασ 

〔小
田
ヵ〕

「
く
口
戸
一

丈

円

U
口
口
税
長
戸
一
丈
く
」

完
形
。
た
だ
し
、
左
側
面
は
一
部
欠
損
し
て
い
る
。

表
面
は
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と

も
に
平
滑
に
調
整
し
て
い
る
が
、
ウ
ラ
面
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
組
く
削
ら
れ
て
い

る
@
粗
い
削
り
が
二
次
的
成
形
か
否
か
に
つ
い
て
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

旧盟
都
は
オ
モ
テ
面
に
の
み
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
.



亡二二二コ
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ζ三三三宮
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第
六
七
号
木
簡

く
大

'-

(∞
ω)
×
N
ゐ
×
四

。ωN
ωロN
A児
山
市
以

上
端
は
欠
損
し
、
下
端
は
原
形
を
と
ど
め
る
。
左
右
両
側
面
は
原
形
を
と
ど
め

に
調
整
し
て
い
る
。

る
が
、
切
り
込
み
部
よ
り
上
は
欠
損
す
る
。
表
面
は
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
平
滑

第
六
八
号
木
簡

く
口
口
口
万
口

(
H
N
必)×
(
H
O
)

×
ω

。ωN
ω
ロ
ωω

∞。σ

原
形
を
と
ど
め
る
。

材
の
腐
食
が
甚
だ
し
い
。
上
端
は
欠
損
す
る
が
、
下
端
お
よ
び
左
右
両
側
面
は

た
だ
し
、
左
右
両
側
面
と
も
に
切
り
込
み
部
よ
り
上
は
欠
損

物
品
の
付
け
札
。

し
て
い
る
。
表
面
は
荒
れ
て
い
る
が
、
平
滑
に
調
整
し
て
い
る
。

第
六
九
号
木
簡

口
万
目
五
斗
」

上
端
は
欠
損
す
る
が
、

(
吋
印
)
×

N
O
×

ω

26 

c
m
c
 
ωロNω
∞∞
σ

下
端
お
よ
び
左
右
両
側
面
は
原
形
を
と
ど
め
る
。
表
面

は
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
平
滑
に
調
整
し
て
い
る
が
、

オ
モ
テ
面
の
下
部
お
よ
び

裏
面
の
上
部
は

一
部
剥
離
し
て
い
る
。

下
端
を
尖
ら
せ
る
形
の
付
札
で
あ
る
。
「
五
斗
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
物
品
名
は

記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
米
で
あ
ろ
う
。



第67号木簡

第68号木簡

第69号木簡
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第
七

O
号
木
簡
(
H

∞印)×
H
O

×∞

。∞
H

ωUNω
∞∞
σ
 

〔
石
ヵ
〕

口
口
口
角

五
斗

七
月
品
川
日

上
端
お
よ
び
下
端
は
欠
損
し
、
左
右
両
側
面
は
原
形
を
と
ど
め
る
。
表
面
は
オ

モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
平
滑
に
調
整
す
る
。

オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
墨
書
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
原
形
を
と
ど
め
て

は
い
な
い
が
、
オ
モ
テ
面
に
「
五
斗
」

の
記
載
が
あ
る
こ
と
、

ウ
ラ
面
に
日
付
が

記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
米
の
進
上
荷
札
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

第
七

一
号
木
簡
(
H
O
N
)

×
H

∞
×
。

。ωc
ωUNω
∞ασ 

く
上
端
お
よ
び
左
右
両
側
面
は
原
形
を
と
ど
め
、
下
端
が
欠
損
す
る
。

p
-
.
p
e
J
 

十

/
+
J
T
L

左
右
両
側
面
と
も
に
切
り
込
み
部
よ
り
上
を
欠
損
す
る
。
表
面
は
オ
モ
テ

・
ウ
ラ

と
も
に
平
滑
に
調
整
さ
れ
て
い
る
。

墨
書
は
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
確
認
で
き
な
い
。

第
七
二
号
木
簡

く

(
φ
α
)

×
(
戸
∞
)
×
吋

。ωω
ωUNω
∞∞。

28 

上
端
は
わ
ず
か
に
原
形
を
と
ど
め
る
が
、
下
端
は
欠
損
す
る
。
左
側
面
は
原
形

を
と
ど
め
、
右
側
面
は
欠
如
す
る
.
上
部
に
切
り
込
み
が
あ
り
、
付
礼
状
で
あ
る
。

表
面
は
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
平
滑
で
あ
る
。

量
書
は
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
確
認
で
き
な
い
。

~ 

第72号木簡



♂
才
4
4vル同

支
斗
F
K
1

3

戸川

℃

Q
4
0
 

第70号木簡

にコ
第71号木簡
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第
七
三
号
木
簡
(

〕

戸

ωO)
×
ω
。
×
。

O
G
H
 

ω
ロ
ωω

∞⑦
σ

-
「
失
馬
文

-
「
国
判

(
題
築
軸
)

題
築
部
は
完
存
し
、
軸
部
下
端
が
欠
損
す
る
。
題
婆
部
は
長
さ
二
九
胴
、
幅
二

』

¥

m問
、

-/
m
 
厚
さ
七

酬
で
あ
る
。
軸
部
は
長
さ

一
O
一
側
、
幅
一
九
剛
、
厚
さ
九
酬
で

あ
る
。題
婆
軸
。
オ
モ
テ
面
一
文
字
国
は
「
矢
」
に
も
み
え
る
が
、
「
失
」
と
判
断
し
た
。

文
書
名
「
失
馬
文
」
は
六
国
史
や
「
計
会
帳
」
な
ど
の
諸
史
料
に
は
未
見
で
あ
る
。

第
七
四
号
木
簡

30 

(Hωω)
×
ω
∞
×
。

O
G
H
 

ωUNω

∞0
0
 

-
「
収
納
借
貸
正
税
京

延
暦
十
九
年
口

(
題
婆
軸
)

題
婆
部
は
ほ
ぼ
完
存
し
、
軸
部
は
欠
損
す
る
。
表
面
は
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に

平
滑
に
調
整
し
て
お
り
、
両
面
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

オ
モ
テ
面
七
文
字
自
「
武
」
と
ウ
ラ
面
五
文
字
目
「
年
」
は
一
部
表
面
が
削
り

取
ら
れ
て
い
る
。

題
婆
軸
。

正
税
借
貸
の
収
納
に
か
か
わ
る
文
書
の
軸
で
あ
る
。
延
暦
十
九
年
は

八
O
O年
に
あ
た
る
。
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第
七
五
号
木
簡

(
N
J
可お)×
H
H

×]ニ

。。
い戸
ωロN
ω

∞ασ

〔
券
ヵ
〕

「馬
口
(
題
第
軸
)

断
面
が
ほ
ぼ
正
方
形
で
、

四
隅
を
わ
ず
か
に
面
取
り
し
た
棒
状
の
木
簡
。
下
端

の
み
欠
損
し
て
い
る
。
上
端
は
墨
書
の
あ
る
面
を
面
取
り
し
、
側
面
は
、

四
面
と

も
表
面
を
平
滑
に
削
っ
て
い
る
。
軸
木
口
で
は
な
く
、
軸
部
に
文
字
を
記
し
た
例

は
現
在
の
と
こ
ろ
見
当
た
ら
な
い
が
、
文
字
が
上
端
近
く
に
記
さ
れ
て
い
る
と
と

や
形
態
な
ど
か
ら
題
築
軸
と
推
測
さ
れ
る
。

題
第
軸
。
文
字
は
小
さ
く
鑑
も
細
い
。
二
文
字
目
は

「券」

か。

「馬
券
」
と
い

う
文
書
名
は
六
国
史
や
「
計
会
帳
」
な
ど
の
諸
史
料
に
は
土
木
見
で
あ
る
。

第
七
六
号
木
簡

〔
道
ヵ
〕

口
口
三
賀
口
口

右
側
面
の
み
原
形
を
と
ど
め
、

(
寸
叩
)
×

(
N
N
)
×

A

。∞〕{
ωロN
ω

∞0
0

32 

す
る
。
表
面
は
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
平
滑
に
調
整
し
て
い
る
。

上
端

・
下
端
お
よ
び
左
側
面
は
い
ず
れ
も
欠
損

認
で
き
る
が
、

オ
モ
テ
面
に
の
み
墨
書
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
六
文
字
分
の
忠
一番
が
確

を
得
な
い
。

そ
の
一
部
は
左
側
が
欠
損
し
、
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
と
せ
ざ
る

亡=二=コ

第76号木簡
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第
七
七
号
木
簡

(]ニO
)

×
(
A
H
O
)

×
恥

。∞
一戸
ω
ロ
ωω
∞
⑦
閃

n
H
U
UU
 

口
円
U

〔道
ヵ
〕

円
l
l
u
口
口
口

-口
口
口
口
口

右
側
面
は
原
形
を
と
ど
め
る
が
、
上
端

・
下
端
お
よ
び
左
側
面
は
欠
損
す
る
。

表
面
は
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
少
々
荒
れ
て
い
る
が
、
平
滑
に
調
整
し
て
い
る
。

オ
モ
テ

・
ウ
ラ
で
天
地
が
逆
に
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く

一
連
の
も

の
で
は
な
く
、
別
々
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ウ
ラ
面
の
第
二

1
四
文
字
自
ま
で
は
、
門
構
え
の
文
字
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
、
第
五
文
字
目
も
同
じ
く
門
構
え
の
文
字
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
ウ
ラ
箇
は
、

門
構
え
の
文
字
を
習
書
し
た
も
の
か
。

第
七
八
号
木
簡

(ゆ
∞)×(]「
C
)

×
ω

。∞
H

ω
ロNω
∞σσ

〔
道
道
道
ヵ〕

n
u口
口
口

上
端

・
下
端
お
よ
び
左
右
両
側
面
い
ず
れ
も
欠
損
す
る
。
た
だ
し
、
右
側
面
上

端
は
刃
物
に
よ
り
角
を
丸
く
調
整
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
二
次
的

な
成
形
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
表
面
は
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
平
滑
に
調
整
さ

34 

れ
て
い
る
。

文
字
は
オ
モ
テ
薗
に
の
み
確
認
で
き
る
。
半
裁
さ
れ
て
い
る
た
め
詳
細
は
不
明

で
あ
る
が
、
二
1
四
文
字
国
は
同
字
で

「道
」
に
似
る
。
右
側
面
上
端
の
調
整
痕

跡
の
あ
る
部
分
に
も
墨
痕
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
墨
痕
は
切
ら
れ
て

い
る
た
め
、
本
木
簡
は
木
簡
と
し
て
使
用
さ
れ
た
後
何
ら
か
の
材
に
転
用
さ
れ
た

可
能
性
が
あ
る
。

第
七
九
号
木
簡
(
寸

ω)
×
M
M
×
恥

。∞
H

ωロ
Nω

∞。
σ

〔大
ヵ
〕

口
『口

口

口
』

『口
』

〔大
ヵ〕
口

大

上
端

・
下
端
と
も
に
欠
損
す
る
。
左
右
両
側
面
は
刃
物
を
入
れ
調
整
し
て
い
る
。

表
面
は
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
平
滑
に
調
整
し
て
い
る
。

墨
書
は
、
濃
い
も
の
と
薄
い
も
の
と
の

こ
種
類
が
認
め
ら
れ
る
。
薄
い
も
の
に

つ
い
て
は
半
載
さ
れ
て
お
り
、
右
半
分
の
み
が
残
る
。
薄
い
墨
書
が
書
か
れ
、

不

要
に
な

っ
た
後
に
転
用
さ
れ
、
濃
い
墨
書
が
書
か
れ
た
か
。
左
右
両
側
面
は
、
転

用
時
に
成
形
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
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第
八

O
号
木
簡
(
⑦

O
)

×
戸
吋
×
H

。∞
H

ω
ロ
ωω

∞∞
ω

ロ

口

上
端
は
欠
損
し
、
下
端
は
円
弧
状
に
成
形
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
文
字
を
切

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
二
次
的
加
工
と
思
わ
れ
る
。
左
側
面
は
原
形
を
と
ど
め
る

が
、
右
側
面
は
欠
損
す
る
。

オ
モ
テ
面
の
み
墨
痕
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
表
面
の
大
部
分
が
薄
く
削
ら

れ
て
お
り
、
上
方
と
下
方
に
そ
れ
ぞ
れ
一
文
字
分
の
揖
痕
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す

る
の
み
で
あ
り
、
詳
細
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
符
な
い
。

第
八

一
号
木
簡
(
H
O
H
)

×
]
F
G
×
H
 

。∞
H

ωロNω
∞。
σ

口
円

U 

上
端

・
下
端
は
と
も
に
欠
損
す
る
。
左
右
両
側
面
は
い
ず
れ
も

一
部
欠
損
す
る

も
の
の
原
形
を
と
ど
め
る
。
表
面
は
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
平
滑
に
調
整
さ
れ
て

い
る
。鶴一
昨
日
は
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
量

部
分
は
半
分
欠
損

し
て
お
り
、
文
字
の
判
読
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
関
係
も
不
明

で
あ
る
。

第
八
二
号
木
簡

36 

(]戸市町∞)×
(
H
ω
)

×
N

。∞戸

ωロ
ωω
∞0
0

円
U 

左
側
面
の
み
原
形
を
と
ど
め
、

上
端

・
下
端
お
よ
び
右
側
面
は
い
ず
れ
も
欠
損

す
る
。

た
だ
し
、
左
側
面
も
よ
部
は
欠
損
し
て
い
る
。
表
面
は
オ
モ
テ
・
ウ
ラ
と

も
に
平
滑
に
鯛
挫
し
て
い
る
。

盤
岱
は
オ
モ
テ
面
に
の
み
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
字
数
な
ど
の
詳
細
に

つ
い
て
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

第
八
三
号
木
簡
(
寸
印
)
×

(
H
C
)
×

恥

。∞】

ωUNω
∞∞
σ
 

円円
リU

上
端
の
み
原
形
を
と
ど
め
、

そ
れ
以
外
は
欠
損
す
る
。
表
面
は
オ
モ
テ

・
ウ
ラ

と
も
に
平
滑
に
鯛
盤
し
て
い
る
。

山盟
告
は
両
面
に
確
認
で
き
る
が
、
文
字
数
を
は
じ
め
と
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は

不
明
で
あ
る
。
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第
八
四
号
木
簡

(HωN)
×
一戸町
×
品

。)FC
ωUNω

∞∞の

は
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
平
滑
に
調
整
し
て
い
る
。

上
端
お
よ
び
下
端
は
欠
損
す
る
が
、
左
右
両
側
面
は
原
形
を
と
ど
め
る
。
表
面

オ
モ
テ
面
に
の
み
墨
痕
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
文
字
の
天
地

や
字
数
な
ど
は
判
然
と
し
な
い
。

第
八
五
号
木
簡

(ふ
O
)

×
(

H

A

同)×

ω

白
人

。∞
]
F

ωUNω

∞∞∞ 

欠
損
し
て
い
る
。

二
片
接
合
。

右
側
面
は
原
形
を
と
ど
め
る
が
、
上
端

・
下
端
お
よ
び
左
側
面
は

二
文
字
分
の
墨
書
が
確
認
で
き
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

第
八
六
号
木
簡

。φH
ω
ロωω
∞∞
σ

口
解二

片
接
合
。

38 

ほ
か
に
四
片
の
削
屑
が
あ
り
、
う
ち
二
片
に
墨
一
痕
が
認
め
ら
れ
る

が
、
直
接
接
合
は
し
な
い
。

解
文
の
削
屑
と
推
測
さ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、

「護
」
の
可
能
性
が
あ
る
が
断
定
は
難
し
い
。

第
八
七
号
木
簡
O
C
H
 

ωり
Nω

∞。σ

口
口二

文
字
分
の
墨
痕
が
確
認
で
き
る
。

「解
」
の
上
に
見
え
る
墨
痕
は
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第
八
八
号
木
簡

ω
c
o
×
心
⑦
×
H
O

。⑦H
ω
U
H寸
O
ω
]『

-
「精
好
」

-
「精
好
」

(
題
筆
軸
)

西
一
道
路
S
X
一
七

O
三
の

F
期
西
側
溝
か
ら
出
土
し
た
。

F
期
は
灰
白
色
火

山
灰
降
下
以
降
で
あ
り
、

一
O
世
紀
前
葉
以
降
の
も
の
で
あ
る
。

完
形
。
題
築
部
は
長
さ
七
九
側
、
幅
四
六
棚
、
厚
さ
八
側
、
軸
部
は
長
さ
三
一

七
側
、
幅

一
三

問
、
厚
さ

一

o
mで
あ
る
。

い
ず
れ
の
面
も
平
滑
に
調
整
さ
れ
て

い
る
。
軸
部
下
端
は
面
取
り
加
工
さ
れ
て
い
る
。

題
筆
軸
。

「
精
好
」

の
語
自
体
は
、

『
続
日
本
紀
』
霊
亀
元
年
十
月
己
卯
条
に
お

い
て
、
粟
を
「
於
ニ諸
穀
中
一、
最
是
精
好
。」

と
述
べ
る
よ
う
に
、

こ
と
。
ま
た
出
来
ぱ
え
の
美
し
い
こ
と
。
」
な
ど
の
意
を
も
っ

「精
密
で
よ
い

(『大
漢
和
辞
典
』

よ
り
)
。
た
だ
し
、

「精
好
」

の
語
は
、
良
質
な
絹
を
述
べ
る
際
に
使
用
さ
れ
る
例

が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
『
尾
張
国
郡
司
百
姓
等
解
文
』
第
六
条
(
永

延
二
年
|
九
八
八
)
で
は
、
尾
張
国
守
藤
原
元
命
が
、
「
当
国
の
美
糸
」
を
私
用
し
、

「
亦
至
甲子
精
好
之

生
糸
-者
、
責
ニ
取
当
国
之
美
糸
-、
織
ニ私
用
之
綾
羅
-、
寅
二上
他
国
之
盤
糸
¥

備
ニ

貫
官
之
例
進
¥

(
以
下
略
)
」
と
み
え
る
。
ま
た
、
時
期
は
す
こ
し
下
る
が
、
『
左

経
記
』
長
元
七
年
(
一

O
一ニ
四
)
十
二
月
十
四
日
お
よ
び
十
五
日
の
両
条
で
は
、

「他
国
の
鑑
糸
」
を
貫
進
に
充
て
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

陸
奥
国
が
貢
納
す
る
絹
に
つ
い
て
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

十
四
日
庚
午
、
天
暗
。
(
中
略
)
義
賢
申
云
。
件
解
文
長
元
六
年
料
載
=絹

数
一、
今
年
料
不
レ載
。
初
間
二其
旨
-之
処
、
綱
丁
申
云
、
所
レ進
之
絹
千
二
百

疋
也
。
市
先
例
所
レ進
陸
奥
絹
三
百
、
他
国
絹
三
百
也
。
是
彼
国
絹
難
レ
得
也
。

仰
半
分
以
ニ代
物
-路
次
之
間
交
易
備
也
。
為
レ代
之
例
。
市
此
度
絹
、
彼
国
絹

三
百
、
他
国
九
百
疋
也
。
若
依
レ
違
ニ
先
例
-不
レ
注
目一絹
数
一欺
者
、

以
-一此
旨
-
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可
レ
申
者
。

十
五
日
辛
来
、

(
中
略
)
綱
丁
安
信
申
云
、
彼
国
依
"一絹
難
一レ
得
、
左

右
相
構
当
国
絹
三
百
疋
奉
レ
之
。
遣
九
百
疋
交
引
易
隣
国
一所
レ
奉
也
者
。
仰
、

解
文
付
ニ頭
弁
}可
レ
令
レ
奏
。
但
於
レ
絹
者
、
雄
二当
国
絹
目疎
悪
者
可
二返
給
-也。

錐
=他
国
一於
レ
宜
者
可
レ納
也
者
。

こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
陸
奥
国
の
貢
納
す
る
絹
の
粗
悪
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、

天
暗
。

そ
の
場
合
は
他
国
の
良
質
な
絹
を
代
わ
り
に
納
め
て
い
る
こ
と
、
そ
の
際
各
年
の

絹
の
数
を
記
載
し
た

「去
今
両
年
絹
解
文
」
が
提
出
さ
れ
る
と
と
な
ど
が
う
か
が

え
る
。
絹
の
粗
悪
化
が
深
刻
な
事
態
に
至
っ
て
い
る
こ
と
は
、
陸
奥
国
に
お
い
て

も
例
外
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。
本
木
簡

「精
好
」
も
、
十
世
紀

前
葉
以
降
の
絹
に
関
す
る
文
警
の
題
筆
軸
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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第
八
九
号
木
簡

(
C
H
)

×
N
H

×
ω
 

O
H
φ
 

ωロH
C
O
N
m凶

「[ハハハハ川ハハ〕
口
口

二
片
接
合
。
下
端
の
み
欠
損
す
る
。
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
表
面
は
平
滑
に
調

整
さ
れ
て
い
る
。

墨
書
は
、

オ
モ
テ

・
ウ
ラ
両
面
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
文
字

数
を
は
じ
め
と
し
て
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

第
九

O
号
木
簡

(
ω
h
F
N
)

×
N
N

×
寸

O
H
C
 

ω
M
N
A僻
吋

C

「莫
口
謹
牒
口
宣
捧
申
便
使
円

U
口
知
下
円
l
l
u

口
口

H
U

-「・・口

五
片
接
合
。
上
端
お
よ
び
左
右
両
側
面
は
原
形
を
と
ど
め
る
が
、
下
端
は
欠
損

す
る
。
表
面
は
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
平
滑
で
あ
る
が
、
ウ
ラ
面
は
一
部
削
ら
れ

て
い
る
。
墨
書
は
、
オ
モ
テ
・
ウ
ラ
両
面
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
オ
モ
テ
と
ウ
ラ

と
の
墨
書
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

な
お
、
釈
文
お
よ
び
実
測
図
に
は
示
し
て
い

t
、A
t
、

ナ'吋

'
V
4
H
H

オ
モ
テ
面
第

一
文
字
目

「莫
」

部

の
上
に
墨
痕
が
確
認
で
き
る
。

「莫
」
と
も
墨
痕
が
重
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
削
り
残
り
で
あ
ろ
う
。

42 

そ
の
削
り
残
り
の
墨
書
と
ウ
ラ
面
の
墨
書
と
に
関
係
が
あ
る
可
能
性
も
残
る
。

文
書
木
簡
で
あ
る
。
「
謹
牒
」
の
上
、

一
文
字
国
と
二
文
字
自
は
差
出
者
の
名
前

に
な
ろ
う
。

二
文
字
目
は
努
の

一
部
が
確
認
で
き
る
。

「乞」

や
於
の
努
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
。

八
文
字
目
は

「申
」
と
見

五
文
字
自
は
「
禾
」
偏
が
確
認
で
き
る
。

た
場
合
、

ほ
か
の
字
に
比
べ
て
や
や
右
に
偏
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

左

側
に
は
墨
痕
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

や
は
り
「
・
申
」

で
よ
い
と
恩
わ
れ
る
。

十

一
文
字
目
以
降
は

「便
使
」

の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
上
部
」
「
上
」
「
占
」
な
ど
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

ム

， 
〆"

第89号木簡



43 

第90号木簡

!実
t 

ν戸
市
ム
ル
伶
・

4
1

使
ム

界d
-11" 

て二コ



第
九
一
号
木
簡

(
H
O
ω
)

×
N
∞×
ω
 

O
H
C
 

ω}門
戸
吋

ω
m〉
¥
切

口
解

申
進
人
口

二
片
接
合
。
上
端
お
よ
び
下
端
は
欠
損
す
る
が
、
左
右
両
側
面
は
原
形
を
と
ど

め
る
。
表
面
は
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
平
滑
に
調
整
し
て
い
る
が
、
ウ
ラ
面
は
ほ

と
ん
ど
が
剥
離
し
、

わ
ず
か
に
残
る
程
度
で
あ
る
。

人
の
進
上
を
報
告
し
た
文
書
木
簡
。

第
九
二
号
木
簡

∞ふ×〕
5
×
ω

O
H
H
 
ω
同
M
H
O
H

一∞

「
算
取
入
国
太
部
富
得
」

完
形
。
表
面
は
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
平
滑
に
調
整
し
て
い
る
。

墨
書
は
オ
モ
テ
面
の
み
確
認
で
き
る
。
職
名
+
人
名
の
記
録
簡
で
あ
る
。

算

取
人
」
は
六
国
史
等
に
は
未
見
。

第
九
三
号
木
簡

44 

(]ニ
同
)
×
(
品
。
)
×

ω

。∞]{

ω凶
Nω
⑦
印

鳥
取
マ
子
人
成

口
升
五
合

鳥
取
マ
稲
人
口

上
端

・
下
端
お
よ
び
左
右
両
側
面
い
ず
れ
も
欠
損
す
る
。
ウ
ラ
面
の

一
部
が
剥

が
れ
て
い
る
も
の
の
、

オ
モ
テ

・
ウ
ラ
両
面
と
も
に
表
面
は
平
滑
に
調
整
さ
れ
て

、A
〉
。

L奪
回

dzc物
品
の
数
量
単
位
と
人
名
が
確
認
で
き
る
。
食
料
支
給
簿
か
。
な
お
、

「鳥
取
部
」

の
ウ
ジ
名
は
、
多
賀
城
跡
第
四
四
次
発
掘
調
査
出
土
二
九
号
木
簡
に
も
み
え
る
。



E三三三~

第91号木簡

第92号木簡

第93号木簡

45 



第
九
四
号
木
簡

H
A
N
×
ωふ
×
∞

。ωω

ω}門
戸

吋

ω
四一∞

「<
伊
少
毅
一
石
」

右
側
面
下
部
が
欠
損
す
る
ほ
か
は
、
原
形
を
と
ど
め
る
。
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も

に
表
面
を
平
滑
に
削
っ
て
い
る
。
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
り
、
他
端
を
尖
ら
せ
る

O
三
三
型
式
の
付
け
札
で
あ
る
。

「
伊
少
毅
」

「
伊
少
毅
」
と
は
、
伊
具
郡
を
本
貫
と

へ
充
て
た
米
一
石
の
付
札
。

す
る
少
毅
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
七
年
(
八
四

O
)
二
月
十
六

日
条
の
賜
姓
記
事
で
は

「伊
具
郡
擬
大
毅
陸
奥
真
成
等
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

お
な
じ
く
承
和
十
五
年
五
月
十
三
日
条
に
も
「
伊
具
郡
麻
積
郷
戸
主
磐
城
団
擬
主

帳
陸
奥
臣
善
福
」
と
み
え
る
。
軍
毅
名
に
軍
団
名
を
冠
す
る
の
で
は
な
く
、

郡
名

を
冠
す
る
こ
と
が
広
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
五
号
木
簡

「
く
御
米
二
斗
二
升

H
A榊

印

×

]戸市
V

×

A

H

46 

。ωω
ω
M
M
H
O
H
〉

』ー

面
は

一
部
荒
れ
て
い
る
が
、

完
形
。
た
だ
し
、
右
側
面
下
部
と
左
側
面
切
込
み
部
よ
り
上
を
欠
損
す
る
。
表

オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
平
滑
に
調
整
し
て
い
る
。

米
ニ
斗
二
升
の
付
札
で
あ
る
。



第94号木簡

唖阻.

震主主三ヨ

第95号木簡
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第
九
六
号
木
簡
(
H
O
S

×
(
N
H
)

×。

。∞
H

ωMNω
吋

C

口

萱

襲

〔
天
平
ヵ
〕

口
口
賀
字
三
年
三
月
升
一
日
」

百

串

'-

下
端
お
よ
び
左
側
面
は
原
形
を
と
ど
め
る
。
上
端
は
欠
損
し
て
い
る
が
山
形
に

成
形
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
表
面
は
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
平
滑
に

調
整
し
て
い
る
。

上
端
を
尖
ら
せ
た
形
の
荷
札
で
あ
る
。
オ
モ
テ
商
に
は
物
品
と
数
量
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。
第
一
文
字
目
は
「
月
」
偏
の
み
残
る
。
第
二
文
字
か
ら
下
は
数
量
一
記

載
で
、

そ
の
裏
に
付
け
た
札
で
あ
る
。

百
串
の
も
の
を

一
褒
に
し
、

一
文
字
目
は

「脂
」
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
で
き
よ
う
。

「脂
」
の
単
位
と
し
て
は
、

「串
」
の
ほ

1J) 

「
斤
」
や
「
古

(
H
簡
ご
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
「
串
」
が
用
い
ら
れ
た
例
と
し

て
は
、
新
潟
県
八
幡
林
遺
跡
出
土
木
簡
や
平
城
宮
出
土
木
簡
が
あ
る
。
「
平
宍
口
申
中
」

(
八
幡
林
遺
跡
出
土
二
四
号
木
簡
)

「口
宍
一
百
串
」

(
同
二
七
号
木
簡
)
、

鹿

腕
品
川
串

上
長
」
(
『
平
城
宮
跡
出
土
木
簡
概
報
(
一
一
二
)
』
)
な
ど
で
あ
る
。

ウ
ラ
面
は
貢
進
日
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
「
賓
字
」

の
上
は
思
一痕
が
わ
ず
か
に
見

え
る
程
度
で
あ
る
が
、

「
天
平
」
で
あ
ろ
う
。
天
平
宝
字
三
年
は
七
五
九
年
。

第
九
七
号
木
簡
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。N
×
N
J
1
×
c

。ωN
ωU内]ミω
日
田

く

、ーー

完
形
。
た
だ
し
左
側
面
は
切
り
込
み
よ
り
上
を
欠
損
す
る
。
表
面
は
オ
モ
テ

・

ウ
ラ
と
も
に
平
滑
に
調
整
さ
れ
て
い
る
。

墨
書
は
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
両
面
と
も
に
確
認
で
き
な
い
。

第
九
八
号
木
簡
H
H
印

×

]戸市
ν
×

俗

。ωω

ω
凶一コω問
団

く
完
形
。

た
だ
し
左
側
面
は
一
部
欠
損
し
て
い
る
。
表
面
は
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も

に
平
滑
に
調
整
さ
れ
て
い
る
が
、
ウ
ラ
面
の
下
半
部
は
剥
が
れ
て
い
る
。

墨
書
は
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
両
面
と
も
に
確
認
で
き
な
い
。



てご〉

第96号木簡
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第97号木簡
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第
九
九
号
木
簡
(
H
H
h
p
)

×
ω
m
×
H

O

 

。ωω
ω
M
H
∞H
N
 

H 
U 

n
u
『
無
』
口
」

門
川
川
川
川

U」

上
端
は
ウ
ラ
面
よ
り
刃
物
を
入
れ
て
途
中
で
折
る
、

い
わ
ゆ
る
キ
リ
オ
リ
に
よ

る
切
断
。
下
端
お
よ
び
左
右
両
側
面
は
、

二
次
的
成
形
が
な
さ
れ
て
い
る
。

墨
書
は
二
種
類
確
認
で
き
る
。
「
無
」
と
そ
れ
以
外
の
薄
い
盤
苫
で
あ
る
。「
無
」

は
材
の
ほ
ぼ
中
央
に

B
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

そ
れ
以
外
の
掛
一痕
は
切
断
さ
れ

て
い
る
。

そ
れ
以
外
の
昼
痕
が
脅
か
れ
た
木
簡
が
ま
ず
作
成

・
使

し
た
が
っ
て、

用
さ
れ
て
不
要
と
な
っ
た
後
に
、
成
形
さ
れ
て

「無
」
が
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
際
、

オ
モ
テ
面
の
表
面
を
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
状
に
削
り
取
っ
て
い
る
こ
と

も
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
下
方
左
右
両
側
面
に
切
り
込
み
の
よ
う
な
も
の
が
確
認

で
き
る
。
最
初
に
記
さ
れ
た
墨
書
よ
り
も
内
側
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、

二
次
的
成

形
時
の
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
が
、
こ
の
切
り
込
み
が
付
札
と
し
て
の
機
能

を
持
つ
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

内
容
は
、

「鉦
C

一
文
字
で
あ
る
た
め
、
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

第
一

O
O
号
木
簡
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H

c

m

×
(
H

寸
)
×
恥

o
o
m
 
ωHNω
寸

@

-
口
里
人
大
伴
部
口

〔麻
ヵ
〕

口
口

-
口
口
口
口
口
口
口
口

上
端

・
下
端
と
も
に

一
部
欠
損
す
る
が
丸
く
成
形
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
オ
モ

テ
・
ウ
ラ
両
面
に
確
認
で
き
る
墨
痕
を
両
端
と
も
に
切
っ
て
い
る
た
め
、
木
簡
使

用
後
の
成
形
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
左
側
面
は
原
形
を
と
ど
め
る
が
、
右
側
面

は
欠
損
す
る
。
表
面
は
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
平
滑
に
調
整
さ
れ
て
い
る
。

昌
一番
は
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
確
認
で
き
る
。
オ
モ
テ
面
に

「大
伴
部
」
の
ウ

ジ
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
人
名
が
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、

オ
モ
テ

・
ウ
ラ
の

関
係
を
は
じ
め
、
内
容
そ
の
他
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

「
大
伴
」
氏
は
、
弘
仁
十
四
年
(
八
二
三
)
、
淳
和
天
皇
の
誇
大
伴
を
避
け
て

「伴」

氏
に
改
め
て
い
る
。
オ
モ
テ
面
最
下
の
文
字
は

「麻
」
か
。
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第
一

O
一
号
木
簡

(
M
H
O
)

×
ω
∞×
H
O
 
O
H
C
 
ω
M
M
H
O
H
〉

「
口
口
口
口
口
口
押
万

下
端
の
み
欠
損
す
る
。
表
面
は
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
両
面
と
も
に
平
滑
に
鯛
盤
し
て

い
る
。島
一
痕
は
オ
モ
テ
面
に
の
み
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
.
第

一
文
字
白
か
ら
六
文

字
目
ま
で
は
、
右
半
分
が
削
れ
て
お
り
、
判
読
困
難
で
あ
る
。

s

‘一μ

第

一
O
二
号
木
簡
(

C

h

肝)×
(
H
N
)

×
ふ

。∞
H

ω
H
N
H
。
]戸田

「口

H
lu

「口

n
l
l
u

上
端
お
よ
び
左
側
面
は
原
形
を
と
ど
め
る
が
、
下
端
お
よ
び
右
側
面
は
欠
損
す

る
。
表
面
は
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
平
滑
に
制
整
す
る
が
、

オ
モ
テ
商
は

一
部
欠

損
し
て
い
る
。

墨
舎
は
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
確
認
で
き
る
が
、
字
数
そ
の
他
の
詳
細
は
不
明

で
あ
る
。
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第101号木簡
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第
一

O
三
号
木
簡

(
N
∞吋)×
ω
恥
×
∞

。∞]戸

ωロ
ωω

∞H

54 

門
ハ
ハ
ハ
U
封
口
三
口

右
件
封
口
今
月
升
四
日

〔己
ヵ〕

口
誌
の
還
使
占
マ
小
国
返
抄
口

'-

上
端
は
刃
物
に
よ
り
切
断
さ
れ
、
右
上
方
を
欠
損
し
て
い
る
。
下
端
は
左
隅
を

欠
損
す
る
他
は
原
形
を
と
ど
め
る
。
左
右
両
側
面
は
原
形
を
と
ど
め
る
。
表
面
は

オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
平
滑
に
調
整
さ
れ
て
い
る
。

墨
書
は
、
オ
モ
テ
面
に
二
行
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
文
字
自
「
封
」
の

上
は
、

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
墨
痕
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
判
然
と
し
な
い
。

文
書
木
簡
。

一
行
目
「
右
」
字
よ
り
上
は
事
番
に
あ
た
り
、

そ
れ
以
下
は
本
文

に
該
当
す
る
。
本
文
は

「右
、
件
の
封
口
、
今
月
升
四
日
己
に
詑
ん
ぬ
。
の
っ
て

還
使
・
占
部
国
返
抄
口
す
(
返
抄
し
口
)
。」
と
な
ろ
う
。

一
文
字
目
「
封
」
の
下

の
字
と、

七
文
字
目

「封」

の
下
の
字
は
お
そ
ら
く
同
字
で
あ
ろ
う
。
残
画
か
ら

は
「
蔵
」
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
断
定
は
難
し
い
。
な
お

「封
蔵
」
は
、

「封
じ

て
お
さ
め
た
く
わ
え
る
」
(『大
漢
和
辞
典
』)
の
意
味
を
持
つ
。
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第

一
O
四
号
木
簡
(
H
N
∞
)
×
H

G

×
∞
 

。∞]戸

ω
ロN
ω
A
R
w
a

-
×
年
五
月
品
川
日
舎
人
家
宿
買
物

円ハハ
U
巻
口

上
端

・
下
端
と
も
に
欠
損
す
る
。
左
右
両
側
面
は
原
形
を
と
ど
め
る
。
丁
寧
に

面
取
り
加
工
し
た
枝
材
で
あ
る
。

内
容
は
、
文
書
木
簡
で
あ
る
。
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
両
面
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
オ

モ
テ
面
「
舎
人
家
宿
」
は
、
石
川
県
戸
水
大
西
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
墨
書
土
器
の

「
宿
家
」
が
駅
よ
り
格
下
の
宿
泊
施
設
と
考
え
ら
れ
て
い
る

(
金
沢
市
文
化
財
紀
要

一
六

O
『
戸
水
遺
跡
群
E

戸
水
大
西
遺
跡
I
』
二
0
0
0、
金
沢
市
教
育
委
員

会
。
金
沢
市
文
化
財
紀
要

一
七
四
『
金
沢
市
戸
水
遺
跡
群
E

戸
水
大
西
遺
跡
E
』

二
O
O
一
、
金
沢
市
教
育
委
員
会
)
こ
と
を
参
考
に
す
れ
ば
、

「
舎
人
の
宿
家
」

こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

接
合
し
な
い
も
の
の
、

同
じ
く
枝
材
を
使
用
し
た
第

一
O
五
号
木
簡
と
の
関
連

性
が
注
目
さ
れ
る
。

第
一

O
五
号
木
簡

56 

(
H
m
O
)

×
H

∞
×
吋

O
H
C
 

ω
M
NA肘m
H

H 
U 

麻
綿
汁
袴
綿
二
要
米
二
升」

口
巻

子

集

'-

二
片
接
合
。
上
端
は
欠
損
す
る
。
下
端
お
よ
び
左
右
両
側
面
は
原
形
を
と
ど
め

る
。
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
表
面
を
丁
寧
に
面
取
り
し
、
平
滑
に
調
整
し
た
枝
材

を
使
用
し
て
い
る
。
オ
モ
テ
面
下
端
も
面
取
り
の
加
工
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
同

じ
く
枝
材
を
使
用
し
た
第

一
O
四
号
木
簡
と
の
関
連
性
が
注
目
さ
れ
る
。

物
品
名
と
数
量
を
列
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
麻
綿
」
・
「
袴
綿
」

・
「米
」
の
数
量

が
オ
モ
テ
面
に
書
か
れ
て
い
る
。
麻
綿
の
数
量
は
「
汁
」

の
ほ
か
、

「
五
」
の
可
能

性
も
あ
る
。
た
だ
し

「五
」
と
見
た
場
合
は
最
終
画
が
ち
ょ
う
ど
欠
煩
部
分
に
該

の

当
す
る
こ
と
も
あ
り
、
確
認
で
き
な
い
。

「袴
綿
」
は
、
袴
に
用
い
る
綿
の
意
と
解

す
れ
ば
、
数
量
は

コ
ご
(
単
位
記
載
な
し
)
と
な
ろ
う
。
た
だ
し
、
綿
で
で
き
た

袴
と
い
う
意
味
の

「綿
袴
」
が
、

「袴
綿
」
と
表
記
さ
れ
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
る

だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
次
の

「要
」
字
は
袴
の
単
位

「腰

・
習
」
と

解
釈
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
ウ
ラ
面
に
も
何
ら
か
の
物
品
が
記
載
さ
れ
て
い
た

と
見
ら
れ
、
数
量
単
位
「
巻
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
子
集
」
最
後
に
記
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
は
人
名
か
。
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第
一

O
六
号
木
簡

O
H
C
 

ω
U
N
H白
ω回

トー必

司

(
H
O
ふ
〉
×
同
寸
×
N

-
「
千
葉
郷

私
馬
矢
五
口

-
「
延
暦
十
一
年
四
月
五
日
口

上
端
は
原
形
を
と
ど
め
る
が
、
下
端
は
欠
損
す
る
。
左
右
両
側
面
は
い
ず
れ
も

原
形
を
と
ど
め
る
。
表
面
は
、
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
平
滑
に
調
整
さ
れ
て
い
る
.

文

木
簡
。
「
千
葉
郷
」
は
下
総
国
千
葉
郡
所
在
の
郷
で
、
千
葉
郡
の
郡
家
所
在

郷
で
あ
る
。
現
在
の
千
葉
市
中
央
区
千
葉
寺
町
、
大
森
町

・
川
一戸
町
付
近
(
さ
ら

に
浜
野
町
、
生
実
町
を
含
め
る
場
合
あ
り
)

に
比
定
さ
れ
て
い
る
.
延
暦
十
一
年

は
七
九
二
年。

第

一
O
七
号
木
簡
(
寸

C
)

×
(ωO)
×
心

。ωω

く

十

十
口

上
端

・
下
端
お
よ
び
左
右
両
側
面
い
ず
れ
も
欠
損
す
る
。

ωロ
ωω

∞∞
m

58 

方
に
キ
リ
カ
キ
痕
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
表
面
に
つ
い
て
は
、
オ
モ
テ
面

た
だ
し
、
右
側
面
下

離
し
て
い
る
。

が
平
滑
に
網
整
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
ウ
ラ
面
は
剥

キ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
付
札
か
。

そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、

オ
モ
テ
面
に
二
行
に
わ
た
っ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
キ
リ
カ

「
十
口
」

は
、
物
品
の

m単
品
川
凶
は

、

数
量
か
。

第

一
O
八
号
木
簡
M
O
ド×
N
O
×
応

。ωM

く

ω
M
N
b
m
H
 

表
面
は
平
滑
に
調
帥
恕
さ
れ
て
い
る
.

二
片
接
合
。
上
端

・
下
端
お
よ
び
左
右
両
側
面
い
ず
れ
も
原
形
を
と
ど
め
る
。

m
密
告
は
、
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
確
認
で
き
な
い
.
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第
一

O
九
号
木
簡
H
m
N
×
]
F

ゐ×
N

「
<
継
長

、ーー

。ωω

tv 

調

ωロN
H
O
O

上
端

・
下
端
と
も
に
原
形
を
と
ど
め
る
。
左
右
両
側
面
も
原
形
を
と
ど
め
る
が
、

て
い
る
。

左
側
面
切
り
込
み
部
は
欠
損
し
て
い
る
。
オ
モ
テ
面
の
み
表
面
を
平
滑
に
調
整
し

先
を
尖
ら
せ
た
形
態
を
も
っ
付
札
。

「継
長
」
は
人
名
か
。

第

一
O
号
木
簡
N
N
ω

×
N
⑦×
N
O
 

....， 

官」

円
柱
状
の
材
を
不
整
形
に
削
っ
た
木
製
品
。

詳
。
下
端
部
は
断
面
が
円
形
を
呈
し
て
お
り
、

o
o
m
 
ω
ロ
ωω
∞H

一
部
欠
損
し
て
い
る
。
用
途
は
不

さ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
。

面
を
作
り
出
し
、
文
字
を
記
し
て
い
る
。
墨
書
は
木
製
品
に
伴
う
も
の
か
と
推
測

そ
の

一
部
を
面
取
り
し
て
平
坦
な

第

一
号
木
簡
APh
H
m
×
ωゐ
×
∞

O
H
H
 

ωロN
ω
α
ω

門ハハ
un
U道
浄
河
浄
河
之
之
之
之
之
人
人
人
人
人
人
人

大
大
大
大
大
大
大

60 

左
下
の
一
部
が
削
れ
て
い
る
。

完
形
。
二
片
接
合
。
オ
モ
テ
面
の
み
表
面
を
平
滑
に
調
整
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

て
い
る
こ
と
か
ら
、
習
書
か
。

オ
モ
テ
面
に
の
み
墨
書
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
字
を
繰
り
返
し
記
し

地
& 

lZ2a:1 

第109号木簡



ウラ

第110号木簡
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第

二
号
木
簡

62 

(
N
C
C
)

×
(
N
ω
)

×
∞
 

。∞
H

ω何
回
C
H
N

「円
l
l
u

口

n
u口

-
「口上

端
の
み
原
形
を
と
ど
め
、
下
端
お
よ
び
左
右
両
側
面
は
欠
損
す
る
。
表
面
は

オ
モ
テ

・
ウ
ラ
と
も
に
平
滑
に
調
整
し
て
い
る
。

凪
一
番
は
オ
モ
テ

・
ウ
ラ
両
面
に
確
認
で
き
る
が
、

詳
細
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得

p
h

除、.
。

え
し第

一
三
号
木
簡

(
∞
∞
)
×
(
俗
)
×
N

。∞
H

ω
ロ
ωω
∞ασ

上
端

・
下
端
お
よ
び
左
右
両
側
面
い
ず
れ
も
欠
損
す
る
。
表
面
は
オ
モ
テ

・
ウ

ラ
と
も
に
平
滑
に
調
整
し
て
い
る
。

墨
痕
は
オ
モ
テ
面
に
の
み
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
幅
が
わ
ず
か
回
附
し

か
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
文
字
数
等
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
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第112号木簡

第113号木簡
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漆
紙
文
書
に
つ
い
て

凡

例

一
、
本
節
は
、
漆
紙
文
書
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
文
字
の
確
認
で
き

た
も
の
を
報
告
の
対
象
と
し
た
。
こ
の
ほ
か
文
字
の
確
認
で
き
な
か
っ
た
漆
紙

は
七
点
、
漆
付
着
土
器
は
三
点
で
あ
る
。

一
、
漆
紙
文
書
に
つ
い
て
は
、

A
区

・
D
区
の
ほ
か
、

C
区
出
土
の
も
の
に
つ
い

て
も
収
録
し
て
い
る
。
出
土
遺
構
に
つ
い
て
は
、
『
多
賀
城
市
文
化
財
調
査
報
告

書
第
七

O
集
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
、
釈
文
に
加
え
た
符
号
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

口
口
口

欠
損
文
字
の
う
ち
、
字
数
の
確
認
で
き
る
も
の
。

円

U

欠
損
文
字
の
う
ち
、
字
数
の
確
認
で
き
な
い
も
の
。

、_J

校
訂
に
関
す
る
注
で
、
原
則
と
し
て
釈
文
の
右
傍
に
付
し
、
本
文

に
置
き
換
え
る
べ
き
文
字
を
含
む
場
合
。

説
明
注

カ

筆
者
、
編
者
が
加
え
た
注
で
疑
問
の
残
る
も
の
。

一
、
掲
載
し
た
図
版
類
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
ほ
ぼ
原
寸
で
あ
る
。

本
節
を
な
す
に
あ
た
り
、
平
川
南
氏
(
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
教
授
)
に
ご
教

ホ
い
た
だ
い
て
い
る
。
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第
二
号
漆
紙
文
書
ω
H
H
O
O
O
回
(
の
関
)

一、

形
状

折
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
廃
棄
さ
れ
た
も
の
。
法
量
は

一
四

・
二
×
一
二

・
八
仰
で

あ
る
。現
状
は
C
字
形
を
し
て
お
り
、
全
体
の
四
分
の
三
ほ
ど
の
周
縁
が
残
る
。
容
器

の
復
元
直
径
は
約
一
四
仰
で
あ
る
。
ウ
ル
シ
面
に
わ
ず
か
に
木
質
の
付
着
が
み
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
容
器
は
土
器
で
は
な
く
曲
物
と
考
え
ら
れ
る
。

議
紙
と
し
て
の
利
用
の
際
に
紙
を
内
側
へ
向
け
て
折
り
込
ん
で
い
る
。
折
り
込

ま
れ
た
縁
の
周
囲
に
、
約
五

m
の
幅
で
間
形
化
し
た
漆
が
帯
状
に
付
着
し
て
い
る

部
分
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
落
と
し
譲
の
よ
う
に
し
て
使
用
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

文
字
は
両
面
に
確
認
で
き
た
。
ウ
ル
シ
面
に
は
八
行
(
復
元
を
含
む
)

が
確
認

で
き
、
文
字
の
大
き
さ
は
、
大
き
い
も
の
が
約
一

・
三
叩
四
方
、

小
さ
い
も
の
が

約
一

・
O
側
四
方
、
行
聞
は
約
一

・
六
仰
で
あ
る
。
オ
モ
テ
面
に
は
四
行
(
復
元

を
含
む
)

が
確
認
で
き
、
文
字
の
大
き
さ
は
約
一

・
五
側
四
方
、
行
聞
は
約
二
叩

(
「
位
」
の
部
分
)
で
あ
る
。

ウ
ル
シ
面
に
は
漆
の
下
に
器
一痕
が
確
認
で
き
る
箇
所
が
あ
っ
た
た
め
、
グ
ラ
イ

ン
ダ
ー
を
用
い
て
表
面
を
わ
ず
か
に
削
り
取
っ
た
と
こ
ろ
、
数
文
字
を
確
定
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
な
お
こ
の
作
業
以
前
に
写
真
撮
影
を
お
こ
な
い
、
作
業
中
の
赤

外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
画
像
は
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
に
収
め
た
。

な
お
、
以
下
に
掲
げ
る
釈
文
の
ほ
か
に
、

オ
モ
テ
面
の
上
に
複
雑
に
折
り
た
た

ま
れ
て
い
る
部
分
に
、
ど
の
行
に
当
た
る
か
判
断
で
き
な
か
っ
た
撮
痕
が
あ
る
。

一
一、

釈
文

{ウ
ル
シ
面
}

口

〔
乗
ヵ
〕
口
騨

騨
馬

口
口
〔
等
等
ヵ
〕

口
口
円
U
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円

U
符
一

枚
柴
田
郡
門
川
川
川
川
川
川
川

U
月
品
川
日

〔模
ヵ

〕

相
口

仰
口

口
部
内
山
道
口
口

口
及
下

武
蔵

口

助
手
d

一

迎

(
※
こ
の
ほ
か
、
折
り
込
ま
れ
た
部
分
に
墨
痕
あ
り
)



{オ
モ
テ
薗
】

〔
在
ヵ
〕

口
口
口
位

口
半
飛
口

一一一、

内
，世田

廿

〔ウ
ル
シ
面
〕

一
行
自
三
文
字
自
は
「
し
ん
に
ょ
う
」
が
明
瞭
に
確
認
で
き
る
。
墨
痕
か
ら
は

「
速
」
「
連
」
な
ど
が
近
い
。

二
行
目
一
文
字
自
に
墨
痕
は
確
認
で
き
た
が
判
読
で
き
な
か
っ
た
。

四
行
目

一
文
字
自
は
、
漆
紙
の
縁
の
部
分
に
文
字
が
か
か
っ
て
い
る
が
、
赤
外

線
カ
メ
ラ
に
よ
り
観
察
し
た
と
こ
ろ
「
侍
」
と
判
読
し
て
間
違
い
な
い
。

六
行
目

一
文
字
自
は
努
の

一
部
で
あ
る
が
、
墨
痕
か
ら
は
「
継
」

「述
」
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。

七
行
自
の

「戸
主
物
」

の
三
文
字
は
天
地
逆
に
替
か
れ
て
い
る
。

八
行
自

一
文
字
目
は
「
て
へ
ん
」
も
し
く
は

「き
へ
ん
」
が
確
認
で
き
る
。
六

文
字
目
は

「ご
ん
べ
ん
」
は
確
認
で
き
る
が
努
の

一
部
分
を
欠
き
、
判
読
で
き
な

ぃ
。
字
形
か
ら
は

「訊
』
「
諾
」
な
ど
が
近
い
。

ウ
ル
シ
薗
は
、
陸
奥
国
府
に
お
け
る
駅
馬
や
伝
の
使
用

・
文
書
の
逓
送
な
ど
に

か
か
わ
る
帳
簿
と
考
え
ら
れ
る
。

記
載
の
中
に

「騨
馬
」
(
二
行
目
)

「樽
」
(
四
行
目
)
な
ど
と
見
え
る
の
が
注
目

さ
れ
る
。
三
行
目
の
「
符

一
枚
」
に
つ
い
て
は
、
下
達
文
書
の
「
符
」
と
「
傍
符
」

の
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
公
文
書
に
み
ら
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
単
位
に
注
目
す
る
と
、

例
え
ば
宮
司
聞
で
授
受
し
た
公
文
書
の
目
録
で
あ
る

「出
雲
一国
計
会
帳
」
(
『
大
日

本
古
文
書
』

一
ー
五
八
七
)
や
「
伊
勢
国
計
会
帳
」
(『大
日
本
古
文
書
』
二
四
|

五
四
七
)

「道
」
「候
」
「
紙
」
な
ど
が
あ
る

「符
」
の
単
位
と
し
て

で
は
文
替
の

が

「枚
」
は
見
ら
れ
な
い
。

一
方

「僻
符
」
に
つ
い
て
は
、
郡
稲
の
収
支
を
記
録

し
た

「越
前
国
郡
稲
帳
」
(『大
日
本
古
文
苫
』

一
ー
四
六

一
)
の
な
か
に

「陣
魁

樽
符
立
枚
」
と
い
う
表
記
が
あ
り

「枚
」
と
い
う
単
位
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、

文
書
の
性
格
が
や
や
異
な
る
が
、
寺
院
作
成
の
財
産
目
録
で
あ
る

「西
大
寺
資
財

続
記
帳
」
(
『
働
率
楽
遺
文
』
中
巻
)
に
は
「

一
巻

太
政
官
符
井
案
〈五
十
五
枚
ご
(〈
、、"..

は
細
字
)
と
い
う
表
記
が
あ
り
、

い
ず
れ
か
を
早
計
に
判
断
す
る
の
は
避
け
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

地
名
に
関
す
る
記
述
と
し
て

「
柴
田
郡
」
(
三
行
目
)
「
武
蔵
」
「
相
模
」

(
五
行

目
)
「
山
道
」
(
八
行
自
)
が
あ
る
。

陸
奥
国
柴
田
郡
は
、
多
賀
城
の
南
西
約
三
O
畑
、
現
在
の
宮
城
県
柴
田
郡
付
近

に
比
定
さ
れ
司
延
喜
式
』
(
兵
部
省
)
に
よ
る
と
、
柴
田
郡
に
は
柴
田
駅
が
あ
り
、

駅
馬
十
疋

・
伝
馬
五
疋
が
備
え
ら
れ
て
い
た
。

「
相
模
」
に
つ
い
て
は
国
名
(
相
模
国
)
・
郷
名
(
色
麻
郡
相
模
郷
)
が
考
え
ら

れ
る
が
「
武
蔵

・
相
模
」
と
連
続
す
る
こ
と
か
ら
国
名
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

な
お
武
蔵

・
相
模
と
い
う
順
は
、
陸
奥
田
か
ら
都
へ
向
か
う
ル
ー
ト
上
に
あ
り
、

か
つ
国
境
を
接
し
て
い
る
国
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
仮
に
こ
の
部
分
に
陸
奥
国
か
ら

都
へ
向
か
う
ル
ー
ト
上
の
国
名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
と
、
「
武
蔵
」

の
上

に
は
「
常
陸
」
「
下
総
」
な
ど
の
国
名
が
想
定
さ
れ
る
。

そ
こ
で
再
び
五
行
自
の
盛

痕
に
注
目
す
る
と
、
三
文
字
目
を
「
下
」
と
読
み
、

67 

一
文
字
国
を
「
国
」
の
下
半
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部分はオモテ面

一 部分は折込想定線ウルシ面第2号漆紙文書
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と
み
て
も
字
形
と
し
て
は
矛
盾
が
な
い
。

以
上
の
検
討
か
ら
、

五
行
目
を
推
定
復

元
す
る
と

-
:
国
及
下
総
武
蔵
相
模
・
:

と
な
る
。

一
案
と
し
て
掲
げ
て
お
く
。

武
蔵
国
は
宝
亀
二

(
七
七
一
)
年
に
東
山
道
か
ら
東
海
道
へ
改
め
ら
れ
て
お
り

(
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
二
年
十
月
己
卯
条
)
、
下
総

・
武
蔵

・
相
模
と
い
う
記
載
順
は

東
海
道
に
属
す
る
こ
と
を
ふ
ま
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

当
文
書
は

宝
亀
二
年
以
降
の
作
成
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、

一
文
字
目
を

「国
」
と
す
れ
ば
、

「及
」
字
を
は
さ
ん
で
東
海
道
の
国
が

続
け
て
列
記
さ
れ
る
と
は
考
え
が
た
い
の
で
、

「及
」
字
の
上
に
は
、
陸
奥
国
と
同

じ
く
東
山
道
に
属
し
、
征
夷
の
際
に
物
資
の
補
給
地
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
た
上

野

・
下
野
な
ど
の
国
名
が
記
載
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

「
山
道
」

(
八
行
目
)
に
関
し
て
は
『
続
日
本
紀
』
天
平
九
(
七
三
七
)
年
四
月

戊
午
条
に
藤
原
麻
巴
か
ら
の
報
告
と
し
て
「
山
海
両
道
を
聞
き
、
海
道
に
田
夷
遠

田
君
雄
人
を
、
山
道
に
帰
服
秋
和
我
君
計
安
曇
を
派
遣
し
て
夷
秋
を
鎮
撫
し
た
」

と
の
記
述
が
あ
る
。
ま
た
、
宮
城
県
赤
井
遺
跡
か
ら
は
「
海
道
」
と
記
し
た
付
札

木
簡
が
出
土
し
て
い
る
(
『
木
簡
研
究
』
二
三
)
。
当
文
書
に
は
「
部
内
山
道
」
と

記
さ
れ
て
お
り
、

「山
道
」
と
い
う
語
が
陸
奥
圏
内
の
行
政
的
な
地
域
名
称
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

{オ
モ
テ
面
】
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オ
モ
テ
面
は
複
雑
に
折
り
こ
ま
れ
た
紙
片
が
付
着
し
て
お
り
、
こ
の
紙
片
の
下

に
も
文
字
が
存
在
す
る
が
、
現
状
で
は
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、
ウ
ル
シ
面
の
破

損
し
た
部
分
か
ら
確
認
で
き
る
オ
モ
テ
面
の
文
字
が
あ
る
。

一
行
目
は
ウ
ル
シ
面
か
ら
確
認
で
き
る
オ
モ
テ
面
の
文
字
で
あ
る
。

=
一
文
字
目

は
現
状
で
は
折
り
込
ま
れ
て
お
り
文
字
の
向
き
が

一
致
し
な
い
が
、
復
元
す
る
と

「口

〔在
カ
ご

と
し
た
文
字
と
閉
じ
行
に
あ
た
る
。
文
字
の
努
部
分
「
反
」

確
認
で
き
る
。

の
み

三
行
目
は
オ
モ
テ
面
か
ら
、
現
存
部
分
の
中
央
に
確
認
で
き
る
。

「半
飛
」
の
文

字
は
明
瞭
で
あ
り

「半
」
の
上
に
も
文
字
が
存
在
す
る
が
、
折
ら
れ
た
紙
片
に
隠

れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
謹
直
な
楢
書
体
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
判
然
と
し
な
い
。



赤外線画像
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第2号漆紙文書オモテ面

部分はウルシ面

ーは折込想定線



第
三
号
漆
紙
文
書

ω
U
N
ω

∞om刷
(
口
開
)

一、

形
状

漆
容
器
の
蓋
紙
と
し
て
再
利
用
さ
れ
た
の
ち
、

ウ
ル
シ
面
を
内
側
に
し
て
二
つ

折
り
に
し
て
廃
棄
さ
れ
た
も
の
。
法
品
は
長
径

一
五

・
五
×
短
径
八

・
二

m
で、

現
状
は
半
円
形
を
し
て
い
る
。
漆
容
器
の
復
元
直
径
は
約
二
ハ
仰
で
あ
る
。
文
字

は
漆
面
に
の
み
確
認
さ
れ
た
が
、
漆
に
よ
り
密
着
し
て
い
る
た
め
、
は
が
し
て
観

察
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
文
字
の
大
き
さ
は
約

0
・
八
個
四
方
、

行
聞
は
約

一
・
五
印
。

一一、
釈
文

口

口

一
升
八
タ

四
口
口
口

合
六
タ

訳
語
秋
成
口
合
二
タ

口
軍
毅
健
児
等
ニ
升
六
合
門
川

川

U

正』
ロ
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口狩
口
口

一
斗

狩
口
持
口
二
人

口
倖
囚
二
人
六
合
二
タ
円

l
l
U従
七
合
二
タ

{
六
ヵ
〕

真
成
三
合
口

白
二
升
四
合

黒
四
斗
二
升
九
合
八
タ

{桝
ヵ
〕

口

料

自
四
口
四
口

口

一
升

口

烏
養
料

口
口

口

口〔所
料
ヵ
〕

黒

一
斗
口
口
口
口
口

〔
料
ヵ
〕

黒

一
升
口
口
口

黒

九
合
口
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一一一、

内
~ 

甘

一
行
目
一
文
字
自
は
、
「
回
」
の
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
他
の
行
と
比
べ
て
文
字

が
小
さ
く
、
行
も
揃
わ
な
い
。

「
狩
」
字
は
七
行
自
に
も
み
え
る
が
、

い
ず
れ
も
そ
の
下
に
続
く
文
字
を
判
読
で

き
な
か
っ
た
。

一
四
文
字
自
は
「
井
」
に
似
る
。

六
行
目

一
O
文
字
国
は
「
戸
主
」
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
確
認
で
き
る
墨
痕
は

「
戸
」
と
「
来
」
を
合
わ
せ
た
よ
う
な
字
形
で

コ
戸
主
」
と
は
考
え
が
た
い
。

八
行
目
六
文
字
国
は
「
十
」
の
よ
う
な
盤
痕
が
確
認
で
き
る
の
み
で
、

上
下
に

文
字
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

九
行
自
の
「
黒
四
斗
・:
」
と
「
白
四
口
・:
」
は
、
行
聞
が
こ
の
部
分
の
み
狭
い

こ
と
お
よ
び
下
に
続
く
文
字
と
の
関
係
か
ら
、
割
書
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
下
の

「
口
料
」
の
内
訳
を
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
左
行
五
文
字
目
は
「
お
お
ざ
と
」
が

明
瞭
に
確
認
で
き
た
。

一
O
行
自
一
二
文
字
自
は
「
津
」
に
似
る
。

一一

行
自
三
文
字
目
は
「
直
」
に
似
る
。

全
体
に

「斗

・
升

・
合

・
タ
」
の
単
位
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
白

・
黒
な
ど

の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
「
白
米
」
「
黒
米
」
と
い
う
米
の
単
位
と
考
え
ら
れ
、
本

文
書
は
食
料
支
給
の
帳
簿
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
前
半
に
は
箪
毅

・
健
児
な
ど
の

職
議
・
名

・
人
数

・
支
給
量
な
ど
が
記
さ
れ
る
が
、

八
行
自
を
境
と
し
て
、
白

・
黒

の
別
が
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

一
項
目
の
記
載
訟
が
や
や
多
く
な
る
。
ま
た
、

費
目
を
示
す
と
思
わ
れ
る
「

O
料
」
と
い
う
表
記
が
み
え
る
。

前
半
の
記
載
の
う
ち
、

一
人
当
た
り
の
支
給
額
が
判
明
す
る
の
は
六
行
自
の

「
倖
囚
二
人
六
合
二
夕
」

つ
ま
り
伴
囚

一
人
当
た
り
三
合

一
夕
、
お
よ
び

「其
成
三

合
口
」
の
み
で
あ
る
が
、

一
人
当
た
り
の
支
給
額
が
約
三
合
と
少
な
い
こ
と
か
ら
、

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
一
食
分
程
度
の
食
料
支
給
と
考
え
ら
れ
る
。
多
賀
城

74 

作
成
で
あ
れ
ば
、
国
府
で
の
行
事
に
参
加
し
た
者
へ
の
食
料
支
給
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
。
訳
語
(
一
二
行
目
)
に
つ
い
て
は
、

い
ち
お
う
職
掌
名
と
ウ
ヂ
名
と
が
考
え

ら
れ
る
が
、
六
行
目
に
「
真
成
三
合
口
」
と
人
名
の
み
の
表
記
が
あ
る
こ
と
、
お

よ
び
前
半
部
分
に
は
「
箪
毅

・
健
児
」
な
ど
の
臓
掌
名
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
考

え
る
と
職
掌
名
の
可
能
性
が
高
い
か
。
職
掌
と
し
て
の
蝦
夷
訳
語
は
忠
明
日
本
紀
』

養
老
六
〈
七
一一一一
)
年
四
月
丙
成
条
に
「
征
「
討
陸
奥
蝦
実
、
大
隅
薩
摩
隼
人
等
一

将
軍
巴
下
及
有
功
蝦
束
、
井
滞
語
人
、
授
つ
動
位
一各
有
レ差。」

と
あ
り
、
明日
本
三

代
実
録
』
元
鹿
五
年
(
八
八

こ
五
月
三
日
皮
成
条
に
「
従
陸
奥
蝦
英
訳
語
外
従

八
位
下
物
部
斯
波
連
永
野
外
従
五
位
下
」
と
あ
る
な
ど
、

八

・
九
世
紀
を
通
じ
て

そ
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
陸
奥
国
の
健
児
(
四
行
自
)
に
つ
い
て
は
、
史
料
の

初
見
が
大
同
五

(八

一
O
)
年
で
あ
り
、
大
同
元
(
八

O
六
〉
年
頃
に
導
入
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
(
鈴
木
拓
也
「
九
世
紀
陸
奥
国
の
軍
制
と
支
配

構
造
」
『
古
代
東
北
の
支
配
構
造
』
吉
川
弘
文
館
、

成
年
代
は
大
同
年
間
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お

『延
喜
式
』
(
兵
部
省
)
に
よ
れ

一
九
九
八
年
)
、
本
文
書
の
作

ぱ
、
陸
奥
国
に
健
児
三
二
四
人
が
置
か
れ
て
い
る
。
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第
四
号
漆
紙
文
書

ω口問。
N

H

(

口
開
)

一、
形
状

漆
の
蓋
紙
と
し
て
再
利
用
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
廃
棄
さ
れ
た
も
の
で
、

パ
レ
ッ
ト

と
し
て
使
用
し
た
土
師
器
に
固
形
化
し
た
漆
と
と
も
に
付
着
し
て
い
る
。
士
一
師
器

は
口
縁
部
を
欠
損
し
て
お
り
、
残
存
す
る
の
は
漆
が
付
着
し
て
い
る
部
分
の
み
で

あ
る
。漆
紙
文
書
は
下
半
を
欠
損
し
、
不
整
形
な
半
月
形
を
し
て
お
り
、
残
存
部
分
の

法
量
は

二一一

・
二
×
一

0
・
八
仰
で
あ
る
。

文
字
は
オ
モ
テ
面
に
確
認
で
き
た
。
文
字
の
大
き
さ
は
、
大
字
が
約

0
・
八
叩

四
方
、

小
字
が

0
・
六
側
四
方
で
、
行
間
は
約

一
・
五
叩
で
あ
る
。
文
字
の
ほ
か

に
横
界
線
が
二
本
確
認
で
き
、
界
線
の
幅
は
二

・
一二

仰
で
あ
る
。
縦
界
線

・
印
影

は
確
認
で
き
な
か
っ
た。

一一、

76 

釈
文

{
械
界
線
)男

己
上
二
口

丁
女
丁
女子

己
上
七
口
弘
仁
九
年

子
小
女

一一一、
内
d君

全T

籍
帳
様
の
文
書
で
あ
る
。

二
本
の
横
界
線
で
区
切
ら
れ
た
欄
に
「
丁
女
」
「
小
子
」

な
ど
の
年
齢
区
分
を
記
し
、

そ
の
下
の
欄
に
注
記
を
記
す
。

一
1
三

・
五
行
目
の

年
齢
区
分
の
下
に
は
文
字
は
な
い
。
ま
た
、
文
書
の
奥
に
は
こ
行
分
ほ
ど
の
余
白

が
あ
る
が
、
こ
の
部
分
に
も
文
字
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

一
行
目
一
文
字
目
は

一
部
文
字
を
欠
損
す
る
が

「男
」
と
し
て
間
違
い
な
い
。

こ
こ
に
は
年
齢
区
分
が
記
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、

「男
」
の
つ
く
年
齢
区
分
と

し
て

「
中
男
」
と
推
定
で
き
る

(
現
存
の
籍
帳
の
な
か
に
は

「小
男
」
と
い
う
表

記
の
例
も
あ
る
が

〈
「
讃
岐
国
戸
籍
」
『
大
日
本
古
文
書
』

一
l
=二
七
1
2二
八

な
ど
て

「
小
子
」
と
い
う
表
記
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
文
書
に
は

「小
男
」
は
あ
た
ら
な
い
)
。

注
記
の
内
容
に
つ
い
て
は
欠
損
の
た
め
不
明
で
あ
る
が
、
戸
口
の
死
亡
や
移
動

な
ど
の
注
記
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
現
存
の
籍
帳
の
う
ち
類
似
の
書
式
を

も
つ
も
の
と
し
て

「
陸
奥
国
戸
口
損
益
帳
」
(
『
大
日
本
古
文
書
』

一
ー
三
O
五
i
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第4号漆紙文書
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三
O
八
)
が
挙
げ
ら
れ
る
(
岸
俊
男

「い
わ
ゆ
る
「
陸
奥
国
戸
籍
」

の
残
簡
」
『
日

本
古
代
籍
帳
の
研
究
』
塙
書
房
、

一
九
七
三
年
な
ど
を
参
照
)
。

料
紙
に
注
目
す
る
と
、
本
文
書
は
年
齢
区
分
の
記
載
が
現
存
料
紙
の
か
な
り
上

方
に
書
か
れ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
現
存
の
戸
籍
・
計
帳
の
う
ち
年
齢
区

分
が
界
線
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
る
書
式
を
持
つ
も
の
は
、
年
齢
区
分
が
料
紙
の
中

ほ
ど
あ
る
い
は
や
や
下
方
に
位
置
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

漆
の
蓋
紙
と
し
て
使
用
す
る
に
は
、
現
存
部
分
の
周
囲
に
も
紙
が
必
要
で
あ
る

か
ら
、
仮
に
本
文
書
の
年
齢
区
分
記
載
が
料
紙
の
中
央
に
あ
る
と
す
る
と
、
蓋
を

す
る
際
に
下
方
の
料
紙
が
足
り
ず
、
不
都
合
を
生
じ
る
。

前
掲
の

「
陸
奥
国
戸
口
損
益
帳
」
は
戸
籍

・
計
帳
の
例
と
異
な
り
、
年
齢
区
分

が
か
な
り
上
方
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
帳
簿
が
死
亡
や
移
来
の
情
報
を
書
き

込
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
試
み
に
本
文
書
の
第
一
界
線
と
、

陸

興
国
戸
口
損
益
帳
」

の
第
二
界
線
を
重
ね
て
み
る
と
、
残
存
部
分
が
料
紙
の
縦
幅

の
ち
ょ
う
ど
中
央
に
位
置
し
、
界
線
の
幅
は
や
や
異
な
る
も
の
の
、
文
字
の
大
き

さ
、
行
間
等
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
乙
と
か
ら
、
本
文
書
の
記
載
様
式
は

「陸
奥
国
戸

口
損
益
帳
」
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
と
み
て
よ
い
。
和
銅
年
間
よ
り
弘
仁
年
間
ま

で
、
同
じ
書
式
で
戸
口
の
移
動
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
多
賀

城
市
の
山
王
遺
跡
第
十
二
次
調
査
S
D
一
八

O
出
土
の
第
一
号
文
書
は
、
郷
里
制

下
(
七

一
七
1
七
四

O
)
の
戸
口
損
益
帳
案
と
み
て
い
る
。
(
『
多
賀
城
市
文
化
財

調
査
報
告
書
第
四
五
集

山
王
遺
跡
I
』

一
九
九
七
年
)

「
戸
口
損
益
帳
」
は
造
籍
か
ら
次
の
籍
年
ま
で
の
戸
口
の
異
同
を
集
計
し
た
も
の

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
文
書
が
「
戸
口
損
益
帳
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

一
次
利
用
さ

れ
た
時
期
は
弘
仁
九
(
八

一
八
)
年
以
降
の
最
初
の
造
籍
年
ま
で
、

と
い
う
こ
と

に
な
る
。
平
田
駄
二
氏
に
よ
る
と
弘
仁
三

(八

=

乙
年
の
造
籍
後
、
次
の
籍
年

で
あ
る
弘
仁
九
年
の
造
籍
は
史
料
で
確
認
で
き
な
い
が
(
平
田
歌
二

「
平
安
時
代

の
戸
籍
に
つ
い
て
」
『
日
本
古
代
籍
帳
制
度
論
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
六
年
の
五

78 

一
二
頁
第
四
九
表
を
参
照
)
、
和
銅
元
(
七

O
八
)
年
の
造
籍
の
た
め
に
作
成
さ
れ

た
と
さ
れ
る

「陸
奥
国
戸
口
損
益
帳
」
に
は
、
大
宝
二
(
七

O
二
)
年
か
ら
和
銅

元
年
ま
で
の
注
記
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
文
書
が
「
戸
口
損
益
帳
」

で
あ
る

と
す
れ
ば
、
弘
仁
九
年
の
注
記
を
持
つ
当
文
書
は
弘
仁
九
年
の
造
籍
を
裏
付
け
る

史
料
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、

当
文
書
に
は
弘
仁
九
年
の
注
記
し
か
確
認

で
き
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
単
年
度
の
集
計
で
あ
る
可
能
性
を
考
慮
す
る
必
要
が

あ
る
。一
1
四
行
は
、

一
行
目
以
前
に
三
人
分
の
記
載
を
欠
き
、

一
戸
内
に
お
け
る
計

七
人
分
の
異
同
を
抜
き
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
部
分
は
男
女
順
の

配
列
に
な
っ
て
い
な
い
。

人
名
や
続
柄
の
記
載
を
欠
く
た
め
判
然
と
し
な
い
が
、

養
老
五
年
下
総
国
戸
籍
の
よ
う
に
戸
主
と
の
親
等
順
に
配
列
さ
れ
て
い
た
か
。

な
お
陸
奥
国
の
籍
帳
の
書
式
に
つ
い
て
は
、
養
老
五
年
ま
で
は
御
野
型
の
書
式

(
男
女
順
に
配
列
)
で
あ
り
養
老
五
(
七
一
一
一
)
年
に
全
国
的
に
書
式
の
統
一
が
行

わ
れ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
(
平
川
南
「
古
代
の
籍
帳
と
道
制
」
『
九
州
史
学
』

一
占ハ、

一
九
九
六
年
)
。
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第
五
号
漆
紙
文
書

一、
形
状

ωロNω
∞om刷
(
口
開
)

断
片
で
あ
る
が
、
片
面
に
の
み
漆
の
付
着
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
蓋
紙
と
し
て

両
面
に
文
字
が
確
認
で
き
、

再
利
用
さ
れ
た
文
書
の
一
部
で
あ
ろ
う
。
法
量
は
九

・
五
×
五

・
二
仰
で
あ
る
。

オ
モ
テ
面
の
文
字
の
大
き
さ
は
約

一
・
O
側
四
方
、

行
聞
は
約

一
・
五
側
、

は
約

一
・
二
叩
で
あ
る
。

一
一、

釈
文

〔オ
モ
テ
面
〕口

口
口
口

並
曹
備

口

口
十

ウ
ル
シ
面
の
文
字
の
大
き
さ
は
約
一

・

o
m四
方
、
行
間

{
縦
銀
線
)

〔ウ
ル
シ
面
}

80 

口
十
口

ロ
堪
佃

堪
佃
萱

参
段
伯
歩
〔田
ヵ〕

口
代
口
口
口
口
二
段

一一一、
内
H骨

甘

オ
モ
テ
面
の

一
行
目
は
文
字
の
左
端
が
微
存
し
て
い
る
。

二
行
自
に
は
、

「一

ご

字
の
直
下
よ
り
患
一線
が
引
か
れ
て
い
る
。

四
行
目

一
文
字
目
は
文
字
を
欠
損
し
て
い
る
が
、
二
・
五
行
自
か
ら
こ
こ
に
数

字
が
入
る
と
す
れ
ば
「
十
」
が
近
い
。

「物
品
名
+
数
量
」
と
い
う
書
式
が
想
定
さ
れ
る
。

「
並
瞥
備
」
と
は
、

コ
以
上

の
物
は
)

み
な
曹
司
に
備
え
ら
れ
て
い
る
」
の
意
味
か
。

曹
司
に
つ
い
て
は
、
山
王
遺
跡
か
ら
「
西
曹
司
」
墨
書
土
器
(
『
山
王
遺
跡
E
』

宮
城
県
教
育
委
員
会
)
、
多
賀
城
跡

(
S
K
二
O
O六
土
墳
)
か
ら

「曹
司
」
墨
書

土

器

(
明宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
年
報
』

一
九
九

O
)
の
出
土
例
が
あ
り
、

多
賀
城
内
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
曹
司
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

以
上
よ
り
オ
モ
テ
面
の
内
容
は
、
物
品
の
数
量
と
保
管
場
所
を
ま
と
め
た
帳
簿

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
謹
直
な
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

一
時
的
な

控
え
な
ど
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

ウ
ル
シ
面
は
堪
田
な
ど
の
田
積
を
記
し
た
帳
簿
で
あ
る
。
四
行
目
以
降
は
、
漆
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第5号漆紙文書



文
字
の
謹
直
さ
か
ら
オ
モ
テ
面
が
一
次
利
用
面
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

第
六
号
漆
紙
文
書

ω吋ハ
Hω
ふ

ω
(
の
関
)

82 

付
着
の
た
め
墨
痕
が
明
瞭
で
な
い
。

一、

形
状

二
点
を
接
合
し
、
長
径
一
一

・
五
×
短
径
九

・
三

叩
の
ほ
ぼ
円
形
を
し
て
い
る
。

折
ら
ず
に
廃
棄
さ
れ
た
も
の
で
、
漆
容
器
の
復
元
径
は
約

一
二
四
で
あ
る
。

文
字
は
オ
モ
テ
面
に

一
行
の
み
確
認
で
き
た
。
文
字
の
大
き
さ
は
約
一

・
五

ω

四
方
で
あ
る
。

一一、
釈
文

宝
亀
三
年

一一一、
内
n句

"fヨ「

右
端
に
年
号
の
み
が
確
認
さ
れ
た
。
宝
亀
三
年
は
七
七
二
年
に
あ
た
る
。
漆
紙

の
状
態
か
ら
は
、
他
の
部
分
が
と
く
に
磨
滅
し
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
こ
と

か
ら
、
墨
痕
が
確
認
で
き
な
い
部
分
は
余
白
の
ま
ま
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
年
号
は
文
書
の
末
尾
部
分
に
あ
た
る
か
。



第6号漆紙文書
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第
七
号
漆
紙
文
書
ω
U
H
G
C
A
嗣
(
〉

岡
)

一、
形
状

四
点
の
小
片
を
接
合
し
た
大
き
な
断
片

一
点
と
、

小
断
片
、

お
よ
び
多
数
の
細

片
か
ら
な
る
。
文
字
を
確
認
で
き
た
断
片
は
五
点
、
墨
痕
を
確
認
で
き
た
断
片
は

三
点
で
あ
る
.
確
認
で
き
た
文
字
は
す
べ
て
ウ
ル
シ
面
に
舎
か
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
文
字
は
赤
外
線
カ
メ
ラ
に
よ
っ
て
も
ウ
ル
シ
面
か
ら
は
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
オ
モ
テ
面
か
ら
左
文
字
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

文
字
が
確
認
で
き
た
断
片
の
法
益
は
①

一一

・
ニ
×

一
0
・
五
側
、
②
四

・

九
×
四

・
O
仰
、
③
三

・
六
×

ニ

・
八
側
、
④
三

・
七

ω
×
二

・
五
仰
、
⑤
三

・

三
×
二

・
四
仰
で
あ
る
。
文
字
の
大
き
さ
は
約

一
・
五
叩
四
方
、
行
聞
は
約
二

・

五
個
で
、
各
断
片
と
も
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。
界
線
や
印
影
は
確
認
で
き
な
か
っ

た。
墨
痕
が
確
認
で
き
た
断
片
の
法
量
は
、
⑥
一

・
一
×

0
・
八
個
、
⑦
一

・
四
×

一
・
二
側
、

@
0
・
九
×
一

・
一
二
仰
で
あ
る
。

な
お
、
漆
紙
文
書
の
ほ
か
一

・
五
×

一
・
三

叩
ほ
ど
の
漆
が
付
着
し
た
布
の
小

片
が
共
伴
し
て
い
る
。

一一、

釈
文

① 円
U 

② 口
口
到
口

③ 
口
口
状

④ 口
口

⑤ 口
口
口

84 

延
暦
九
年
七
月
甘
口円
u 

n 
u 



L
F
"に
乍
え
ず
ん
本

① 

① (オモテ面からの反転実測)

-M 

第 7号漆紙文書
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一一一、

内
n句

廿

86 

①
二
行
自
九
文
字
目
は
、
残
画
か
ら
は

「九
」
あ
る
い
は

「五」

が
近
い
。

一ニ
・
四
行
自
に
は
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
。
文
書
末
尾
の
年
紀

・
署
名
部
分
に
あ
た

る
か
。③

一
行
自
一
文
字
国
は
文
字
の
上
半
が
残
存
し
て
お
り
、
残
画
は

「其
」
に
似

る
.④

一

文
字
目
は
文
字
が
半
存
し
て
お
り
、
残
画
か
ら
は

「寧
」
が
近
い
。

⑤
一

・
三
文
字
自
は
盤
痕
が
確
認
で
き
る
。

二
文
字
目
は
字
形
か
ら
は

「長
」

が
近
い
。



、、、
、、、
、

⑤ ② 

与をら タ
③ 

③ ⑦ ⑥ 

④ 

第7号漆紙文書②~③
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第
八
号
漆
紙
文
書

ω
U
H
、
苫
∞
(
〉
関
)

一、

形
状

三
片
を
接
合
し
た
大
断
片
と
三
つ
の
断
片
、

三
つ
の
小
片
の
計
七
点
か
ら
な
る
。

う
ち
三
片
の
オ
モ
テ
面
に
墨
痕
が
確
認
で
き
た
。

①
一二
片
を
接
合
し
た
大
断
片
で
、
法
量
は
九

・
三
×
七

・
八
仰
で
あ
る
。
当
文

書
は
蓋
紙
と
し
て
再
利
用
さ
れ
、
の
ち
に
ウ
ル
シ
面
を
内
側
に
し
て
折
ら
れ
て
廃

棄
さ
れ
た
も
の
で
、

一
・
二
行
自
の
聞
に
縦
方
向
の
折
目
が
確
認
で
き
る
。
文
字

は
オ
モ
テ
面
に
あ
り
、
大
き
さ
は
約

一
・
五
側
四
方
、
行
間
約
三

仰
で
界
線
や
印

影
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

②
長
径
四

・

o
m×
短
径
一

・
三
仰
の
小
片
で
、

オ
モ
テ
面
に
思
一痕
が
確
認
で

き
る
が
、

い
ず
れ
の
文
字
も
欠
損
し
て
お
り
、

判
読
で
き
な
か
っ
た
。

③
長
径
五

・
八
側
×
短
径
二

・
一
仰
の
小
片
で
、

オ
モ
テ
商
に
わ
ず
か
に
墨
痕

が
確
認
で
き
る
。

一一、
釈
文

88 

① 

口
依
忽
口

米
② 
口口
口

③ (
墨
痕
)

一一一、
内
百句

廿

①
謹
直
な
文
字
で
あ
る
が
内
容
は
不
明
で
あ
る
。



ネ
① 

③ 

第8号漆紙文書
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第
九
号
漆
紙
文
書

ω開〕
5Jコω
(
〉
関
)

一、
形
状

六
片
を
接
合
し
た
断
片
(
一
三

・
九
×
六

・
五
仰
)
と
三
点
の
小
片
か
ら
な
る
。

も
っ
と
も
大
き
な
断
片
に
つ
い
て
は
両
面
に
文
字
を
確
認
で
き
た
。
ウ
ル
シ
面

に
は
二
行
確
認
で
き
、
文
字
の
大
き
さ
は
約
一

・

o
m四
方
で
、
行
間
は
約
二

・

二
叩
で
あ
る
。
界
線
や
印
影
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

当
文
書
は
、

ウ
ル
シ
面
を
内
側
に
し
て
折
ら
れ
て
廃
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

断
片
は
折
ら
れ
た
状
態
で
出
土
し
た
が
、
そ
の
後
の
調
査
時
に
折
目
が
は
が
れ
、

ウ
ル
シ
面
の
紙
質
の
一
部
が
左
右
に
分
か
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
折

目
よ
り
左
半
の
文
字
は
左
文
字
で
み
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
も
と
右
半
の
文
字
と

同

一
の
面
に
書
か
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
左
半
に
文
字
の
有
無
は
確
認
で
き
な

か
っ
た
。
な
お
釈
文
は
本
来
の
文
字
の
位
置
を
復
元
し
て
示
し
た
。

オ
モ
テ
面
に
つ
い
て
は
、
墨
痕
は
明
瞭
で
あ
る
が
い
ず
れ
の
文
字
も
欠
損
し
て

お
り
、
判
読
で
き
な
か
っ
た
。
文
字
の
大
き
さ
は
約

一
・
五
側
四
方
で
行
聞
は
約

二
・
O
仰
で
あ
る
。

小
片
の
う
ち
一
点
(
一

・
八
×

0
・
七
仰
)
に
は
墨
痕
が
確
認
で
き
た
。

一一、
釈
文

【ウ
ル
シ
面
}

大
伴
部
口

口

口

〔オ
モ
テ
面
〕

口
口

口
口
口
口

口
口

一一一、

内
d 曹

廿

90 

ロ
口
円

U

氏
は
弘
仁
十
四

ウ
ル
シ
面
の
一
行
自
に
は

「大
伴
部
」
と
い
う
ウ
ヂ
名
が
確
認
で
き
た
。
大
伴

(八
二
三
)
年
に
、
淳
和
天
皇
の
韓
を
避
け
て
伴
氏
に
改
姓
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
文
書
の
作
成
年
代
は
そ
れ
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

二
行
目
二
文
字
目
は
「
う
か
ん
む
り
」
が
確
認
で
き
る
。



骨、i，
¥，、

第9号漆紙文書(上:ウルシ面、下 :オモテ面)
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第

一
O
号
漆
紙
文
書

ωり一
E
HH
〈
の
関
)

一、

形
状

漆
の
パ
レ
ッ
ト
と
し
て
使
用
し
た
土
器
の
蓋
紙
と
し
て
再
利
用
さ
れ
、

そ
の
ま

ま
土
器
と
と
も
に
廃
棄
さ
れ
た
も
の
で
、
土
器
底
部
の
直
径
一

o
mほ
ど
の
範
囲

に
漆
と
紙
質
の
断
片
が
付
着
し
て
い
る
。
土
器
の
口
径
は
一

三

・
五
仰
で

一
部
欠

損
し
て
い
る
。

土
器
底
部
に
残
る
や
や
大
き
い
紙
片
に
左
文
字
で
数
文
字
が
確
認
で
き
た
。

ま
り
文
字
は
ウ
ル
シ
面
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
確
認
で
き
た
底
部
の
文

字
の
大
き
さ
は
一

・
五
側
四
方
、
行
聞
は
一

・
五
叩
で
あ
る
が
、
釈
文
の
一

・
二

行
自
は
文
字
が
重
な
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
、
判
然
と
し
な
い
。

ま
た
、
漆
の
周
縁
に
沿
っ
て
い
く
つ
か
の
墨
痕
(
左
文
字
)
を
確
認
で
き
た
。

こ
の
部
分
に
は
紙
質
は
残
っ
て
い
な
い
。

な
お
、
周
縁
の
文
字
は
ど
の
行
の
何
文

字
国
で
あ
る
か
を
断
定
で
き
な
い
の
で
、
釈
文
中
に
示
し
て
い
な
い
。
前
記
の
文

字
の
大
き
さ
、
行
間
で
均
等
に
割
り
付
け
た
際
の
復
元
案
を
示
し
て
お
く
の
で
参

考
に
さ
れ
た
い
。

一一、
口
口

〔参
考

つ

口
口

口口
一一一、

釈
文

口
口
口

口

私
口
口

口
伯
口

92 

(
※
漆
の
周
縁
に
沿
っ
て
文
字
の
断
片
あ
り
)

釈
文
復
元
案
〕

口
口
口

口

私
口
口

口
伯
口

口口口口

内
"."・

甘

重
な
る
。
一
行
目
二
文
字
目
で
は
「
の
ぎ
へ
ん
」
で
あ
ろ
う
。

二
行
目
二
文
字
自
に
一
部

三
行
自
三
文
字
自
は

「
っ
ち
へ
ん
」
お
よ
び
努
の
一
部
が
明
瞭
に
確
認
で
き
る

が
、
判
読
で
き
な
か
っ
た
。

文
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。



赤外画像
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現況写真(S=1/2)

第10号漆紙文書(反転復元)

は漆膜部分



第

一一、

釈
文

一
号
漆
紙
文
書

ωロ
Nω
∞
∞
ぬ
(
口
同
)

一、

① 

形
状

〔オ
モ
テ
面
】

多
数
の
小
片
か
ら
な
る
。
文
字

・
墨
痕
が
確
認
で
き
た
断
片
に
つ
い
て
は
、
別

日
U 

表
に
法
量
を
示
し
た
。
ウ
ル
シ
面

・
オ
モ
テ
聞
の
両
面
に
文
字

・
墨
痕
を
確
認
で

き、

「健
児
」

「勝
」
「縄
」
な
ど
複
数
の
断
片
に
共
通
す
る
文
字
が
み
ら
れ
る
が
、

〔ウ
ル
シ
面
〕

文
字
の
大
き
さ
は
均

一
で
は
な
く
筆
跡
も
複
数
存
在
す
る
た
め
、

同

一
の
文
書
で

口
口

あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、

お
よ
び

口
健
児
口

ウ
ル
シ
面

・
オ
モ
テ
面
の
利
用
関
係
、

文
書
の
内
容
に
つ
い
て
も
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

た
だ
し
、
付
着
し
た
漆
の

円
U 

状
態
は
よ
く
似
て
い
る
。

番号 法量(縦×横) 備考

l 3.2x2.5 

2 2.8X3.0 

3 4.0X3.2 

4 3.5X4.0 

5 1.9 X 5.6 

6 2.6X 1.7 

7 2.6X2.2 

8 1.5X4.2 

9 1.7X3.3 

10 2.0X 1.3 

11 1.7X 1.4 

12 2.3X2.0 

13 1.8X 1.3 

14 1.5 X 1.1 

15 1.5X 1.6 

16 1.3X 1.6 

17 2.9X2.3 墨痕

18 1.8X2.5 墨痕

19 1.8X2.0 墨痕

20 1.9XO.6 墨痕

21 1.6X 1.5 墨痕

22 1.7 X 1.6 墨痕

23 1.5 X 1.1 墨痕

24 1.1 X 1.6 墨痕

25 1.2X 1.8 墨痕

26 1.1 X 0.9 墨痕

② 

94 

{オ
モ
テ
面
〕

口
酉
口

【ウ
ル
シ
面
】

勝
③ 〔オ
モ
テ
面
〕

口
柴口

〔ウ
ル
シ
面
〕

口
口
集
口

④ 〔オ
モ
テ
面
}

n 
u 
口
宣告
日
U 

【ウ
ル
シ
面
】

門
川
川
U
口

縄



オモテ面

ウルシ面 オモテ面

⑤ 
ウルシ商

ウルシ面 オモテ面

ウルシ面 ⑥ オモテ商

ウルシ面 オモテ面

⑦ ウルシ面

ウルシ面 ④ オモテ面

第11号漆紙文書 ①~⑦
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⑤ 

⑦ 

⑩ 

⑬ 

96 

〔オ
モ
テ
面
}

口
児

円?
U員

〔オ
モ
テ
面
}

〔
庭
ヵ
〕

口
口

〔ウ
ル
シ
面
〕

一
一日

健
児

円?
U長

口

{ウ
ル
シ
面
】

〔オ
モ
テ
面
〕

縄

(
墨
痕
〉

口
口

③ 

口
口

【オ
モ
テ
面
】

⑪ 

⑭ 

口
口

口
口

〔ウ
ル
シ
面
〕

【ウ
ル
シ
面
}

口

口
口

口
口

⑥ {オ
モ
テ
面
〕

〔ウ
ル
シ
面
〕

⑫ 

⑮ 

口

勝

〔ウ
ル
シ
面
}

【ウ
ル
シ
面
】

口

口

口
口
口

口
口

⑨ 

口

〔ウ
ル
シ
面
】

〔オ
モ
テ
面
】

⑮ 

口
口

口〔馬
ヵ
〕
口

日
U 

【ウ
ル
シ
面
〕

口
廃

円
U 

〔ウ
ル
シ
面
〕

口
口



~ Q 
ウルシ面 ⑬ オモテ面

ゐ
⑭ ウルシ面

ど与
⑮ ウルシ面

q; 
⑮ ウルシ面

97 

ウルシ面 @ オモテ面

ウルシ面 ⑨ オモテ面

P巴
ウルシ面 ⑩ オモテ面

会
@ ウルシ面

⑫ ウルシ面

第11号漆紙文書③~⑮



一一一、
内
"..， 

廿

①
ウ
ル
シ
面
の
文
字
の
大
き
さ
は
約
一

・
二

ω
四
方
。

一
・
二
行
自
の
文
字
は
一

部
重
な
る
。
「
健
児
」
の
文
字
が
確
認
で
き
る
こ
と
よ
り
、
当
文
書
の
作
成
年
代

は
大
同
年
間
以
降
と
考
え
ら
れ
る
(
第
三
号
文
警
参
照
)
。

②
ウ
ル
シ
面

・
オ
モ
テ
面
と
も
に
文
字
の
大
き
さ
は
約
二
四
四
方
。

③
ウ
ル
シ
面

・
オ
モ
テ
面
と
も
に
文
字
の
大
き
さ
は
約
一

・
二
側
四
方
。
オ
モ
テ

面
の

「
柴
」
字
は
柴
田
郡
に
関
わ
る
か
。

④
ウ
ル
シ
面

・
オ
モ
テ
面
と
も
に
文
字
の
大
き
さ
は
約

一
・
五

m
四
方
、
行
聞
は

h

叶ゴ

F
m
。

。
制
作

T
-
-

p
u

「
廿
」
に
似
る
。

二
行
目
に
は

ウ
ル
シ
面
一
行
目
末
尾
の
文
字
は

「
縄
」
と
あ
り
、
器
伎
に
関
わ
る
記
述
か
。
オ
モ
テ
面
は
「
館
」
字
は
明
瞭
に
確

認
で
き
る
が
、
そ
の
上
の
文
字
は
判
読
で
き
な
か
っ
た
。

⑤
ウ
ル
シ
面
の
文
字
の
大
き
さ
は
約
一

・
二
仰
四
方
、
行
間
約

一
・
八
倒
。
三
行

分
が
確
認
で
き
た
が
い
ず
れ
の
文
字
も
判
読
で
き
な
か
っ
た
。

二
行
自
二
文
字

目
は
「
柴
」
の
上
半
に
似
る
。
三
行
目
一
文
字
目
は

「毅
」
に
似
る
。
オ
モ
テ

面
に
は
「
児
」
字
が
確
認
で
き
た
。
あ
る
い
は

『健
児
」
か
。
文
字
の
大
き
さ

は
約
0
・
八
句

⑥
ウ
ル
シ
面
の
文
字
の
大
き
さ
は
約
一

・
五
叩
四
方
、
行
聞
は
約
一

・
五
価
。

一
・
二
行
目
の
文
字
は
一
部
重
な
る
。

一
行
自
二
文
字
自
は
「
か
わ
へ
ん
」

確
認
で
き
る
。

⑦
文
字
の
大
き
さ
は
約
一

・
ニ

ω
四
方
。

ニ
行
自
は
各
文
字
の

一
部
を
欠
く
が

「
健
児
」
と
し
て
間
違
い
な
い
。

⑧
ウ
ル
シ
面
の
文
字
の
大
き
さ
は
約
一

・
五
側
四
方
。
オ
モ
テ
面
は
文
字
の
上
半

を
欠
く
。

⑨
い
ず
れ
も
文
字
の
一
部
を
欠
く
。
オ
モ
テ
面
二
行
目
は
「
馬
」
に
似
る
。

⑩
ウ
ル
シ
面
に
「
縄
」
の
右
半
が
残
る
。
オ
モ
テ
面
二
文
字
目
は

「庭
」
に
似
る
。
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⑫
文
字
の
大
き
さ
は
約
一
側
四
方
。

一
行
自
二
文
字
自
は
「
乗
」
に
似
る
。

⑬
ウ
ル
シ
面
の
文
字
の
大
き
さ
は
約
0
・
八
側
四
方
。

上
記
以
外
の
断
片
に
つ
い
て
は
、
文
字
の

一
部
を
欠
く
か
、
墨
痕
が
確
認
で
き

る
の
み
で
、
文
字
の
大
き
さ
等
を
測
定
で
き
な
か
っ
た
。

が



g E 

βk  

ウルシ ⑫ オモテ

⑪ オモテ面

ウルシ面 @ オモテ而

な
〈三ゎ司》

⑫ ウルシ面
ウルシ面 ⑮ オモテ面

。 司む
⑫ ウルシ面

♂ 
ウルシ面 ⑮ オモテ面

⑪ ウルシ面

ぎブ
@ ウルシ面

ミI
⑮ オモテ面

第11号漆紙文書 ⑪---@ 
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第

二
号
漆
紙
文
書

ω-E
∞
∞
(
の
関
)

一、
形
状

い
く
つ
か
の
断
片
を
接
合
し
た
大
き
な
断
片
四
点
と
、
四
×
一ニ

叩
ほ
ど
の
断
片

三
占
川、
お
よ
び
多
く
の
小
断
片

・
細
片
か
ら
な
る
。
大
き
な
断
片
の
ウ
ル
シ
面
に

は
、
固
形
化
し
た
漆
が
筋
状
に
付
着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
蓋
紙
の
周
縁
部
に
あ

た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

小
断
片
は
い
ず
れ
も
漆
の
付
着
が
少
な
い
。

文
字

・
墨
痕
が
確
認
さ
れ
た
の
は
そ
の
う
ち
の
三
点
で
、

い
ず
れ
も
オ
モ
テ
面

で
あ
る
。
法
量
は
①
八

・
二
×
三

・
五
側
、
②
三

・
八
×
二

・
三

側、

③
二

・

八
×
一

・
七
佃
で
、
①
は
明
瞭
に
「
賓
」
字
が
確
認
で
き
、
文
字
の
大
き
さ
は
約

一
・
五
側
四
方
で
あ
る
。
「
賓
」
の
上
に
は

一
1
二
文
字
分
の
余
白
が
あ
る
。
な
お
、

の
区
か
ら
は

「宝
亀
三
年
」

の
年
紀
を
持
つ
漆
紙
文
書
(
第
六
号
)
が
出
土
し
て

い
る
こ
と
を
参
考
に
す
る
と
、
①
に
つ
い
て
も
年
号

「宝
亀
」

の
可
能
性
が
あ
ろ

う
。
②
③
は
い
ず
れ
も
墨
痕
で
判
読
に
至
ら
な
か
っ
た
。

い
ず
れ
に
も
界
線

・
印

影
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
紙
継
目
と
み
ら
れ
る
、
幅

0
・
三
側
、
長
さ

一
・
一二
個
ほ
ど
の
帯
状
の

凸
部
を
も
っ
小
断
片
(
法
量
は

一
・
六
×

0
・
八
仰
)
が
存
在
す
る
。
そ
の
糊
代

の
幅
か
ら
は
非
常
に
丁
寧
な
紙
継
で
あ
る
と
い
え
、
当
文
書
が
公
文
書
で
あ
る
可

能
性
が
指
摘
で
き
る
。

一一、
釈
文
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① 

①赤外図像

③ 
② 

第12号漆紙文書
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第
一

三
号
漆
紙
文
書
ω

H
H

∞H
N

(
〉
関
)

一、
形
状

三
片
を
接
合
し
た
断
片
(
八

・
九
×
六

・
三
叩
)
と
十
一
点
の
小
片
(
墨
痕
な

し
)
か
ら
な
る
。
最
も
大
き
な
断
片
の
う
ち
紙
質
が
残
っ
て
い
る
部
分
は
、

オ
モ

テ
面
左
半
の
六

・
七
叩
×
ニ

・
五

ω
ほ
ど
の
部
分
で
、
大
部
分
の
紙
質
は
失
わ
れ

て
い
る
.
紙
質
が
残
る
部
分
に
文
字
が
半
存
し
て
い
る
。

文
字
は

一
行
四
文
字
が
確
認
で
き
た
。
文
字
の
大
き
さ
は
約

一
・
Oω
四
方
で

字
問
は
約
一

・
五
仰
で
あ
る
。
界
線
や
印
影
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

一一、
釈
文

(
オ
モ
テ
面
)

部
口
口
口

一一一、

内
d曹

廿

ニ
文
字
目
は
残
聞
か
ら
は
「
成
」
が
近
い
か
。

四
文
字
目
は
残
函
か
ら
は
「
し
め
す
へ
ん
」
と
考
え
ら
れ
る
。

第

一
四
号
漆
紙
文
書
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品
川
山
岡
潜
吉
国
(
〉
関
)

一、
形
状

多
数
の
小
片
よ
り
な
る
。

一
点
の
小
片
(
二

・
八
×
二

・
三
叩
)
に
は
オ
モ
テ

面
に
文
字
が
確
認
で
き
た
。
文
字
の
大
き
さ
は
約

一
・
O
佃
四
方
で
あ
る
。

そ
の
他
数
点
の
小
片
に
墨
痕
が
確
認
で
き
た
。

一一、
釈
文

枚



第13号漆紙文書

第14号漆紙文書
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ま
と
め

市
川
橋
遺
跡
か
ら
は
計

一
三
点
の
漆
紙
文
書
が
出
土
し
た
。
う
ち
文
書
の
作
成

年
代
を
知
り
う
る
も
の
は
以
下
の
と
お
り
。

(
1
)
文
書
に
紀
年
を
有
す
る
も
の

第
六
号
:
・
宝
亀
三
(
七
七
二
)
年

第
一
二
号
:・
宝
亀
(
七
七

0
1
七
八

一
)
か

第
七
号
:
・
延
暦
九
(
七
九

O
)
年

第
四
号
:
・
弘
仁
九
(
八
一
八
)
年

(2)
文
書
の
内
容
よ
り
年
代
が
推
定
で
き
る
も
の

第
二
号
:
・
宝
亀
二
(
七
七
ご
年
以
降

第
一二
・
一
一
号
:
・
大
同
年
間
(
八

O
六
1
八一

O
)
以
降

第
九
号
・:
弘
仁
十
四
〈
八
一一一一一
)
年
以
前

年
代
を
知
り
う
る
文
書
の
作
成
年
代
は
七
七

O
年
頃
か
ら
八
二
O
年
頃
ま
で
に

収
ま
り
、
他
の
文
書
や
遺
構
の
年
代
を
考
え
る
う
え
で
参
考
に
な
ろ
う
。

ま
た
、
文
字
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
蓋
紙
も
含
め
る
と
、
漆
容
器
の
直
径
が
復

元
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
直
径

一
五

ω前
後
の
も
の
が
多
い
。
平
川
南
氏
は
、

漆
液
を
入
れ
た
容
器
(
曲
物
)

の
推
定
径
を

一
四
叩
前
後
、

二
二

叩
前
後
、

三
三

側
前
後
の
小
・
中
・
大
の
三
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
た
が
、

そ
の
う
ち
の
小
グ
ル
l

プ
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
(
『
漆
紙
文
書
の
研
究
』
総
論
第
一
意
註

(
6
)
、
六

O

ー
六

一
頁
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
九
年
)
。
ま
た
、
ウ
ル
シ
面
に
固
形
化
し
た
漆

が
厚
く
付
着
し
て
い
る
も
の
や
、
蓋
紙
を
し
た
土
器
ご
と
廃
棄
さ
れ
た
も
の
も
み

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
遺
跡
周
辺
で
は
、
下
地
塗
り
な
ど
に
用
い
る
漆
が
、
同
時

に
大
量
に
使
用
さ
れ
た
状
況
が
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
内
容
の
判
明
す
る
文
書
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
陸
奥
国
府
多
賀
城
で
作

成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
明
確
に
多
賀
城
以
外
の
施
設
で
作
成
さ
れ
た
と
分
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か
る
文
書
は
存
在
し
な
い
。

な
お
、
漆
紙
文
書
は
文
書
の
保
管
や
移
動
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
文
書
の
作

成
年
代
と
蓋
紙
と
し
て
の
利
用
の
年
代
が
必
ず
し
も
近
い
と
は
限
ら
な
い
点
に
十

分
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。



墨
書

・
刻
書
土
器
に
つ
い
て

凡
例

一
、
m
型
特
土
器
に
つ
い
て
は
、
第
の
は
し
り
が
認
め
ら
れ
る
も
の
は
で
き
る
だ
け

保
錦
し
た
。
し
た
が
っ
て
破
片
資
料
も
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
れ
以
外
の

mm

付
や
転
用
硯
な
ど
の
墨
痕
に
つ
い
て
は
墨
書
土
器
の
範
暗
に
含
め
て
い
な
い
。

一
、
刻
書
土
器
に
つ
い
て
は
、
焼
成
前
の
土
器
に
刻
ん
だ
も
の
を
「
へ
ラ
ガ
キ
」
、

焼
成
後
の
土
器
に
刻
ん
だ
も
の
を
「
線
刻
」
と
称
し
て
区
別
し
、
土
器
に
刻
む

行
為
の
総
称
と
し
て

「
刻
苦
」
の
呼
称
を
用
い
て
い
る
。

一
、
本
節
中
に
お
い
て
掲
載
し
た
実
測
図
は
、
本
編
か
ら
必
要
に
応
じ
て
抜
粋
し

た
も
の
で
あ
る
。
縮
尺
は
本
編
と
問
じ
く
三
分
の

一
で
あ
る
。
写
其
図
版
に
つ

い
て
は
任
意
の
縮
尺
で
あ
る
。
写
真
図
版
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
邸
一
都
の

天
地
を
基
準
に
掲
載
し
た
。

一
、
対
象
と
な
っ
た
土
器
に
つ
い
て
は
、

「
墨
書

・
刻
書
土
器
一
覧
表
」
と
し
て
掲

げ
、
器
種

・
遺
構

・
層
位

・
文
字
内
容

・
記
載
部
位

・
記
載
方
向
な
ど
を
ま
と

め
た
。
こ
こ
で
は
、
若
干
の
傾
向
を
述
べ
る
。

盛
山
百
は
一
文
字
あ
る
い
は
二
文
字
の
盛
性
が
圧
倒
的
に
多
い
。
ま
た
、

そ
れ
ぞ

れ
の
墨
書
の
出
土
地
に
は
際
だ

っ
た
傾
向
な
ど
は
と
く
に
み
ら
れ
ず
、

同

一
文
字

の
点
数
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。

そ
の
な
か
で
、

S
E
一
六
七
三
井
戸
跡
や
S
D

一
六
七
九
溝
跡
を
中
心
と
し
た
A
一一

区
周
辺
か
ら
は

「
奈
」
字
が
多
く
出
土
し

て
い
る
。
他
地
区
に
比
べ
る
と
完
形
品
の
割
合
も
高
い
。
た
だ
し
、
意
味
は
現
時

点
で
は
捉
え
に
く
い
。

記
載
さ
れ
た
文
字
の
種
類
、
内
容
は
実
に
多
彩
で
あ
る
。

た
と
え
ば
地
名
で
は

「
日
理
」

・
「下
野
」
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、

「
口
郡
」
と
底
部
に
へ
ラ
ガ
キ
さ

と
記
さ
れ
た
も
の
や

れ
た
も
の
も
あ
る
。
人
名
に
は

「
田
郷
丈
部
(
以
下
欠
ご

「
麻
巴
」
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
「
厨
」
や

「
中
成
」
「
石
成
」
や
「
秦
」
、

「
宅
」
「
家
」

・
「舎」
、
「
政
所
」
な
ど
の
施
設
名
、
「
酒
」
や
「
魚
」
な
ど
の
用
途
を

記
し
た
も
の
、

「得
万
」
や
「
福
」
「
富
」
、

の
脆
除
け
記
号
も
出
土
し
て
い
る
。
横
画
五
本
と
縦
函
四
本

「
万
福
」
な
ど
の
吉
祥
句
な
ど
も
あ
る
。

ま
た
五
芭
皐
「
会
」

井
戸
を
示
す
「
井
」

で
あ
る
場
合
も
あ

で
示
す
い
わ
ゆ
る
「
九
字
」
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
「
井
」
が
出
土
し
て
い
る
。

る
が
、
井
戸
跡
か
ら
の
出
土
は
確
認
で

き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
魔
除

け
記
号
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
二
神
悦
」

と
記
さ
れ
た
も
の
も
二
点
出
土
し
て
い

る
が
、
文
字
ど
お
り
捉
え
る
な
ら
ば
、

神
へ
の
饗
応
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

神
へ
の
饗
応
を
示
す
も
の
と
し
て
は
、

ほ
か
に

「
身
代
/
酒
」
、

「
身
代
/
盛
」

と
記
さ
れ
た
土
器
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は

下
総
国
を
中
心
と
し
た
東
園
地
域
に
多

く
見
ら
れ
る
盤
部
土
器
と
共
通
し
た
記

載
様
式
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
破
片
資
料

で
あ
る
が
、
「
身
代
」
は
体
部
に
横
位
で

「酒」

・
「
盛
」
は
体
部
に
正
位

に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ

記
さ
れ
、

る
多
文
字
露
骨
口
土
器
と
さ
れ
、

『
日
本
霊

異
記
』
(
中
強

I
一四
)
に
み
え
る
説
話

SX2100・2周
SX1667B 
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を
手
が
か
り
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

「身

(
H

形
H

方
H
命
)
+
召
+
代
(
替
ご
と
い
う
表
現
形
式
を
持
ち
、

冥
界
の
閣
魔
王
に
飲
食
物
を
饗
応
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
死
を

免
れ
よ
う
と
す
る
信
仰

・
祭
犯
と
深
く
関
わ

っ
て
い
る
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
饗
応
す
る
飲
食
物
は

「酒
」

で
あ
り
、
器
に
盛
っ
た
状
態
で
字
を
認
識
で
き
る
よ
う
正
位

で
記
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
「盛」

の
場
合
も
、

盛

酒
」
と
記
さ
れ
た
墨
書
土
器
が
ほ
か
に
出
土
し
て
い

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
同
じ
く
酒
を
盛
っ
た
も
の
と
考
え
て

よ
い
だ
ろ
う
。
則
天
文
字
の
墨
書
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
則
天
文
字
と
は
、
周
知
の
と
お
り
、
武
周
の
則
天
武
后

が
制
定
し
、
使
用
さ
せ
た
文
字
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
地
区

か
ら
は
、
「安川島」

韮
〈
人
)
が
出
土
し
て
い
る
。
特

(
地
)
、

に
茎
(
地
)

に
つ
い
て
は
S
X
二
三
六
五

・
四
層
か
ら
、

点
出
土
し
て
い
る
。
正
位
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付表墨書 ・刻書土器一覧
[凡例)

一覧表の中の f文字』の欄で使用した符号の凡例は次のとおりである.

fロJ…………釈読は困難だが、一文字記織されていることが確認できたもの.もしくは字数は不明であるが、明らかにI¥Imないし哀llUf.漆

119 
土締~
須郎総

土自官器

土舗~

須恵総

土郎総

土師総

須恵穆

土郎総

土師器

土師2昔

土師銭

土郎総

土師総

土師骨量

土飾2苦

須車線

須恵総

土郎総

土師総

須恵総

土術館

須1!.l器

須1St昔
土師録

土商事~

須:i!，(l!宮

須JY*昔
土師録

土師総

須息苦昔

書ji!J器

土締結

須恵鑓

土飾総

土郎総

土師器

土師総

須恵総

須恵E器
土師稽

土師総

ニk郎総
須恕総

土師鶴

須l!.i~~

須恕告書

須泌総

土師探

土師器

土師告書

土師宮古

須M.i器

[，須X!I器
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硲がなされていることが確認できたもの.

『口口j ……・釈鋭は悶緩だが、文字数の確認できるもの.

『口J• rロJ..同一の昔日位に記載されているが、熱絡ではなく一字ずつで意味を持つと判断したもの。
『口J/f口」…呉なる昔日位に記載されていることを示す.

『ロ〔カ)J …文字を確定しがたいもの.

fロ( )J …畿管 ・ ~Ií.!t . 首長識の別を紀す.ただし袋穏に闘しては必要な場合のみ記す.

fロ( )J …文字の内容に関する注記.

総 11 遣自. .磨位 文 字 Ie磁部位 配置E方向
~ SO 17678 2 人前邸w 体部外前 正位 胞か

備 考

停 SO 1767b 2 『三口』 底部外商 / 二文字自 f国』などか

杯 SO 1767c 3 『永J 底部外砺 / 

停 SO 1767c 3 『上J(鍋鶴)/ fXj (ヘラガキ} 底部外商/1底徳内砺 / 

杯 SO 1767c 3 『依知』 体都外砺 繊{宜

自慢 SO 1767C 2 人面総司臨 体部外商 疋位 2蘭

宮里 SO 1767c 3 入国墨m 体郁外面 定位 4面

杯 SO 1767c 3 『紀J 体部外商 在位

杯 SO 17688 2 『今J(鍵織} ・ 『ロJ(線刻} 底鶴外面 / 門備えの文字

杯 SO 17688 f宅j 総邸外商 / 

杯 SO 1768c 2 fO (大カ)j 体sS外商 倒位

杯 SO 1768c 2 『酒J ・『身代』 体部外商 iE位 ・快位

杯、 50 1768c 2 『酒J. f!ilJ 休部外商 正位

杯 SO 1768c 2 f蛾J. f身代J 体部外面 正位/償位

何: SO 1768c 2 f酒J・ 『ロJ 体部外面 正位 ・4提位
何色、 50 1768c 2 『ロJ 底部外而 / 
何t 50 1768c 1 I口J 底部外商 / 
杯、 50 1768c 3 f口[林カ)j 成側外商 / 
杯、 50 1768c 『ロ』 f宇都外而 iE{立カ

例: 50 1768<1 2 『口』 {本部外面 / 
杯 5D 1768u 3 rXJ (ヘラ')/キ) 厳官s外面 / 

何: SO 1768<1 2 『ロ判J ，+:理事外商 正位

4布、 SO 1768f 4 『失1 底部外蔚 / 

杯 SO 1768f 2 f-J (ヘラ:Jiキ) 底部外茄 / 
杯 50 1768f 3 『ニ』 体部外商 定位

停 SD 1768f 1 f口』 体部外商 / 
何: SO 1768f 4 r十』 体部外商 定{立

何: SO 1666c 1 f口I 底部外商 / 
杯 SD 1666e 1 「口』 体部外商 / 

If SO 1666e 1 『口J 体部外蘭 定位カ

If SO 1666e 1 『口J 体部外部 / 

杯 SD 1666e 1 r-J (へラガキ) ほ部外溺 / 

If SO 170lb 1 「口J 体部外碕 / 
高台付綜 SO 1701b J 『穴J(ヘラガキ) 底部外面 / 
停 SO 1701b I 「ロJ 体部外砺 / 
杯 SO 1701b I 『ロロ』 体部外弱 も闘位 一文字自縮か

杯 50 1701b 1 『ロJ 体協外面 J 
杯 50 1701b I 『ロJ 体部外面 / 
杯 50 1701b 1 『口J 体部外面 / 
界 50 1701b 1 『中成J 底部外部 / 

If 50 1701b 1 『ロJ 体自E外面 / 
杯 SO 1701b 1 fOJ 体協外面 正位

杯 50 1703a 1 f*J (ヘラガキ} 底部外商 / 
瓶 50 1703b 2 f(記号)J 底部外商 / 
伺t 50 1703f 1 fロJ 体部外商 正位

杯、 50 1704a 3 『六J 底部外耐 / 
相t 50 1704a 3 『舎人J 体部外商 機位

杯 50 1704a 3 『口』 体部外商 倒位カ

杯、 5E 2421 俗りプf埋土 『ロ』 底部外商 / 
停 5E 2421 1 『ロ』 体節外商 / 
相: 5E 2421 側内埋土 『大山J 体官官外商 iE位

何: 5E 2299 側内1盟土2 『勢』 体部外而 正位

杯 5E 2299 抜を穴 『口J(ヘラガキ) 成ffl¥外面 / 
|仔 SE 2148 側内経土l 「大方」 体部外商 韮俊

墨書 ・刻書土器一覧

図書 蛍録

62 A 15061 

2245 A 15108 

63 A 15062 

65 A 15067 

67 A 15064 

69 A 15490 

70 A 15489 

3198 A 15114 

110 A 15503 

111 A 15065 

114 A 15007 

115 A 15069 

117 A 15009 

123 A 15008 

2247 A 15066 

2248 A 15070 

2249 A 15112 

2250 A 15113 

2251 A 18104 

2252 A 15060 
2253 A 15073 

2254 A 15115 

131 A 15068 

2255 A 13436 

2256 A 15059 

2257 A 15063 

2258 A 15110 

2259 A 12127 

2260 A 12118 

2261 A 12120 

2262 A 12125 

2263 A 12135 

163 A 11756 

168 AI2132 

2264 A 11602 

2265 A 12117 

2266 A 12119 

2267 A 12121 

2268 A 12128 

2269 A 12129 

2270 A 12567 

2271 A 14960 

172 A 1307 

178 A 1290 

183 A 1276 

189 A 1277 

191 AI282 

2272 A 1281 

211 A 1279 

2273 AI283 

212 A 1289 

219 A 1288 

2274 A 1362 

226 A 12152 



積額 器樋 遺 1111.層位 文 字 fi!岐部位 配被方向 司邑 考 図書 音量 録

土師器 相: SE 2148 側内峻土2 『ロ [大力)J 体細l外斑 / 2275 A 12147 

土師鈴 ff-、 SE 2148 側内出ニ3 『白J 休部外商 / 2276 A 12148 

土師官官 拘: Se 2148 OI'J内機土4 『口J 体部外節 / 2277 A 12149 

土師協 約t Se 2148 側内漫土5 『ロ』 体部外面 / 2278 A 12150 

須忠告官 杯 SE 2148 側内埋土6 fOJ 体都外商 古書{立カ 2279 A 12151 

須l!.{R~ 相: SE 2148 01
'
1内樫土7 fOj 体部外前 倒{立 2280 A 12153 

土師~ 拘: SE 2148 側内耳目土8 『口J 体部外商 倒位カ 2281 A 12159 

土師総 何: SE 2148 側内股t fOJ 体部外面 正佼 あるいは一文字 228 AI2146 

土師総 軒: SE 2148 側内哩土2 fWJ 体部外商 正fIl 3199 A 12843 

土師際 拘: SE 2150 側内組土1 『ロJ 体郎外商 正{立 232 A 12161 

土師骨量 何: SE 2150 側内組土 『ロJ 底郷外商 / 2282 A 12144 

土術館 高台付杯 SE 2150 依穴 『平J. f石万8J 体部外商 正位 2283 A 12140 

土術総 事r、 !';F. 21，0 錨り方~Jl土 『脹J 休部外商 倒位 221¥4 A 12142 

土師器 拘t SE 2150 側内製土 『口』 体部外商 / 2285 A 12143 

須恵器 拘: SE 2150 灰白下賜 『白J 休部外商 / 2286 A 12145 

土師栂 拘: SE 2150 血IJ内狸土 『ロJ 体部外衡 倒{立 2287 A 12171 

土師.~~ 杯 SE 2149 2 『白J 体部外街 / 235 A 12158 

土師鍛 約: SE 2149 血~内I旦土 『大J. fロ」 体部外術 lH立 236 A 12160 

土師鍛 杯 SE 2149 綴り方邸主 fOJ i宇都外面 iEf立カ 237 A 12155 

須:\!.(~ 将: SE 2149 側内組土 1 fロJ 体部舛而 定{立 2288 A 12845 

土師邸 拘: SE 2149 IlTJ内I!l!土2 fロj 体都外E百 / 2289 A 12157 

土師総 何: SE 2149 締り方峻土 f(記号カ}J 体総外価 / 2291 A 12156 

土師総 停 SE 1671 側内線土 f郎J 底部外価 / 239 A 11059 

土師紛 何: SE 1671 伽l内組土 『鼠J 降車事外部 / 240 A 11076 

土師鋭 拘: SE 1671 側内壇土 f阪口 〔宍カ)J 成樹t外街 / 241 AI1072 

須恵宮苦 杯 SE 1671 側内組土 『大J 体郁外泊 倒位 242 A 11074 

須iS総 4干 SE 1671 Jl!IJ内雄主 『中」 底部外術 / 243 A 11071 

須恵器 何: SE 1671 紘曹穴 『ロJ 体部外街 / 2292 A 11070 

土師器 野 SE 1671 井戸枠趨土 ro (文織力)J 底節外碕 J 2293 A 12975 

須iS総 ff- SE 1672 側内唆土 『回坪J 体節外前 涯{立 244 A 11075 

須iS~ 杯 SE 1672 依き穴灰白下 fロ [ニカ)J 底書事外街 / 245 A 12638 

須恵豊島 腕: SE 1672 側内腿土 f石J 底部外部 / 246 A 11062 

土師2~ ff- SE 1672 限りガ嬰土 『仲J 体飼;外蘭 正{立 247 A 11057 

土師~ 杯 SE 1673 締り方I型土 『仲J 体書事外商 ま位 248 A 11069 

土師~ 持: SE 1674 銅り方筏土 『口J 体郷外価 / 2294 A 11058 

土師総 杯 SE 1675 儲り方組土 『口J 体部外商 / 2295 A 11060 

£師量詰 停 SE 1676 織り方組土 rOJ 体部外商 J 2296 A 11061 

土師官官 杯 SE 1677 煽り方J!l!jニ 『口』 休部外商 iEliZカ 2297 A 11063 

須:¥!.(器 杯 SE 1678 燭り方唆土 1井JGi轡1・f-J (ヘラガキ) 成郎外商 / 2298 A 11064 

土師~ 拘: SE 1679 楓り方寝土 『口』 体部外商 / 2299 A 11066 

土飾11詩 FI' SE 1680 協り方唆土 fOJ 体部外孤 正位カ 2300 A 11068 

土舗~ 杯 SE 1681 姻り方狸土 r-J (ヘラガキ) 底部外面 / 2301 A 11442 

土師総 向台付軒、 SE 1672 枠内灰白上 f口J(lIll~) / f口【闘力)J(線刻} 体1111外面/1証書E外面 / 2302 A 11446 

須M!昔話 杯 SE 1672 締り方樫土 r-J (ヘラガキ) i底部外面 / 2303 A 12963 

須:¥t(緩 FI' SE 1672 桜き穴灰白よ fーJ(ヘラガキ) 底1111外面 / 2304 A 12974 

土郎総 開L SE 1673 紘き1， 『口 {烏カ鴻カ〕 体協外箇 正位 249 A 11093 

須恵若君 FI' SE 1673 側内組土 f潟』 体節外商 倒位 255 A 11046 

須滋鑓 FI' SE 1673 側内組土 rc品J f本商事外商 倒位 256 A 11049 

須:¥t(鑓 FI' SE 1673 側内粗土211!1 f静』 体協外商 正位 258 A 11081 

土飾~ 杯 SE 1673 側内峻土2庖 f口』 底古車外商 / 259 A 11088 

土師総 FI' SE 1673 側内峻土3層 『ロ {三カ)J 底郎外部 / ほかに体部外酒盛付 260 A 11050 

土防総 杯 Se 1673 側内週土3K!1 『奈』 体部外部 E依 261 A 11042 

士郎総 杯 SE 1673 側内捜土3編 『王J 底部外面 / 262 A 11043 

土防総 向台付停 SE 1673 側l勾埋土3R'f 『若草』 {宇都外部 正位 263 A 11052 

須必y，d 杯 SE 1673 側内狸土3燭 f~詰』 体郎外面 正位 264 A 11053 

須泌総 杯 SE 1673 側内狸土3厨 『奈』 体節外部 正位 265 A 11045 

須磁器 相t SE 1673 側内耳E土3層 「奈J 体部外面 正位 266 A 11055 

須i!.i*苦 何t SE 1673 側内組土3踊 『奈』 低郎外商 / 267 A 11044 1 

須磁器 杯 SE 1673 側内嵯土3筒 r~宅』 成郎外商 / 268 A 11054 

須恵総 杯 SE 1673 側内組土3M fA骨』 低音匹外商 / 269 A 11056 

須恵鑓 杯 SE 1673 側内題土3自 「勝』 底部外商 / 270 A 11051 

土師鱒 府、 SE 1673 側内狸土3J編 「口 [悶カ)J 体部外商 倒位力 271 A 11091 

須恵R~ 相t SE 1673 卸j内峻土31il 『ロJ 体部外商 正位カ 272 A 11085 

須恵総 杯 SE J673 側内忽土41il f中J 体部外商 正位 273 A 11092 I 
土師E苦 !l SE 1673 妓き穴 『口J 体側外商 / 2305 A 11047 

須感官苦 杯 SE 1673 側内埋土3厨 『口J 体節外商 / 2306 A 11077 

須11.1器 杯 SE 1673 (IjIJ内製土31>> 『口J 体部外面 / 2307 A 11078 

土師務 杯 SE 1673 側内塩土3篇 『ロJ {宇都外箇 / 2308 A 11089 

土師鰐 杯 SE 1673 側内崎土3庖 「口J 底部外商 / 2309 A 11090 

墨書・ ~J書土器一覧
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橿皇賞 器樋 遣傭 ・膚位 文 字 配駁昔E位 配殿方向 備 考 図番 登録

須l!j器 瓶 5E 1673 側内郷土3庖 f-J (ヘラガキ} 底部外商 / 2310 A 11458 

須恵総 ~ 5E 1692 纏土I庖 fOJ 底部外商 / 一文字か(一文字目は「上J) 275 A 11065 

土郷軍E耳号 5E 2314 紘き穴 『②J 体部外面 償位 277 A 1287 

土自暗証苦 ~ 5E 2314 t左き穴 f-J (ヘラガキ} 底部外箇 / 278 A 1397 

土筋量昔 4干 5E 2314 紋君穴 『ロ」 体部外面 IE位カ 279 A 1284 

土師鑓 F干 5E 2314 紘き穴 『万J 体都外稲 正位 280 A 1285 

須恵総 杯 5E 2314 側内轡土 「白』 体部外商 / 2311 A 1292 

土f語録 JF 50 1652 1 f}llロ』 正E官事外商 / 284 A 1118 

土師量詰 杯 50 1652 1 『中成J 体部外孤 繊位 286 A 1111 

気軍基量 持 50 1652 1 fXJ (ヘラガキ} 底書事外面 / 308 A 190 

須xtI!総 杯 50 1652 1 fO (Xカ)J 底部外商 / 309 A 1144 

須A!I器量 停 50 1652 1 fXJ 成部外街 / 310 A 1148 

須!.!!滋 I'f 5D 1652 1 rXJ 底611外初 / 311 A 186 

須!.!!鑓 杯 50 1652 1 f(記号カ)J 底部外笛 / 312 A 187 

須!.!!総 ~ 50 1652 1 『中成J 底部外語 / 313 AI95 

須~総 杯 50 1652 1 『中成J 底部外商 / 314 A 188 

Z買滋総 荷台付杯 5D 1652 1 rXJ (ヘラガキ} 底都外調 / 315 AI89 

須:i!J:R量 ~ 5D 1652 1 fXJ (ヘラガキ} 底部外商 / 2313 A 191 

土師総 四時台付停 50 2295 2 f綴J(ヘラガキ} 応部外面 / 九平の園初、 323 A 1358 

土飾総 杯 50 2298 1 f吉j 体郷外碕 正位 326 A 1278 

須恵総 杯 50 2298 1 fO (万カ)J 体部外面 正位 327 A 1291 

土師縫 杯 5D 2503 1 f(配骨力)J 底榔外部 / 335 A 11935 

土飾鑓 雪量 50 2317 1 『口取火長ロ[令カ〕紡口J 体1111外磁 検位 329 A 15495 

須E事鑓 判Z 5D 2163 1 『天J • f.天』 隊商事外部 償位 340 A 11929 

須!.!!総 杯 50 2163 1 f口』 底部外商 / 体部外商!1H<t 341 A 12162 

須!.!!総 拘; 50 2163 2 『皇居』 底書事外商 / 343 A 11898 

須恵絡 伺t 50 2163 2 f大』 底簿外商 / 344 A 11912 

土飾総 杯 50 2294 f*j (ヘラガキ) 体部外百買 正位 2314 A 1361 

須{¥(昔E 判t 50 2163 1 『大1 信宮車外商 倒位 2315 AI1901 

土師2量 事干、 5K 1651 1 f山』 体節外笛 正位 350 AI1l3 

土師総 杯、 5K 1651 1 fWj 体部外磁 正位 351 AI1l4 

士郎鑓 相t 5K 1651 1 fWj 停lls外商 正i立 352 AI1l6 

土師鑓 杯、 臼< 1651 1 rロ』 信郎外簡 正位カ 353 AI1l5 

須恵鵠 符、 5K 2164 1 『河』 修昔S外面 倒位 383 A 1401 

土師鱒 杯 5K 2164 2 『三j(ヘラガヰ) 底部外iIii / 384 A 11862 

須~lta 杯 51( 2445 1 『万j/ fOJ 停部外ini/J在郎外面 倒位 390 A 11883 

須E臣官E 杯 5K 2445 1 『口{大カ)J 信豊臣外ini 償位 393 A 11888 

土飾総 杯 5K 2446 1 『口』 体節外商 繊位カ 395 A 11891 

須恋鵠 杯、 5K 2446 1 『口口[万カ)J 底部外蘭 / 2317 A 1 1893 

須恋宮署 杯 5K 1697 1 『本』 底部外商 / 397 A 1 1094 

土師鯵 相: 5X 1812 1 『口』 俗書E外簡 / 2318 A 14072 

土師骨量 杯 5X 1812 j f口』 体書E外面 正位 2319 A 14075 

士郎総 ~ 5X 1812 2 人面lalH普 侭宮E外面 正担E 際織 430 A 14418 

土師総 杯 5X 1812 3b 『在J 低節外面 / ti文字 490 A 14114 

須w.穏 杯 5X 1812 3b fm(記号}J . fm(紀号}J 体郎外部 正{立カ 491 A 13963 

須恵器 杯 5X 1812 3 「人J ・『人』 体節外部 倒位 492 A 14106 

須恵器 杯 5X 1812 3 「永j 体部外商 倒位 493 A 14094 

土自軍総 ~ 5X 1812 3 人ini鍾iIt 体部外商 iE也 日と鼻 495 A 15478 

土飾Ra ~ 5X 1812 3b 人面loIlW 体部外商 正位 部位干11然としないが.目か 496 A 14426 

土師総 ~ 5X 1812 3b 人面Illll} 体部外面 正佼 日と悶 498 A 14427 

土師llii 使 5X 1812 3 人司!ilollW 体部外商 正俊 目とよ車 495 A 15418 

土師llii 褒 5X 1812 3 人面鑓lIfカ 体都外商 / 497 A 14416 

土師器 ~ 5X 1812 3 人前11磁力 体部外面 正依 499 A 14415 

須恕録 制: 5X 1812 3 「口J 体部外商 / 500 A 14414 

土飾器 事事 5X 1812 3 「ロ[厨カ)J 体部外商i lE也 2316 A 141J2 

須忠告E 何: 5X 1812 3 『人J 体部外面 正位 2320 A 14095 

須$lliiJF 5X 1812 3 f(sa号)j 体部外商 正{立カ 2321 A 14096 

須恵g~ 何: 5X 1812 3 fOj 底邸外商 / 2322 A 14099 

須A!.¥llii 停 SX l812 3 『ロJ 体lls外面 / 2323 A 14101 

須恕量苦 ~ 5X 1812 3 『口J 体覇軍外商 / 2324 A 14102 

須恵量苦 綜 5X 1812 3 『ロ」 体節外面 lE{立 2325 A 14104 

土師器 杯 5X 1812 3 『白J 体自意外筒 倒位カ 2326 A 14107 

土術総 杯 5X 1812 3 fロ」 体官事外iIii 定位 2327 A 14108 

土防総 事F 5X 1812 3 f(紀号カ}j 体部外商 / 2328 A 14109 

土飾品2 年F 5X 1812 3 foj 体部外面 正位 2329 A 14110 

土師総 杯 5X 1812 3 『ロJ 体官事外商 正佼 2330 A 14111 

土師鎚 ~ 5X 1812 3 『ロ」 底官事外荷 / 2331 A 14113 

土師総 ~ 5X 1812 3 『白 (mカ)(記号カ)J 休館外商 lE位カ 2332 A 14115 

土師総 杯 5X 1812 3 『ロj 体部外商 / 2334 A 14117 
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須窓総 杯 SX 1812 3 fロ[主カ)J 悠lls外面 / 2335 A 14393 

須恕総 杯 SX 1812 4 f廷』 体部外磁 正llZ 543 A 14067 

土郎総 杯 SX 1812 4b f雄』 体郎外磁 倒位 538 A 14026 

土郎総 何t SX 1812 4b 『色』 体郎外商 iE位 539 A 14032 

土締緩 ~ SX 1812 4b f金山』 体郎外蕗 iE位 合わせ文字 540 A 14041 

須態l!iI 停 SX 1812 4b f(問符)J 体官事外商 iEllZ 541 A 14314 

須1t{l!iI 杯 SX 1812 4b fO (紀号)J 体部外商 iEi立 542 A 14315 

土紛鑓 +干 SX 1812 4b 『大ーJ ・「ロ[大ーヵJJ 体穏外廊 正(lt 544 A 14031 

須!y器 係 SX 1812 4b f厨J ほ古車外積 / 545 A 14317 

土書事総 雪量 SX 1812 4b 人前1I司書 体吉弘外面 正!ltカ 546 AI4419 

士郎総 5置 SX 1812 4b 人孤B量破カ 体部外砺 / 547 AI4421 

土飾品骨 宮間 SX 1812 4b 人iID!I梅カ 体節外面 / 548 A 14422 

土飾品量 ~ SX 1812 4b 人面1&轡 体lls外侮 正位 飯の鎗綿 549 A 14420 

土飾量苦 将: SX 1812 4b 『ロJ 底部外面 / 2336 A 14015 

土師締 事F SX 1812 4b f(ftC骨 ・文織カ)J 体部外活/底部外部 / 2337 A 14018 

1ニ飾総 杯 SX 1812 4b fOJ 底栂外磁 / 2338 AI4020 

土郎総 杯 SX 1812 4b fロJ 体穏外部 / 2339 A 14021 

土師l!iI 4亭 SX 1812 4b 『ロJ 体節外部 / 2340 A 14022 

土高官総 何: SX 1812 4b 『ロJ 体部外商 涯i立カ 2341 A 14023 

土師総 係 SX 1812 4b 『上J 底部外街 / 2342 A 14025 

土飯器 ~ SX 1812 4b 『白J 体lls外iln 2343 A 14027 

土飯器 4平 SX 1812 4b 『ロロ【万8カJJ 体$外商 償{立 2344 A 14028 

土師鑓 綜 SX 1812 4b 『衣J 忠告車外砺 / 2345 A 14029 

土師鉛 ~ SX 1812 4b 『ロJ 体部外面 正位 『イJ鎚などか 2346 A 14034 

士郎総 杯 SX 1812 4b fOJ • fロJ 体部外稲 / 2347 A 14035 

土師紛 杯 SX 1812 4b fロJ 体郎外面 正位 2348 A 14036 

土師総 4干 SX 1812 4b 『伊J 体総外面 正佼 2349 A 14038 

土師総 拘: SX 1812 4b 『ロ[大カ丈カ)J 体榔外面 .iEf.!); 2350 A 14039 

土師l!iI・ 杯 SX 1812 4b 『ロJ 底$外商 / 2351 A 14040 

須:¥lia措 符: SX 1812 4b rXJ (ヘラガキ} 底部外商 / 2352 A 14248 

須恵官官 ~ SX 1812 4b 『口J 底郎外商 / 2353 A 14318 

須恵l!. 純: SX 1812 4b r=J 体側外商 .iE也カ 菌数記号か 2354 A 14319 

土師告2 停 SX 1812 4<; 『永J 体郁外部 正{立 574 A 14053 

土師苦言 杯 SX 1812 4<; r~韓J (盛織)/ fXJ (へフガキ} 体部外商/J夜鶴外商 iE!!): 575 A 14056 

土師告書 高台付血lSX 1812 4c 『字J 体覇軍外蔚 正位 576 A 14049 

須恕緑 何: SX 1812 4<; 「入J 体部外商 iE{:立 577 A 14058 

須忠告官 停 SX 1812 4<; 「永』 底節外面 / 578 A 13680 

須耳E総 拘: SX 1812 4c 『寮J/ r繁』 体節外面/fII;lls外節 正佼 579 A 15493 

ニt師総 雪量 SX 1812 似; 人面!1mカ 体高車外商 / 580 AI4417 

須忠告2 拘: SX 1812 4<; 人面1111 体部外蔚 iE位 581 A 15483 

土師捺 不明 SX 1812 4<; 人節盤書 体疎外部 / 口・智1償 ・耳 630 A 14437 

土師器 停 SX 1812 4<; 『ロJ 体郎外商 iE位カ 2355 A 13818 

土師鑓 何: SX 1812 4c 『白J 体節外箇 E位カ 2356 A 14044 

土師告書 杯 SX 1812 4c 「ロ』 体部外商 定{立 2357 A 14045 

土舗器量 制: SX 1812 4c 「ロJ 体節外商 .iE{:立カ 2358 A 14046 

土飾器 l'f SX 1812 4c rOJ 体部外而 / 2359 A 14048 

土師器 何: SX 1812 4<; 「千J 体部外而 倒位 2360 A 14054 

須郡総 何: SX 1812 4<; 『ロj 体部外面 正位 2361 AI4061 

須恵総 杯 SX 1812 4c 『天J 体節外筒 正位 2362 A 15511 

土師器 停 SX 1812 4<; 『ロJ 体覇軍外面 / 3200 A 14051 

須恵l!iI 拘: SX 1812 4<1 『烏J 体邸外d百 倒位 584 A 14085 

須自軍総 停 SX 1812 4<1 『十人』 体郎外商 正位 2363 A 14084 

須田E昔日 瓶 SX 1812 4<1 『ロJ(へフガキ} 際郷外街 / 2364 A 14333 

須l!.l器 何: SX 1812 4<1 『口J 底書事外節 / 2365 A 14354 

土師総 何: SX 1812 5 「月J . r月J/ rfl! 体部外商/J琢郎外商 機{立 594 A 13926 

土師鶴 胸: SX 1812 5 reJ 体部外而 E位 595 A 13929 

須恵骨量 停 SX 1812 5 『央』 体部外商 倒4立 596 A 14321 

須恵器 版 SX 1812 5 rm.カ)J 体書車内砺 / iiitl'1らしの壁画カ 597 A 14268 

須l!i鵠 何: SX 1812 5 『定J 隊郎外面 / 598 A 14324 

土飾告書 何t SX 1812 5 rOJ 体部外面 正位カ 2366 A 13917 

土師総 F干 SX 1812 5 『ロJ 体総外面 倒位 飽侍か 2367 A 13924 

土師骨E持: SX 1812 5 「口J 体郁外商 正位 「オJ 2368 A 13930 

須X!.lli. 綜 SX 1812 5 『ロJ 体郎外商 iE也 2369 A 14323 

須!y総 杯 SX 1812 5 『口」 体節外商 E位 2370 A 14325 

土師器 何: SX 1812 6 『体』 体部外面 韮位 599 A 13676 

須恵総 何: SX 1812 6 『大万』 体部外商 制{立 600 A 14080 

土師器 護 SX 1812 7 人前1111 体節外商 定位 耳と髭か 415 A 14403 

須田巨鵠 杯 SX 1812 7 『総』 ・「携J 体部外商 正位カ 九字の省略形か 615 A 13675 

土師l!iI 杯 SX 1812 7 『酒J ・『街J 体都外面 正佼・倒位 616 A 13933 
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須恵際 判: SX 1812 7 r(舘号カ}J / r(Ji!号}J 体部外商/1底部外孤 / 617 A 13953 

須田E官官 何: SX 1812 7 f1!ljJ 体部外蘭 倒位 618 A 13955 

須xt{獄 杯 SX 1812 7 『財』 体部外蘭 償{世 619 A 13957 

須窓際 何: SX 1812 7 『蔵』 体部外碩 正{陸 620 A 13958 

須恵部 何: SX 1812 7 『大』 体部外蘭 正佼 621 A 13959 

須忠勝 拘: SX 1812 7 『口 【生カ〕ロJ 体部外商 側{立 622 A 13960 

須恵器 続: SX 1812 7 『大J 体節外面 正位 623 A 13961 

須1M昔 杯 SX 1812 7 r十J・ 『十』 体部内筒 正佼 624 A 13965 

土師鵠 杯 SX 1812 7 『集ロ[来カlJ 底部外筒 / 625 A 13896 

土師~ 雪量 SX 1812 7 人孤.!iif 体協外面 正位 自 626 A 14404 

土師骨量 ~ SX 1812 7 人商量1.カ 体部外部 / 627 A 14406 

土飾品苦 司毘 SX 1812 7 人前m. 体部外商 正位 自 628 A 14408 

土師総 使 SX 1812 7 人而1I.ヵ 体部外部 / 629 A 14410 

土師総 ~ SX J812 7 人面鍋司書 {本部外部 正位 631 A 14407 

土師器量 唱邑 SX 1812 7 人孤島笹 {宇部外蘭 lE位 自由、 632 A 14409 

土r，!i総 鍵 SX 1812 7 人商鑓轡カ 体部外商 / 633 A 14405 

土師ま昔 ~ SX 1812 7 人而鑓. 体部外商 定位 顎綴 634 A 14413 

土f括鑓 ~ SX 1812 7 人面擾嘗 体邸外商 正位 自と耳 635 A 14411 

土紛総 司邑 SX 1812 7 人面展笹カ 体節外商 / 部俊事lJ然とせず 636 A 14425 

土S語録 型車 SX 18J2 7 人揃鰻. 体郎外而 正位 日と鼻 637 A 15479 

土飾器 ~ SX 1812 7 『よJ {本節外而 正佼 2371 A 13940 

須磁器 杯 SX 1812 7 f口 I本力lJ(鑑硲}・ f-J(ヘラガキ} 底部外商 / あるいは『大口Jか 2372 A 13947 

須恵総 F事 SX 1812 7 「十J 体郎外商 / 2373 A 13949 

須XIJ鋭 杯 SX 1812 7 「ロ [轡カ}J (ij;部外箇 正位 2374 A 13952 

須取締 F事 SX J812 7 「ロJ 体郎外商 正位 2375 A 13956 

Z買恕訟 綜 SX 1812 7 「高』 体部外海 績低 2376 A 13964 

土防総 杯 SX 1812 灰白下庖 『百J 底部外商 / 638 A 13969 

土師総 停 SX J813 灰白下踊 fOJ 底部外商 / 努は寸 639 A 13978 

土師雪量 杯 SX 1814 灰白下期 『下川印J 体郎外商 倒{立 640 A 13685 

須恕総 宇F SX 1815 灰白下繍 『十人』 体$外蘭 定位 641 A 14093 

土師穏 杯 SX 1816 灰白下府 fOj(墨書)I r二j(ヘラガキ)・f-J(ヘラガヰ} 体節外商/J患部外商 定位 ヘラガキは碩歎:紀号 642 A 13966 

須恕鎗 杯 SX 1817 灰白下栂 『中J 体部外商 定位 643 A 13681 

須恕総 杯、 SX 1818 灰白下廊 「ロJ • r見J/ f口J {本節外商/J表部外商 関lfL.機lli: 644 A 13679 

須ma苦 相t SX 1812 灰白下賜 『大J • r大J 体都外面 関位 645 A 14068 

土師器 杯 SX 1813 灰白下層 f'gJ 体部外商 倒位 646 A 13976 

須$鵠 杯、 SX 1814 灰白下勝 fロ[涜カlJ 体lls外面 機位 647 A 14088 

土郎総 11 SX 1815 灰白下康 人面m魯 体罰E外酒 正位 2面 649 A 15488 

土師穆 1I SX 1816 灰白下鰭 人磁11111 体lls外部 正位 目鼻耳 650 A 15481 

土師器 安 SX 1817 灰白下嶋 人面a轡 体部外碩 定{立 651 A 14424 

須忠告昔 杯、 SX 1818 灰白下篇 人面lsW 体部外砺 正位 BとJu 652 A 14299 

土師総 II SX 1819 灰白下創 入部感織 体郎外砺 正位 自と耳か 653 A 14423 I 
土鋪告書 杯 SX 1820 灰白下層 f)周』 体銀外面 正位 2377 A 13977 I 
土飾器 拘Z SX 1821 灰白下府 『ロ{古カlJ 底邸外面 / 2378 A 13980 

土師穏 何: SX 1822 灰白下婿 『ロ』 体節外面 / 2379 A 13982 I 
土師勝 将: SX 1823 灰白下鰭 『口』 体節外面 正位 2380 A 13983 

須恵器 何t SX 1824 灰白下脂 『ロJ 体S~外箇 正位カ 2381 A 14090 

須恵gg ff SX 1825 灰白下層 rロ』 底部外磁 / 草冠の文字か.あるいはニ文字 2382 A 14363 

土問~ ff SX 1812 「ロ [珂fカ}J 体節外商 正位カ 2383 A 13968 

須恵量詰 杯 SX 1812 『回』 体部外海 正位 2384 A 14073 

須JYI必 事F SX 1812 「厨』 底部外商 / 2385 A 14083 

須Al!g量 腕: SX 1812 『口J 底部外部 f 2386 A 14087 

須溜ま苦 杯 SX 1812 検出面 fロJ 体部外商 正位 『万」の合わせ文字か 2387 A 14341 

須忠告S ff SX 1667B r@J 体郎外部 定位 654 A 11150 

須恵鑓 係 SX 16678 『ロJ/ rロ』 体部外商/1証書官外商 正{立カ 655 A 11149 

須J!l器 停 SX 16678 『口[衣カ)J 底部外面 / 656 A 11151 

須恵器 係 SX 16678 『長J 底部外面 / 657 A 11152 

須恵器 符 SX 16678 『⑪ 体部外商 正位 658 A 11153 

須恵総 杯 SX 16678 f~ 体面目外商 正俊 659 A 11154 

須i!鎗 杯 SX 16678 f@J 体部外面 正位 660 A 1 1155 

須!t総 杯 SX 16678 f@J 体綴外商 正佼 661 A 1 L156 

須恵昔E 者F SX 1667B 『人J/ r人J/ f入j 体耳鼻面/体車内面/底部鼻面 正帥I正帥 662 A 11157 

須忠告E杯、 SX 16678 rOJ / r・J 体節外商/底部外商 正位カ 663 A 1 L158 

須l!!総 杯 SX 16678 『十J 体部外商 jE{立 664 A 11159 

土師~ 杯 SX 16678 I厨j ~鶴外I面 / 665 A 11162 

須恵鵠 杯 SX 16678 r(文織カ}J 体都外商 定位 渦巻き文緩6倒 666 A 11160 

須恵総 杯 SX 16678 『片J 底lls外部 / 667 A 11167 

須恵総 何、 SX 16678 f上J 底昔E外面 / 668 ^ 11164 
須窓際 制t SX 16678 f井よJ 底自事外面 / 669 A 11165 

須恵総 何t SX 16678 f片』 底部外面 / 670 AII168 
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須~\~ 杯 SX 16678 f片J 底商事外面 / 671 A 11169 

須:i!i:総 杯、 SX 16678 fニ) . r;:) 体部外調 正位 672 A 11170 

須l!!総 相t SX 16678 f生J 体罰事外砺 倒{立 673 A 11171 

須耳lla~ 相t SX 16678 『生)/ r生』 体郎外街/J底部外面 績低 674 A 11172 

須耳E総 鵡台付杯 SX 16678 『ロ[真カ)) 底部外爾 / もしくは『十ロ』 675 A 11174 

須:i!i:総 杯 SX 16678 『舎人J 底商事外語 / 676 A 11175 

須恵、総 相: SX 1667B 『毛人』 体宮E外筒 倒位 677 A 11176 

須恵豊富 杯 SX 16678 r~) 底lls外面 / 678 A 11177 

須恵2~ 符、 SX 16678 f大) (漆僻} 体総外部 倒位 679 A 11179 

須恵総 柄: SX 16678 f王{記号)) 体部外節 正佼 680 A 11178 

土防総 相: SX 16678 fO) 底Ð~外部 / 681 A 11183 

須l!!鍛 有、 SX 16678 f大) (歯車'l') 体協外窃 正位 683 A 11185 

須l!!器 何: SX 16678 f丈) (首長笹} {本部外面 正位 684 A 11186 

須恵総 拘: SX 16678 f(jtJ {本w外磁 正佼 685 A 11187 

須恵怨 何: SX 16678 f丈』 体部外商 正佼 686 A 11190 

須恵鉛 杯 SX 16678 『大) (液型f) 底部外面 / 体III!外簡にも機付婚 687 A 11189 

須恵器 ~ SX 1667B f*) 体部外商 正位カ 688 A 11191 

須l!!鑓 何: SX 1667B 『大』 体郎外面 倒位 689 A Ill92 

須l!!総 何: SX 1667B 「大』 体部外面 正佼 690 AIJ193 

mJ磁器 初: SX 1667B 『口{記号カ}J ~側外面 / 691 A 11197 

須恵総 4干 SX 1667B f口J 体fia外商 正位 692 A 11200 

須議i倍 帯事 SX 16678 『大I 底部外商 / 693 A 11203 

須恵鎗 停 SX 16678 『木』 体郎外而 倒位 転月1碗?油煙 694 A 11196 

須藤器 ~ SX 16678 「口{大カ)J/ f大J 体側外面/底部外面 正位カ 695 A 11206 

須恵2器 停 SX 16678 『丈丈j 底部外面 / 696 A 11207 

須恵縫 杯 SX 16678 『大J/ f大』 体部外面/1底部外商 正佼 697 A 11210 

須tt器 杯 SX 16678 fXJ (飽号カ)J ・ f口J 体節外蘭 正位カ 698 A 11211 

須恵穏 杯 SX 16678 「因J 体部外蘭 正佼 699 A 11212 

須忠告E杯 SX 16678 『丈J(畳膏)/f丈J(墨書)/fXJ(ヘラガキ} 体制面/体制麗/底似面 Al.立/m;t 700 A 11208 

須窓際 害亭 SX 16678 『線J 体部外商 倒{立 701 A 11213 

須恵官官 杯 SX 16678 「③J ・ r@J 体部外商 倒1;Z 702 A 11214 

須忠告書 杯 SX J667S 「子J • fOJ / r相J ・ fJlll予J 体昔日外蘭/J車部外商 立{立 703 A 11217 

須E臣官官 判Z SX 16678 『尺J 底部外商 / 704 A 11220 

須恵昔E杯 SX 16678 1 f舎入』 体部外衝 償位 705 A 11748 

須Il!l告書 杯 SX 16678 fOJ 体部外商 正位 706 A 11253 

須忠告罪 杯 SX 16678 1 fO) (擦寄} 体部外面 Alltカ 707 A 11651 

須恵世世 杯 SX 16673 1 f舎人』 底部外剛 / 708 A 15494 

須l!l骨E杯 SX 1667B f(jtJ 体告事外商 正位 709 A 11254 

須l!ltif 杯 SX 1667B 『宅J 底邸外商 / 710 A 11233 

須忠告脅 折、 SX 1667B 『生J/ r物』 体務外商/底部外商 正位 711 A 11240 

須忠告号 相t SX 16678 fO []l!カJ) 底節外商 / 712 A 11237 

須l!lR苦 杯 SX 16678 f長J 底綿外商 / 713 A 11152 

ニt飾総 王監 SX 16678 1 fロJ つまみ郎 / 714 A 11728 

須恵証書 相t SX 16678 『上J • r(紀号カ)J・f(lrz号カ}J 体総外蔚 正位 同配号 715 A 11224 

須忠告量 苦量 SX 16678 1 f会』 つまみ部 / 716 A 12098 

土自市総 杯 SX 16678 1 f日恩』 体総外蔚 正位 717 A 15492 

土鋪量昔 事干 SX 16678. fロ[平カJJ 底部外面 / あるいはす十 718 A 11259 

須恵器 綜 SX 16678 1 入荷量密 体様外福 正位 2而 719 A 15487 

須恵総 何: SX 16678 1 人前鑓省 体総外商 倒位 720 A 15486 

須恵器 ~ SX 16678 1 『ロJ 体部外節 / 721 A 12091 

土締結 係 SX 16678 『田郷丈都J 体部外部 機位 722 A 11234 

須恵量豊 綜 SX 16678 『争J 体古車外語 自員位 723 A 11236 

須恵鉛 杯 SX 16678 1 rXJ (ヘラガキ} 底部外部 / 732 A 12054 

須恵総 電車 SX 16678 1 『駁) (線刻} 体邸外商 A位カ 九字の省略形か 733 A 12060 

土師総 雪量 SX 16678 1 人前愚雀 体郎外面 A依カ 2薗 747 A 15491 

土郎総 雪量 SX 16678 人面愚議 体部外留 疋位 748 A 11262 

土師総 司直 SX 1667B 人前量IH!J 体部外部 正佼 目と6i. 749 A 11264 

土師鰐 雪量 SX 16678 人面鑓l!f 体節外部 正位 自 750 A11272 

土飾絡 自慢 SX 1667B 入荷量E嘗カ 体部外部 / 751 A 11266 

土飾鱒 型車 $X 1667B 人面鐙魯 体部外面 正位 自 752 A 11271 

土師鵠 型車 SX 16678 人稲盛徳 体郎外面 正{立 保とロ 753 AI1270 

土師熔 型車 SX 16678 人面盤容 体部外薗 正位 ロカ 複数街あるが詳細不明 754 A 11263 

こt飾鱒 司量 SX 1667B 人前曇'JI 体8s外部 正{立 耳 755 A 1 1273 

須恵!2 杯 SX 16678 「中成』 底部外面 / 855 A 11173 

須庖鵠 杯 SX 1667B 1 人前盤'JI 体部外面 正位 2211 A 15485 

須恵鶴 杯 SX 16678 「口J 底部外商 / 2388 A 11166 

須恵鵠 杯 SX 16678 『ロJ. f口 [③カ)J 体部外蘭 jE{立・疋位 2389 A 11148 

土師u 杯 SX 16678 『ロJ 体部外面 正佼カ 2390 A 11163 

須態様 杯 SX 1667B f大J(漆議} 体節外蘭 正位 2391 A 11180 
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須:m器 綜 SX 1667B 「大J(漆嘗} 体係外商 jEj也 2392 A 11181 

須恵総 何: SX 16678 fJJ (漆谷} 体部外碩 正位 体部外面他に議付着 2393 A 11184 

須恵量量 何: SX 16678 fO (飽号カ)J 底部外商 / 2394 A 11194 

須恵昔話 杯 SX 16678 「大J • f大J 体部外面 正位 2395 A 11201 

須~t. 綜 SX 16678 『大J 体歯車外笛 正位 2396 A 11202 

須耳E腿 拘: SX 1667B 『ロJ 体都外磁 / 2397 A 11204 

須忠告昔 拘: SX 1667B 『口J 体砲事外i!ii 正位カ 2398 A 11215 

須l!.l総 拘: SX 1667B 「ロJ 体部外蕊 / 2399 A 11218 

須恵鑓 何: SX 16678 「ロ〔生カ)J 底部外磁 / 2400 A 11221 

須恵傑 拘: SX 16678 『片』 体部外磁 正位 2401 A 11222 

須恵~ tif SX 16678 fOJ / f口』 体部外商/1車部外面 / 2402 A 11223 

土簡保 約: SX 16678 『木』 体都外面 正位 2403 A 11225 

須草1総 軒: SX 16678 fJ十J l蕊都外而 / 2404 A 11226 

須恵若宮 拘: SX 16678 『口J 底llIt外筒 / 2405 A 11227 

土銅器 停 SX 16678 『ロJ 体総外商 / 2406 A 11228 

須l!.l総 高台付杯 SX 16678 「口J 底部外商 / 2407 A 11229 

土師鵠 綜 SX 1667B 『ロ』 体総外磁 械位カ 2408 A 11230 

須恵鵠 拘t SX 16678 「宮J 底部外面 / 2409 A 11231 

須E宮、総 何: SX 16670 fOJ 体郷外部 / 2410 A 11232 

須恵鉛 拘: SX 16678 「ロJ 体都外部 / 2411 A 11235 

須l!.l世帯 tif SX 16678 『口 (Xカ)J 低音E外語 / 2412 A 11238 

須田臣告2 事事 SX 16678 『因J 体郎外海 正位 2413 A 11239 

須l!.(録 続: SX 16678 「ロJ 底部外商 / 2414 A 11243 

須l!.l総 拘: SX 16678 fOJ(畳書)・旬 以カ)J(ヘラガキ) 底書事外海 / 2415 A 11244 

須恵健 拘: SX 16678 「ロ [色カ)J 体様外務 正位カ 2416 A 11245 

須忠告官 停 SX 16678 「口J 底官事外面 / 2417 A 11246 

須恵鵠 停 SX 16678 『ロJ(墨書)/ f-J (ヘラガキ} 体部外商/1底部外面 / 2418 A 11249 

須l!.l総 tif SX 16678 fロJ(曇嘗);r口{ーカ)J(ヘラガキ} 体部外郎/1底部外面 / 2419 A 11247 

須l!.log杯 SX 16678 fOJ / f口』 体郷外面/itX!ls外面 / 2420 A 11250 

須耳l!~ 事事 SX 16678 『ロJ ほ郷外面 / 2421 A 11251 

須忠告苦 停 SX 16678 『口J 品主婦外面 / 2422 A 11252 

須恕器 停 SX 16678 『ロJ 体古事外濁 / 2423 A 11255 

須l!.(紛 F干 SX 16678 『ロJ 体協外i!ii / 2424 A 11256 

須~録 停 SX 16678 「図J 体邸外商 正位 2425 A 11257 

須E里総 杯 SX 16678 『口J 底部外磁 / 2426 A 11258 

須恵告書 tif SX 16678 「口J 体告審外商 / 2127 A 11260 

須恵鶴 拘: SX 16678 fOJ 体銀外面 / 2428 A 11261 

土舗総 ~ SX 16678 人E事録犠 体郷外商 正佼 2429 A 11265 

土飾昔苦 ~ SX 16678 人面盟111 体郎外甑 正位 自 2430 A 11267 

土師総 現 SX 16678 人面!llll 体部外部 正位 目 2431 A 1 1268 

土銅器昔 • SX 16678 人砺IIUII 体部外面 正位 2432 A 11269 

須態様 杯 SX 16678 『生J 体自S外節 正佼 2433 A 11281 

須l!.l器 停 SX 1667B 1 「舎人J 体節外郎 倒位 2434 A 11757 

須恵鑓 tif SX 1667B 1 『舎人I 底宮E外商 / 2435 A 11758 

土師鋸 杯 SX 16678 1 fニJ 体部外砺 正位 2436 A 11776 

土師総 何: SX 16678 1 fO (汁カ)J 体部外商 正位 2437 A 11777 

須恵総 杯 SX 16678 1 f-J (ヘラガキ} i忠告E外商 / 2438 A 12051 

j:師宮E杯 SX 16678 1 『ニJ . f=J 体郎外面 正位 2439 A 11759 

須lJ獄 拘E SX 16678 1 f=J (へラガキ} 底郷外部 / 2440 A 12053 

須l!.l器 事事 SX 16678 1 fXJ (ヘラガキ} i底邸外商 / 2441 A 12054 

須田E鑓 事干 SX 16678 1 f-J (ヘラガキ) 底告書外部 / 2442 A 12059 

土飾栂 事F SX 16678 1 rXJ (ヘラガキ) 底宮容外商 / 2444 A 12061 

須恵穏 tif SX 16678 1 f-J (ヘラガキ) l底部外商 / 2445 A 12063 

須l!.l総 停 SX 16678 1 『ヱJ(ヘラガキ) 底部外部 / 2446 A 12064 

須恵量2 停 SX 16678 『上j 体線内蘭 正位 2447 A 14541 

須恵量量 杯 SX 16678 1 人面』陸l!S 体sII外面 倒位 2448 A 15484 

土師総 杯 SX 16678 1 fロ』 f本部外商 / 2449 A 15512 

須III苦 杯 SX 1667C j fロ』 低郎外商 / 743 A 11764 

土師総 杯 SX 1667C 1 fロ [原カ)J 体締外商 定住 760 A 11747 

須恵~ 事事 SX 1667C 1 fロ f響力)J 体部外商 / 761 A 11762 

須恵総 事早 SX 1667C 1 f大』 体部外蘭 倒位 762 A 11774 

須恵gg tif SX 1667C f大口[中カ巾カ)J 底部外面 / 763 A 11161 

須l!.l母音 杯 SX 1667C 1 f楽』 体部外面 績低 他に体邸外価に墨書あり 764 A 11765 

須l!.l総 杯 SX 1667C 1 fロJ 飯郡外面 / 765 A 1 1764 

須恵総 杯 SX 1667C 1 f中成J 底部外面 / 766 A 1 1767 

須恵総 杯 SX 1667C 1 『ロ』 底部外薗 / 767 A 11763 

須恵gg杯 SX 1667C 1 『白』 体節外商 定位 768 A 11773 

土師鋭 係 SX 1667C 1 rm(f紡)J(墨書)・rm(，脱力II(韓園) 体制i外蘭 定位 !;lUIIのよに線膏lでなぞる. 769 A 12055 

土f荷量詰 伺t SX 1667C 1 『野J(線刻) 底部外商 / 770 A 12052 
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土師穏 !.l SX 1667C 1 人福量管 体部外商 / 771 A 11766 

土師総 資 SX 1667C 1 人箇盛曾 体郎外商 正佼 目 772 A 11754 

土師総 使 SX 1667C 1 人前掻!!l 体郁外蘭 iE位 自 773 A 11755 

土師務 現 SX 1667C 1 人街態省 体郁外面 正位 日とyl. 775 A 11753 

須I!!:総 j;f; SX 1667C 1 『ロJ 体郎外商 / 2450 A 11760 

士郎総 何Z SX 1667C 1 『ロJ 底部外国 / 2451 A 11761 

須恵務 杯 SX 1667C 1 『口J 体書官外国 / 2452 A 11769 

須忠告苦 杯 SX 1667C ! 「ロJ 経官s外商 / 月の可能性あり 2453 A 11770 

須恵総 杯 SX 1667C 1 『ロJ 体調l外商 / 2454 AI1771 

須E車線 何Z SX 1667C 1 「ロJ {本部外商 / 2455 A 11772 

須l!U.何、 SX 1667C 1 『口J 体昔日外蘭 / 2456 AI1775 

土飾帯t何Z SX 1667C 1 『大口J 体邸外国 正位 もしくはこ文字 2457 AII778 

土師怨 j;f; SX 1667C 1 『ロJ 体豊富外面 償{立カ 2458 A 11780 

土郎総 何t SX 1661C 1 『ロ(万カ)J 底部外面 / 2459 A 11781 

土郎総 杯 SX 1667C 1 『邸J f宇都外而 正佼 2460 A 11782 

土師~. 杯 SX 1661C 1 『ロJ 体昔日外商 正位カ 2461 A 11783 

土師総 杯 SX 1661C 1 『ロJ 底部外面 / 2462 A 11785 

土師~ tq: SX 1667C 1 『ロ{記号カ)J {宇都外商 正佼カ ([Jか 2463 A 11786 

土師~. 杯、 SX 1661C 1 『口J 臨時自外面 / 2464 A 11788 

土防総 杯 SX 1661C 1 fOJ 体部外商 繊依カ 2465 A 11790 

須i!.(怨 判t SX 1667C 1 『二J(ヘラガキ) 底部外面 / 2466 A 12056 

須i!.(~ 杯 SX 1667C 1 f-J (ヘラガキ} 底部外商 / 2467 A 12057 

土師~ 杯 SX 1667C 1 fXJ (ヘラガキ) 際部外商 / 2468 A 12058 

須恵総 杯 SX 1667C 1 fXJ (へラガキ) 底部外商 / 2469 AI2062 

須i!.(舘 杯 SX 1667C 1 『ロJ {宇都外商 / 2470 A 12126 

士郎総 !.l SX 18538 2 人碕銀事 体調l外商 iE位 779 A 15482 

須恵磁 宇f、 SX 18538 2 fロロ』 底部外蘭 / 2537 A 15389 

土師鱒 相t 5X 1715 県総色機綴締 f合』 休部外蘭 iEj相 780 A 18079 

土師総 杯 8区第I鳳 rlll口』 底部外商 / 813 A 1286 

土師総 !.l 9区第I凪 『ーJ(ヘラガキ} f底部外商 / 843 A 11331 

須恵総 相t 9区第I庖 『万J/ f口』 体部外蘭/1底部外商 倒位 2471 A 12190 

土郎総 杯 9区第IItl 『ロ('i1I'カ富カ)J {宇都外薗 iE位 2472 A 12249 

須恵器 杯 9区第四腿 『生」 体部外商 横位 816 AI1384 

土筒器 杯 9区第困層 f白J 体部外商 I 819 A 12465 

須iI;l鎗 本干、 9区第m泊 fOJ 底商事外商 / 820 A 12470 

土鍋録 杯 9区第m届 『安J 体官官外面 正位 2473 AI1325 

須恵器 杯 9区第町周 『車J 底部外商 / 2474 A 11335 

ニt飾~ 杯、 9区lfUVH国 f十J 底部外商 / 835 A 12433 

須i!.(怨 相t 9区mlV凪 f右J Jil:部外商 / 836 A 12443 

須i!.(都 荷台付tq: 9区第W廊 fXJ (ヘラガキ} 底部外商 / 839 A 12454 

土師R~ tq:、 9区賓lrv廊 f井』 底部外蘭 / 2475 A 12440 

土師~ 納t 9区mrvlEl f民J 休部外面 検位 2476 A 12444 

土飾器 杯 9区貫UVRil f仲』 体部外商 定位 2477 A 12445 

土師R~ 制: 9区1属rvRil f口』 体部外而 正佼 2478 A 12449 

土師総 相: 9区mrv庖 f口』 成務外面 / 体部外部に漆付事堂 2479 A 12455 

土師総 杯 9区第W廊 f長』 体部外商 正位 2480 A 12767 

須:i!ï.*~ 杯 SO 2342a f轡』 体都外商 正位 856 A 15617 

須恵器 相: 50 2342a 1 f口』 体部外商 機位カ 857 A 15605 

須ltlRR 杯 50 2342a f-，"J 体節外商 定位 2481 A 15598 

須恵鵠 杯、 50 2342a 1 f口J/ f木』 Iil:官事外商/1怠部内薗 / 2482 A 15604 

須ltl器 杯 50 2342c 1 『大』 成官事外商 / 866 A 16137 

須恵器 杯 50 2342c 1 『白』 底古都外面 / 2483 A 16140 

須恵総 杯 50 2342d 1 fJlIJ 底部外面 / 861 A 16142 

須恵掛 杯 50 2362 1 f口』 底部外商 料などか 868 A 16169 

須恵器量 斜: 50 2342d 3 『十』 体部外商 定位 869 A 15572 

須i!(器 杯 50 2342d 検出師 『石』 底務外商 / 870 A 15573 

土飯器 杯 5D 2342c1 『大』 体務外部 定位 871 A 15616 

土師鑓 何: 50 2342c1検出荷 『口[主力)J 体部外商 / 812 A 15612 

須恵器 杯 5D 2342d 2 f1ll"J 体部外部 機低 873 A 16132 

須恵器 拘: 50 2342c1 r=J 体部外商 定依 2484 A 16133 

須i!(器 何: 5D 2362 1 「ロI 体部外面 正位カ 2485 A 16170 

土締器 杯 50 2362 1 「大』 体部外部 倒位 2486 A 16175 

土師器量 拘: 50 23421 1 「箇』 体部外海 定位 814 A 15574 

土飾u 係 50 2344e 1 「白井J 底部外蔚 / 884 A 16125 

須恵総 荷台付杯 50 2344e 1 「ロ』 忠告器外部 / 努は『矢』 885 A 16139 

須恵訟 杯 50 2344e 1 「汁』 体部外w 正位 887 A 16138 

須l!jg昔 停 50 2344c 「宅』 体節外路 iE!立 890 A 15767 

須l!!u 撃事 50 2344c 『千』 底部外碕 / 891 A 15766 

須l!!録 J:F 50 2344b 「十』 体協外面 / 892 A 15164 
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須恵砲 係 50 2342<1 3 『十』 体自E外画面 ìE~邑 869 A 15572 

須恵醤 事事 50 2342<1 k面 foJ 底割E外面 / 870 A 15573 

土師穏 事事 50 2342<1 f大』 体自E外語 正位 871 A 15616 

土師鑓 F事 50 2342<1 k面 fロ【主力)J 体自E外面 / 872 AI5612 

須恵窃 停 50 2342<1 2 f禽』 体11外面 慣位 873 AI6132 

土師留 杯 50 2342C 1 『西』 体留外面 正位 874 A 15574 
土師鑓 杯 50 2344e 1 『ロ井』 底錫外面 / 884 A 16125 

須.811高台f'l停 50 2344e 1 『ロJ 底節外面 / 労1孟 f~J 885 A 16139 
須恵笛 杯 50 23中le 1 『升』 体節外面 正也 887 A 16138 

須.8. 杯 50 2344c f宅J 体節外面 iE位 890 A 15767 

須忠雄 +事 50 2344c f千J 底節外面 / 891 A 15766 

須l!J総 係 50 2344b b f十J 体節外砺 / 892 A 15764 

須.包 事f、 50 2342g 2 『ロ[金カ)J 腹筋外商 / 894 A 15808 
土鱒総 停 50 2342g k磁 『大J 体官事外面 正{立 895 A 15929 

土師勝 何t 50 2362 1 f仲j liI:飢外商 / 896 A 16171 

土師勝 何t SO 2362 I 『松』 i車1車外価 / 897 A 15560 

須E里総 判: 50 2362 I 『鎖』 底部外部 / 898 A 15558 

須ll.l総 杯 SO 2362 1 『白』 lほ榔外泊 / 899 A 16173 

須ltt稽 何t 50 2359 2 『容』 体協外価 正位 900 A 15568 

須II告書 帯ヰ SO 2450 1 『十』 底似外節 / 901 A 15599 

須郡鶴 制t 5K 2501 1 『主ロJ 体郎外回 慣位 902 A 16135 

須lt儲 終 50 2449 1 『夫』 体郁外硲 備位 903 A 15575 
土師鶴 棒 5K 2499 1 「得万』 底部外踊 / 904 A 15635 
土師錯 Ff 5K 2499 3 「実J 体部外面 倒位 905 A 15943 

須l!JU 事事 5K 2499 1 『大J 体宮E外語 / 907 A 15839 
土師鑓 停 5K 2350 1 『合J 体節外語 iE~ 908 A 15633 

須.. 杯 5K 2501 1 「ロJ 体協外面 J 909 A 15632 
須恵D 停 鋭< 2502 1 『事』 体節外語 iE~ 910 A 15844 
須草笛 Ff お< 2496 『ロ[1ftカ】』 ~郎外面 / 912 A 15823 

須.8鑓 ー事 SX 2352 1 『ロ』 .11外面 / 916 A 15805 
須JIl銭 ー事 5X 2352 1 fcg 体自E外語 正也 917 AI5816 

主鱒箆 杯 5X 2352 1 『平J 底11外語 / 918 A 15897 

須liU4干 5X 2352 1 rロJc..>・ f-J(ヘフガキ} 底自E外画面 / s・は一文字ないしー文字 919 A 15908 

須li録 M 5X 2451 2 『依』 底自E外面 / 921 AI5901 

須II舗 4干 5X 2451 2 「口J 底鴎外tJj / 922 A 15930 
須恵怨 杯 ~X ?495 3 『樽J 底膏E外面 / 923 A 15907 

土師鐙 終 661lt P1 『脅』 体llS外面 正低 926 A 18078 

土錫鋸 杯 66区検出面 『及J 体郎外面 iE~ 927 A 17023 
須恵器 ij!腕 66区検出繭 『国島』 底自置外面 / 928 A 16141 

土鍋魁 係 66区節目周 目d 『太J 体郁外面 志位 930 A 17025 

須l!J穏 Eヰ 66 区宮~lV層面 a fロJ 底節外面 / 932 A 17022 

須~総 杯 66区飢lV属目a 『疋J 底部外面 / 933 A 17029 

土師総 杯 66区;nlVRlI ml¥ fOJ 底部外面 / 934 A 17033 

須*総 杯、 66広買llV綱田 a f口』 体部外蘭 倒{立カ 935 A 17030 

土自H総 杯、 66区)IlJV層田a 『ロJ 底部外部 / 936 A 17034 

土師総 • 66区買llV婦問 c 人蘭鍾稽/rロ女ロ』 体部外国/口縁部 捌{立 =文字日『収』か 937 A 16669 
須l!総 耳ヰ 50 1679 1 『家』 体部外部 iEl'ま 2493 A 1504 

須恵鱒 何t 50 1679 1 『請書I 底郎外樋 / 2494 A 1507 

須恵鱒 制: 50 1679 1 『家』 体ilIl外面 正位 2495 A 1509 

土郎総 制t 50 1679 1 『白J(豊島書} ・f* J (ヘラガキ} 底邸外語 / 2496 A 1512 
土;師勝 倒t 50 1679 1 「本』 体自E外語/1底爺外踊 正t主力 体側外価にも蝿付 2497 A 1513 

土i鱒穏 • 50 1679 1 『口J 体郎外自画 正位カ 2498 AI514 I 
土師鶴 停 50 1679 1 『奈J 体餓外語 正位 2499 A 1515 

土師お 停 50 1679 1 f京』 体節外面 倒位 2500 AI516 I 
須耳目盛 停 50 1679 1 『ロ[中カ)J 体自Z外画面 倒位カ 2501 A 1518 I 
之監事録 係 50 1679 1 『奈J 体自E外語 E位 2502 A 1519 

須恵鐙 停 50 1679 1 『ロJ ~.外面 J 2503 AI520 

土.uE事 50 1679 1 『奈』 体自Z外面 正也 2504 AI521 

土鱒u寄与 50 1679 1 『察』 体自E外面 正位 2195 AI522 I 
主婦鎗 停 50 1679 1 『奈』 体銭外面 正位 2505 A 1524 

土師鎗 停 50 1679 1 『家』 体ilIl外面 正位 2506 AI525 

土師11 4平 50 1679 1 fWJ 体llS外面 正位 2507 AI529 

須恵濁 干事 50 1679 1 『奈J 体節外碕 正位 2508 A 1530 

須恵縫 4手 50 1679 1 『図J 底節外面 / 2509 A 1531 

須恵u杯 50 1679 1 『ロJ 底節外面 / 2510 AI535 
須恵鰭 4干 50 1679 1 『ロ(!a号カ)J 体llS外面 正{立カ あるいは『万』 2511 A 1537 

須.u停 50 1679 1 f中J l¥:1lS外商 / 2512 AI538 
須l!!1I 杯 50 1679 2 『ロ[中カ)JI fロJ 体節外iIu/1!E節外面 正位 2513 A 1543 

須.総 4干 50 1679 1 『白」 底面E外面 / ウ冠か 2514 A 1546 
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種類 鰭祖 遺 4轟 ・膚位 文 字 ft!飯郡位 ft!殿方向 備 考 図書量 受 録

須恵総 停 SO 1679 1 『十』 体銭外爵 機位 2515 A 1547 

書li!j総 停 SO 1679 1 fOJ (lIi.t)・ 『ーJ(ヘラガキ} 底節外商 / 2516 A 1548 

須恵総 杯 SO 1679 2 fO知J 体部外iW 搬位 一文字なら 『小衣知J 2517 A 1549 

須息詰詰 曜も SO 1679 1 『祭J 体部外孤 iE{立 2518 A 1550 

須恵2量 ~ SO 1680 1 fXJ (ヘラガキ} 底部外蔚 / 2202 A 11472 

須l!l怨 杯 SO 1680 1 fXJ (ヘラガキ} 底部外碩 / 2202 A 11472 

須恵量量 事F SO 1680 1 『内J/ rロ {内力)J {宇都外商/1，宇都内面 正佼J:iE位 2519 A 1630 

須:i!.i鉛 停 SD 1680 1 『ロJ 体古都外面 倒佼カ 2520 A 1636 

須l!.i総 初: 50 1680 1 f}J . fOJ 体節外商 倒依 2521 A 1628 

須恵器 杯 SO 1680 1 f，ド成3・f口』 体自部外商 正位 自箇所同字か. 2522 A 1640 

須車線 符 5X 2333 i可川 『ロJ 体郎外商 / 2523 A 14473 

土師ag杯 SX 2333 河川 『政所』 底部外郎 / 2524 A 14474 

土節ag 事事 SX 2333 河川 『集J 体節外商 定位 2525 A 14475 

ニヒ鱒骨量 符 SX 2333 河川l 『口J 体昔前外1lii 正位カ 2526 A 14500 

須lt鍛 杯 5X 2333 河川 『ロJ {宇都外商 / 2527 A 14503 

1ニ師AA 耳尋 4区PI07 『口J 体節外商 倒位 2528 A 15231 

土師官官 拘: SI 1797 1 『右J 体部外商 正位 2529 A 15235 

須l!.(~. 拘: SX 2529 2 「十J(議書} 体節外商 正佼 2530 A 15243 

土師il~ 杯 4区第W廓 「鳩J {本郎外商 正位 2531 A 15351 

土師骨量 事r、 SO 1781 1 「財』 Jtf部外而 / 2532 A 15358 

須E臣官昔 杯 SX 1853C 『依J 悠節外蘭 / 2533 A 15379 

土飾総 軒、 SX 1853C f口 [須カ)J 体昔Z外面 正位 2534 A 15384 

土師器 杯、 SX 1853C f(記号カ)J 体部外商 正位カ 2535 A 15386 

須恵怨 耳ヰ SX 1853C fロ 〔厨カ)J {本音E外面 正位 2536 A 15387 

須恵鵠 杯 SX 18538 2 fロロJ 底部外商 / 2537 A 15389 

須恵総 耳ヰ SO 1681 『口 {奈カ)J 底郎外面 / 2538 A 18076 

須恵器 寄ヰ 11区 『誕I 体総外商 iE低 2539 A 18110 

須恵鱒 杯 11区 『真』 {宇部外商 定位 2540 A 18111 

須恵昔E相t 66区mll自首M f;梨』 底郎外商 / 2541 A 15623 

須息苦E杯 66区海I周 i!!ill.l 『口 {秦カ)J 底部外商 / 2542 A 15627 1 

須恵2ま 杯 SO 2386b 3 f)慌』 体都外iW iEj立 941 012469 1 

須x!(総 杯 SO 2386b 1 f中口J(lIW) / fXJ (ヘラガキ} {本線外商/1底部外孤 横位 942 012471 1 

須x!(総 軒、 SO 2386b 1 f今』 体協外商 割地位 943 012020 1 

土例1総 杯 SO 2386b 検出箇 fロJ/ f悶』 体部外面/1底部外濁 / 944 012038 

須賀E総 杯 SO 2386b 1 f悶』 体部外商 倒位 945 012511 

須l!l鑓 杯 SD 2386b 1 f口j 体部外目富 正位 946 D 12512 

須恵総 杯 SO 2386b 検出面 『万福J l底部外面 / 947 D 12501 

土飾M ~ SO 2386b 1 f新』 休部外面 定位 2333 012468 

須磁器E杯 SO 2386b fiI鎚土 『ロJ 底鵠外磁 / 2543 012472 

須悲絞 軍ヰ SO 2386b 路舗土 rOJ 底銭外商 / 『牛JI.': 2544 012473 

須恵昔話 杯 SO 2386b 検出面 『口J 成都外商 / 2545 012488 

須田医務 停 SO 238Gb 2 『ロ土J JiI:銭外商 / 2546 012502 

須恵M 事事 SO 2386b 1 『溺』 l底部外商 / 2547 012505 

itll!l総 杯 SO 2386b 1 fロj 底部外価 / 2548 012507 

事U!i鋸 杯 SO 2386b 腐植土 f大j 体部外面 機{立 2549 013047 

須忠告昔 杯 SO 2386c 1 f赤J(綴却IJ) 底自E外街 / 2550 01586 

須恵器 4干 SO 2386c 1 f'I'J 底部外部 / 2551 012513 

須I車線 害事 SO 2386d 1 f糸子J/ fロ {糸カ)J 体部外面/底郎外商 正位 949 012462 

須恵総 事F SO 2386d a f中J 体商事外蔚 正位 950 012028 

須恵総 杯 SO 2386cl 検出耐 fll<J 底郎外部 / 952 012467 

須恵器 符: SO 2386cl 1 『石J 底榔外部 / 953 012009 

土師昔E ~ SO 2386d 2 『厨J 底節外面 / 954 012479 

須耳liAA 電事 SO 2386cl 1 「ロωヰカJJ 底部外商 / 他にも..あり 955 012007 

須:I!.(AA 事干 SO 2386d 2 『ロ[哉カ)J 底部外部 / 2552 012486 

須忠告苦 4干 SD 2386d 1 fO (/A'カ)J 底部外商 / 2553 D 12490 

土師$ 拘: SO 2386d 3 『ロJ 隊節外面 / 2554 D 12491 

須l!.l器 事事 SD 2386e 1 f+J 隊書官外面 / 2555 012008 

須恵器 何: SO 2386e 1 fO (本カ)J 底部外面 / 2556 012010 

須l!.l器 杯 SO 2386e I 『ロJ 底部内面 / 2557 D 12011 

須亘E器 ~ SD 2386e 1 『ロロ』 底部外街 / 2558 D 12012 

須車線 拘: SO 2386e 1 『中』 体郷外商 iEf，立 2559 D 12014 

須恵音量 杯 SO 2386e 1 『ロJ 体部外商 定位カ 2560 D 12015 

須忠告書 4平 SO 2386e 1 『ロJ 体部外商 正{立 『足』儒 2561 012016 

須忠告昔 綜 SD 2386e 1 「十』 底部外蘭 / 体部外衝にも墨付 2562 012475 

須l!.(探 絢: SO 2386e 検出前 fl号』 底部外面 / 2563 012476 

土師務 杯 SO 2386g 『井J 体部外商 正位 956 D 11968 

須l!!.舘 拘: SO 2386g 検出面 『夫J 成郡外面 / 2564 D 11198 

須ill器 何: SD 2386g 倹出面 foJ 体書官外面 正位 2565 D 11199 

土師総 拘t SO 2386g V 4 『ロJ 体部外蔚 疋f立 2567 D 11202 
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橿重量 器沼 選 4膏 ・膚位 :Jt 字 忽鍛部位 記殿方向 備 喧雪 図書 2量録

須ili器 耳ヰ SO 2386g 尚色i土 『口』 底商事外街 / 2568 011203 

土f高音a杯 SO 2386g V 4 『ロJ 体郷外部 / 2569 011204 

須恵怨 耳昨 SO 23868 検出部 『白j 体商事外前 正f立 2570 011207 

須ili~ 杯 SO 2386g V 4 f口j 底部外{面 / 2571 011213 

須恵総 軒、 SO 2386g 『口[鋪カJJ 体llII外磁 被位カ 2572 011970 

土tolllfd 杯 SO 2386g 3 f万J 体銭外iJ[j 蕊位 2573 011979 

須恵まE 停 SO 2386g 2 ro (万カJJ 底害事外孤 / 2574 。1985
須窓総 杯 SO 2386g ~tM 2厨 f丸j 体音E外面 正佼 957 D 11000 
須ili総 軒、 SO 2386g 排水減 r~誕J 体llII外面 / 958 01996 
土師鑓 杯 SO 2386g 3 rOJ 体総外磁 償位カ 960 01947 

土飾鑓 杯 SO 2386g 3 f口J 体自S外面 正佼 961 01946 

土師鑓 杯 SO 2386g 排水構 『ロJ 体自S外面 正位 962 011002 

士郎総 杯 SO 2386g 検出商 r持J(鰻m) ・rXJ (ヘラガキ) 底郁外面 / 963 01929 

須恵穏 事干、 SO 2386g 黒色土 『口【王カJJ 底自E外面 / 964 01936 

須恵昔2 何: SO 23868 筒色土 fロ』 体部外筒 正位 966 011211 

土師号E杯 SO 2386g 1 『本』 体郁外踊 正位 967 011981 

須恵Jf~ 杯 SO 2386g 1 『大口』 低音S外而 J ニ文字自 『シ』 968 011986 

須慾~ 杯 SO 23868 1 r.J 体部外商 正位 969 011998 

土郎君事 杯 SO 2386g 3 『井j {本部外商 正位 970 011969 
土師総 杯 SO 2386g 検出面 『ロj 体部外部 正位 2575 01932 
土師総 杯 SO 2386g 検出面 『ロj 体部外商 / 2576 01933 
土師総 拘: SO 2386g 倹出面 「口j 体部外蘭 / 2577 01935 
須m苦言 何: SO 2386g 3 f口』 {宇都外蘭 / 「イJf:l 2578 01937 
土師稼 杯 SO 2386g 『口j 底部外商 / 2579 01938 
土師舘 事干 SO 2386g 3 「ロJ 体部外面 正位カ 2580 01940 

須恵録 杯 SO 2386g 2 「ロJ 腹部外商 / 2581 01942 

須m鎗 初: SO 2386g I 「ロJ 底節外面 / 2582 01949 
土師鑓 ft' SO 2386g 3 「ロJ 体部外面 / 2583 01953 
土師鑓 停 SO 2386g 3 「ロJ 底部外商 / 2584 D 1955 

土師総 ft' SO 2386g 3 『ロJ 体郎外商 / 2585 D 1956 

土銅器 杯 SD 2386g 3 『ロJ 体郎外商 / 2586 D 1958 
土師器 拘: SO 2386g 3 「ロ』 体郷外滴 / 2587 D 1961 

須E車線 杯 SO 2386g 3 「ロJ 体部外蘭 / 2588 D 1963 
須忠世gF事 SO 2386g 3 「ロJ 体都外商 / 2589 D 1964 
須忠告苦 F事 SO 2386g 1 『口[潟カ)J 体部外箇 正位 2590 D 1966 
須車線 杯 SD 2:lR611 4 rr可J 体書事外前 iEi.立 ?!iQI 1")19白R
土師総 杯 SO 2386g 織色土 「ロJ 体事事外商 / 2592 D 1976 

須恵器 ft' 50 2386g 原色土 『万J(議書)/ r万J(盛書} 底邸外面11怠都内街 / 2593 01977 

須恵量昔 雪量 SO 2386g /1.¥色土 『ロJ 体lls外部 / 2594 01979 
須X!J鉛 宅専 SO 2386g 北M2締 『井J 底郁外蔚 / 2595 01980 

須I!J録 杯 SO 2386g 黒色土 fロ』 底部外海 / 2596 01981 

須恵総 杯 SO 2386g k而 『ロ [十カJJ 体様外面 正位カ 2597 01982 

須:¥!!総 杯 SO 2386g k面 『口j 体部外面 疋位カ 2598 01983 

須:¥!!総 軒、 SO 2386g k蘭 rOJ 体都外海 / 2599 D 1986 
須恵総 耳再 SO 2386g 銀色土 f口』 体部外面 / 2600 01989 
須m総 杯 SO 2386g 黒色土 rOJ ほ都外商 / 2601 01990 
須恵2事 軒、 SO 2386g 無色土 f口』 体部外商 定位 2602 01992 
土飾総 杯 SO 2386g 胤色土 『ロj 体節外面 正佼カ 2603 01995 
須恵Sま 杯 SD 2386g 褐色土 『口』 体部外面 正位 2604 01999 
土師総 杯、 50 2386g 排水糟 『口』 体部外国 / 2605 D 11003 

須恋総 事干、 SO 2386g 録水溝 「ロJ 体節外部 / 2606 D 11004 

土師骨量 判1 SI 2087 1 fロ[久カJJ 体部外面 検位 971 012754 

土師鰭 杯 SI 2087 1 rXJ (ヘラガキ) 底部外商 / 2607 01521 

土師~ 杯 SE 2372 抜穴 「口永J 体節外商 正位 972 012753 
須惑絡 杯 SE 2372 楓り方 「符J 体部外商 正位 973 012748 

須忠告E綜 SE 2372 依穴 「永j 体部外面 正位 2608 012755 

土邸E宮 m SE 874織り方2 『口J 体部外蘭 機位カ 文字複数あり. 974 012740 
土師箆 綜 SE 874 脇り方l 『ロJ 底部外商 / 975 012741 
須恕音量 相: SE 874鍛り方(古} 『総』 体部外商 正位 976 012750 
須II総 何: SK 2374 1 『ロJ 体制i外商 正位 977 012788 
土師器 停 SK 2374 1 『ロJ 体部外商 lEu主力 978 012789 

土師総 ft' SK 2374 1 『ロJ 体献外面 / 979 D 12811 

土郎総 綜 SK 2374 1 r(文織カ)J(ヘラガキ) 体部外商 / 2609 D 11147 

土防総 ft' SK 2374 1 「ロJ(ヘラガキ} 体都外滴 / 2610 011148 

土師総 停 SK 2382 2 rOJ 底鱒外面 / 982 012818 
土師総 杯 SK 2382 1 fロ[筋力JJ 底官事外部 / 983 012815 

土師~ 荷台付血 SK 2382 1 『持J 成官事外筋 / 984 012817 
土師総 停 SK 2382 J 『吉J 体務外部 主位 985 012813 
土師官官 4干 SK 2382 1 『持J 体部外商 定{立 986 D 12810 
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f書類 総檎 遺徳 .11位 文 字 le・2郡位 促磁方向 備 考 図番 登録

須磁路 判t 5K 2382 2 rllIJ 体協外部 機i立 987 012803 

須窓総 相t 5K 2382 1 f主J 体都外而 機位 2611 012802 

須恵縛 杯 51< 2504 1 fロJ 体都外部 正位 OIlDい文字 988 012816 

土師官官 杯 5K 2504 1 f万J/ r万』 体銭外砺/1底部外蘭 :iE位 989 012804 

ニt師総 杯 5K 2504 1 f口 [七カ)J 体部外商 正也 990 D 12814 

須慾鱒 i膏台付軒t 5K 2505 1 r:liJ 臨ま節外商 / 991 012812 

須恵12 i高台f寸I:r- 50 2381 検出荷 fロJ 隊部外部 / 992 D 11195 

須且里総 杯 50 2381 酒盛2庖 f金』 底部外海 / 993 011197 

須恵舘 相t 50 2381 3a f特J 臨ま官事外商 / 2612 011196 

土師銭 事干、 SO 2381 験出面 『白J 体様外部 正位 2613 011210 

土師総 杯 50 2381 2 噂 J 体郷外穏 定位 九字の18か 2614 011212 

須恵総 杯 5X 2388 i!!iヘキトレ rl'!J 政官E外商 / 994 D 1874 

土師鵠 杯 5X 2388 4 rx耳』 体部外商 機位 995 01852 

須恵鑓 耳再 5X 2388 4 f口[腐カ)J 低音事外部 / 996 01865 

須恵怨 杯 SX 2388 2 f泌J 体郎外商 正位 998 D 1855 

土師舘 杯 5X 2388 f口J 低郵外部 / 2615 01853 

須悲絞 杯 SX 2388 3a 『口J 体商事外荷 / 2616 D 1854 

土師鑓 判: 5X 2388 『ロj 体官事外Iffi / 2617 D 1856 

須le-器 杯 SX 2388 3b 『口J イ本部外商 / 2618 D 1857 

須E臣官量 相: SX 2388 商銀トレンチ 『ロ』 f事官官外箇 正位カ 2619 D 1858 

須le-諮 杯、 SX 2388 3a 『口J 4本音S外商 / 2620 D 1860 

須11.¥鑓 制: SX 2388 3a 『口J 体都外街 / 2621 D 1861 

須le-務 係 SX 2388 3b fロJ 体lls外商 / 2622 D 1862 

須J!t務 杯 SX 2388 i!!i!itトレンチ fロJ 低音E外濁 / 2623 D 1866 

土師怨 杯 SX 2388 3a fロJ 固ま部外商 / 2624 D 1867 

須窓骨量 杯 5X 2388 3b r)事J 体節外窃 正位 2625 01875 

土師~ 杯 SX 2388 西ヘキトレ f口』 ・『ロJ 4宇都外而 正位 2627 D 1877 

須恵官苦 杯 5X 2388 i!!iヘキトレ r*J・ fロ[潟カ)J 体宮S外商 正位 2628 D 1878 

須l!l!lI 耳ヰ SX 2388 4 『口J 体lls外商 正位 2629 D 1881 

須忠告E 杯 SX 2388 西ヘキトレ rOJ 体郡外面 / 2630 D 1882 

須悠霊童 杯 SX 2388 4 『口j 体宮E外面 正佼 2631 D 1883 

須!8tii 停 SX 2388 4 『口j 体部外面 正位 2632 D 1884 

須tt告書 杯 5X 2478 3 『余j 副主郎外商 / 999 D 12557 

須獄熔 杯 5X 2478 3 『鮫j 体郵外面 機位 1000 D 12887 

須tt昔E杯 5X 2478 3 人面墨書/r造J 体部外磁/成郎外i!ii 倒位 人面ー蘭 1001 012886 

須iilfll杯 SX 2478 3 f央J 体書E外商 正位 2633 012888 

須l!l総 杯 5X 2478 3 『口 [主力)J 総部外磁 / 2634 012889 

須i.!l滋 荷台付杯 5X 2478 1 『口 (-カ)J 底部外磁 / 2635 D 12890 

須i!.l~ 杯 5X 2478 3 『口』 休部外面 f 2636 012891 
須忠告E 杯 5X 2478 3 f口』 低部外商 / OIlDぃ文字 2637 012892 

土師鰐 雪量 SX 2478 3 人商盛書 f宇都外面 / 2638 015106 

土飾鱒 雪量 5X 2478 1 人面!ilIlIカ 体宮S外商 / 2639 015127 

土師勝 杯 5X 2365 4 『ロ館J 体部外面 相員位 1002 0110006 

須恵怨 杯 5X 2365 4 『白 {刺カ)J 体協外商 倒{立 1003 D 12589 

須恵lllI 杯 5X 2365 4 『家』 体部外商 徽位 1004 012593 

須恵器 杯 5X 2365 4 『楽』 体郎外商 倒位 1005 012598 

須i!!.器 杯、 5X 2365 4 『魚』 休部外商 :iElli: 1006 012658 

須恵縛 杯 5X 2365 4 『大』 体都外面 正位 1007 D 12671 

須11.¥総 杯 5X 2365 4 『伊万J 体邸内面 1008 D 12839 

須恵器 杯、 SX 2365 4 『大』 休部外商 正位 1009 012856 

須i!!.鱒 杯、 5X 2365 4 「高』 体部外商 繊位 1010 D 12925 

須恵鵠 杯 SX 2365 4 「土』 体部外商 検{立 1011 D 12933 

こ仁飾鱒 杯 5X 2365 4 「山』 底部外商 / 1012 D 12885 

須i!.l総 粁- 5X 2365 4 「大口[湾カ)J 底部外商 / 1013 D 12858 

須lI!.器 符、 5X 2365 4 「長J/ r長J 体育官外面/体線内街 被位/1費低 1014 012931 

須恵器 相: 5X 2365 4 「長J/ r長J 体部外商/体部内部 績位/1費低 底郎にも!I痕あるか 1015 012936 

須恵総 相: 5X 2365 4 「蔚』 底部外商 / 1016 D 12654 

須恵器 杯、 5X 2365 4 「村』 底部外爾 / 1017 D 12584 

須l¥鎗 何: 5X 2365 4 「目下J m;宮部外商 / 1018 D 12843 

須恵鎗 有、 SX 2365 4 r(記号)J/ raJ d宇都外商/Iti.節外蔚 正位 1111天文字地 1019 D 12841 

須l¥器 杯 5X 2365 4 r(記号)J/ raJ 体部外商/1底郎外碕 正位 民11天文字地 1020 0110003 

須恵総 何: 5X 2365 4 r<記号)J/ riBJ 4本部外商/Iti.郎外商 / 側天文字地 1021 D 12588 I 
須w器 何: 5X 2365 4 ril1J 底部外商 / 聞東文字 睡 体菖界面にも墨書品。E号か 1022 D 1100021 
須恵昔昔 停 5X 2365 4 『命』 底部外商 / 1023 D 12838 I 
須l!i.総 例: 5X 2365 4 rQJ(墨書}・IXJ(ヘラガキ}・『エJ(ヘラガキ) 底部外商 / 1024 D 12657 I 
須恵器 杯 5X 2365 4 『白J 底部外面 / 1025 012653 1 

須恵器 杯 5X 2365 4 「山J(豊島袋) ・ 「ーJ(ヘラガキ) 底部外面 / 1026 D 12665 1 

須磁器 杯 5X 2365 4 『井』 民主節外商 / 1027 D 1 100091 

須l!i.総 事干 5X 2365 4 「木J 底部外商 / 1028 012935 1 
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櫨簸 務種 活情 .11位 文 字 記駁邸位 記縦方向 備 考 図書 重量 録

須A!i器 停 SX 2365 4 I@J 低部外商 / 1029 D 12664 

須悠雪量 初: SX 2365 4 
f失夫口失う隆夫大火大口大J 体郎外面/1車部外商

正位 1030 D 12926 
(畳聾}・『十J{ヘラガキ){I口径カ)J{豊富)

須l!I器 前台付杯 SX 2365 4 『益J/ r益』 体部外商/低音E外薗 機位 1031 D 12853 
土締l!d 杯 SX 2365 4 『ロJ 底部外面 / 1032 D 12581 
須淑1m 杯 SX 2365 4 f三口』 底部外面 / ニ聞か 1033 D 12844 
須恵器 杯 SX 2365 4 『奥口』 体節外商 機位 1034 D 12918 
須廊総 杯 SX 2365 4 rfp万』 体節外商 機位 1035 D 12840 
土師鑓 杯 SX 2365 4 『石J 体部外面 正位 1036 D 12848 
土飾滋 停 SX 2365 4 『本j 底部外商 / 1037 D 12880 
須恵鈴 年早 SX 2365 4 『日J 体部外商 定位 1038 D 12907 
須慾鑓 杯 SX 2365 4 『ロ{剃カ)j 体部外商 倒{立 1039 D 12590 
須恵器 相Z SX 2365 4 『十J 降車事外面 / 1040 D 12666 
須恵鑓 杯 SX 2365 4 IXj 底部外揃 / 1041 D 12845 
須恵告書 判1 SX 2365 4 fロ I中カ)J 体部外商 定位 1042 D 12668 
須恵総 杯 SX 2365 4 『内』 体官事外面 互依 1043 D 12846 
須l!It~ 杯 SX 2365 4 人前轟111 体部外価 正佼 目 1044 012847 
須泌総 杯 SX 2365 <1 『白J 体育事外部 / 1045 012910 
須怒号E杯 SX 2365 4 人面鑓轡 体調S外筒 正佼 2面 1047 012905 
須』官僚 杯 SX 2365 4 『口』 底自E外濁 / 一文竿の可能性あり 2640 D 1924 
須恕総 粁‘ SX 2365 4 『白J(線~Il 体昔事外揃 正{立カ 2641 。1675
須lt告書 軒、 SX 2365 4 『口j(ヘラガキ) 底総外而 / 2642 D 11679 
須恵総 判: SX 2365 4 『生』 底官事外商 / 2643 D 12579 
須恵鰐 杯 SX 2365 4 「大』 体鶴外百事 償{立 2644 D 12580 
土銅器 判: SX 2365 4 fロJ 体総外孤 / 2645 D 12582 
土師鵠 杯 SX 2365 4 「口J 体部外商 定{立カ 2646 D 12583 
土師1m 杯 SX 2365 4 『ロJ 体部外商 I 2647 D 12585 
須恵鎗 杯 SX 2365 4 fロJ 底郎外商 / 2648 D 12591 
須1M.総 杯 SX 2365 4 「ロ {大カ)J 体都外蘭 定位 2649 D 12592 
須恵告書 符 SX 2365 4 『大口』 体部外商 繊i立 2650 012594 
須耳E総 杯 SX 2365 4 『ロJ 体部外商 / 2651 012596 
須l!I鉛 綜 SX 2365 4 「白J 体部外商 / 2652 D 12597 
須:llJ1m 事F SX 2365 4 『中口【女カ〕身J 底部外商 / 2653 D 12669 
土師l!iI 4平 SX 2365 4 『口J 依部外而 / 2654 012849 
土f掴l!iI 杯 SX 2365 4 『ロ[酒カ)J 体榔外商 機位カ 2655 012850 
須1!J2量 杯 SX 2365 4 『ロJ 底郁外荷 / 2656 012851 
須窓越 杯 SX 2365 4 fロJ 体郎外商 繊{立カ 2657 012857 
須恵総 杯 SX 2365 4 fロJ 体節外浦 / 2658 012862 
須l!J絡 杯 SX 2365 4 rOj 体部外面 定位 2659 012863 
須l!J鑓 M' SX 2365 4 f万J 臨調意外商 / 2660 D 12865 
須l!J総 杯 SX 2365 4 fロ{主力)J 底節外聞 / 2661 D 12869 
須怒号事 停 SX 2365 4 f白』 体部外国 iE位カ 2662 D 12871 
須恵昔E杯 SX 2365 4 f口』 底部外磁 / 2663 D 12874 
須感官苦 杯 SX 2365 4 『口』 底節外衡 / 2664 D 12875 1 
須!.!U昔 杯 SX 2365 4 『ロJ 体節外碕 正佼 2665 D 12876 
土師穏 杯 SX 2365 4 fロ』 体部外商 / 2666 D 12877 
須恵器 綜 SX 2365 4 f口』 底部外磁 / 2667 D 12878 
須i!.i務 杯 SX 2365 4 f東』 体部外商 h時位 2668 D 12879 
須恵告書 軒、 SX 2365 4 IIIIJ 体部外廊 / 2669 D 12881 
須磁器 軒、 SX 2365 4 『ロ』 底部外商 / 2670 D 12883 
須恵昔E相t SX 2365 4 『ロJ 催都外商 / 2671 D 12906 
須恵alI 何t SX 2365 4 『ロJ(鐙谷} ・ 『ーJ(ヘラガキ} ほgs外面 / 2672 012908 
須恵総 M' SX 2365 4 「口問』 l底部外面 / 2673 D 12909 
須l!Il!iI 杯 SX 2365 4 『白』 体節外面 正位カ 2674 D 12912 
須E車線 M' SX 2365 4 fロJ 体部外簡 / 2675 D 12913 
須恵量昔 停 SX 2365 4 「ロ目上J 底部外箇 / 2676 D 12914 
須感銘 事干 SX 2365 4 10 (大カ)J 体部外稲 働位 2677 D 12915 
土師滋 ff SX 2365 4 IOJ 底部外前 / 2678 D 12919 
須恵器 F事 SX 2365 4 fロJ 底部外商 / 2679 D 12921 
須i!i総 杯 SX 2365 4 『口[宅カ)J 底郎外商 / 2680 D 12922 
土師器 杯 SX 2365 4 『ロロJ {宇部外商 iEfi): 2681 D 12924 
須恵総 係 SX 2365 4 fロJ 底部外商 / 2682 D 12927 
須I!!総 杯 SX 2365 4 fロJ 体郷外商 / 2683 D 12928 
須恵昔2 判t SX 2365 4 『ロ』 体部外面 正位カ 2684 D 12929 
須想自量 高台付杯 SX 2365 4 f十J(漆曾) 底部外面 / 2685 D 13238 
土問t. 鰻 SX 2365 4 『ロロ』 体邸内麗 / 2686 D 15136 
須II恕 杯 SX 2365 5 『口 {千カ)J 体自E外商 正位 1052 D 12517 
須窓S苦 杯 SX 2365 5 『千』 体節外商 正佼 1053 012520 
須恵総 事事 SX 2365 5 「口回J 体部内蔚 正位 あるいは 『省J 1054 D 12663 
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自園額 総樋 選 4膏・庖位 文 字 配被告書位 毘綴方向 備 宮署 関番 2ま録

須l!lf苦 何Z SX 2365 5 『白[回カ)J 体部外商 iE位カ 1055 D 12655 

須恵器 杯、 SX 2365 5 f十』・I十1・『十J(墨書)/fXJ(ヘラガキ) 体部外商/底部外商 正位 1056 D 12932 

~窓越 相Z SX 2365 5 fO本J 底部外国 / 一文字自努lま r~J カ 1057 D 12659 

須恵総 伺Z SX 2365 5 f(文餓)J 体節外面 1058 D 12538 

須恵器 l1- SX 2365 5 fOJ 体自E外箇 正佼 1059 D 12559 

土飾総 If SX 2365 5 『失j 体郎外商 正位 1060 D 12570 

須磁総 軒、 SX 2365 5 『ロJ 体節外面 iE依 1061 012553 

須Ml総 杯 SX 2365 5 『主J 休部外部 正位 1062 D 12574 

須nu若 杯 SX 2365 5 rロJ 底部外商 / 1063 D 12529 

土師器 杯 SX 2365 5 『ロ[大カ)J 底$外部 / 1064 D 12562 

須忠告書 停 SX 2365 5 『麻呂』 底部外面 / 1065 D 12526 

須x!l総 If SX 2365 5 噂』 体総外国 正位 1066 D 12674 

土締2>> 杯 SX 2365 5 人稲盛m 体!ls外商 正佼 事E 1067 012577 

土飯器量 If SX 2365 5 『蒋J(線刻} 体鶴外面 / 2687 D 11724 

須AIl総 杯 SX 2365 5 『ロJ(線刻} 底鶴外国 / 2688 D 11725 

須:i!.l総 杯 SX 2365 5 fta'J 底綴内磁 / 2689 D 12515 

須:i!l~昔 杯 SX 2365 5 「ロ (JIIカ)J ・ 『口』 体郎外商 正佼 ー箆所同字か 2690 D 12523 

須磁器 If SX 2365 5 f白J(1A笹} ・ f-j (ヘラガキ) 体部外商/1車部外面 / 2691 012516 

須iIJ器 杯 SX 2365 5 「保J i底部外価 / 2692 D 12521 

須ilJ2>> 停 SX 2365 5 『汁』 体協外面 正{立 2693 D 12522 

須ilJa語 If SX 2365 5 『ロJ ほ郁外面 / 2694 012524 

須恵2>> 杯 SX 2365 5 『ロJ 底罰事外務 2695 D 12527 

須忠告S 停 SX 2365 5 『大J 底郎外磁 / 2696 D 12528 

須:i!.l~ 停 SX 2365 5 r*J 体部外面 / 2697 D 12532 

須kl.l~ 綜 SX 2365 5 「口J 体総外碕 / 2698 D 12533 

須珪{量昔 4干 SX 2365 5 「真J 底線外面 / 2699 D 12534 

須磁器量 杯 SX 2365 5 f I 1 j ・ 『ロ (1Iカ} 体銭外商 正位 2700 D 12535 

須忠告昔 何: SX 2365 5 「ロJ 体銭外商 / 2701 D 12536 

須l!iまま If SX 2365 5 f口J 応部外面 / 『禾j院か 2702 012541 

須忠告書 停 SX 2365 5 『口〔主力)J 体時事外面 正位 2703 D 12543 

須恵~ If SX 2365 5 『ロロ』 体問i外磁 機位カ 2704 D 12544 

須w骨量 ff SX 2365 5 「口』 体部外磁 正位カ 2705 012545 

須耳目総 竜馬 SX 2365 5 『口J 体1111外砺 機能力 2706 D 12547 

須x!l量E事事 SX 2365 5 「ロ』 体部外価 / 2707 D 12550 

須忠君主1 ff SX 2365 5 「口J 体部外I苗 / 2708 D 12551 

須忠告官 停 SX 2365 5 「ロJ 体部外面 機能力 2709 D 12552 

須且l器 停 SX 2365 5 fロJ 底部外面 / 2710 D 12558 

土師器官 停 SX 2365 5 fJltJ 体1111外面 正位 2711 D 12560 

土師鱒 純: SX 2365 5 『太J 体llII外調 倒位 2712 D 12561 

須AIl器 停 SX 2365 5 rc紀勾)J 体簿外編 正{立
Rq天文字 fl世Jに伴う記号.

2713 D 12564 
ただし則天文字1;1.議総できない

土師w.i 将: SX 2365 5 f口J 体部外商 / 2714 D 12573 

ニt飾総 拘: SX 2365 5 『紙J・ 「舵J 体感外面 検位 2715 012563 

事111若宮 停 SX 2365 5 「ロ』 体古車外価 filll立 京、 i双などか 2716 D 12578 

須忠告苦 何: SX 2365 5 『ロJ {本書事外而 / 2717 D 12673 

須国E鵠 何: SX 2365 5 『口J 体偲外面 / 2718 012675 

土師鵠 ~ SX 2365 5 人前WID 体ll!I外節 正位 周 2719 D 15116 

土師鵠 質 SX 2365 5 人商鎖。カ 体都外{師 / 2720 DI5117 

之筋骨量 !l SX 2365 5 人面嫌iIf 体総外前 正位 o. 2721 D 15118 

二t師総 停 SX 2365 6 『口問J 成車事外i商 / 1071 D 12670 

土師官官 停 SX 2365 6 『口j 底部外街 / 1072 D 12897 

須1tt総 事干、 SX 2365 6 『白』 体古車外商 IlJJ位カ 1073 D 12895 

須1tt器 府、 SX 2365 6 『中』 体liI外面 正位 1074 D 12667 

土師器 何: SX 2365 6 『ロ』 体$外面 / 2722 D 12678 

須芯線 拘: SX 2365 6 『口』 底自車外面 / 2723 D 12893 

土師ag何t SX 2365 6 『口1 体部外荷 / 2724 D 12894 

須忠総 符: SX 2365 6 『口 【ーカ)J 底部外商 / 2725 012899 

須~.le問 4平 SX 2365 6 『口』 底部外蔚 / 2726 D 12900 

土師~ 杯 SX 2365 6 『ロ』 休部外而 / 2727 D 12902 

須lIJ器 事干 SX 2365 6 『口』 体部外面 正位カ 2728 012903 

須l!l器 杯 SX 2365 6 『ロ』 耳~1l!I外面 / 2729 D 12904 

土師勝 11 SX 2365 6 人面AW 2730 D 15107 

土師鱒 哩良 SX 2365 6 人面m~ 2731 D 15108 

土師<<~ 杯 SX 2365 紐砂廠 『千J/ rロJ 休部外街/1証書事外務 在{立 1075 D 12681 

須足1探 杯 SX 2365 組砂層 『央J 体害事外商 E位 1076 D 12696 

須忠告昔 粁、 SX 2365 m砂廟 f央J 体部外崩 正{立 1077 D 12702 

土師器 何、 SX 2365 粗砂層 『十J/ r十ロロJ 体部外而/底部外価 倒位 1078 D 12700 

須恵器 杯 SX 2365 租砂庖 f大J/ r大j 体郷外街/底部外海 正位 1079 012698 

須恋縛 杯 SX 2365 綴砂殿 『口 (上カ)j/ r上J 体部外街/1底部外海 正i立カ 1080 D 12697 
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積類 務 1. 遺備・層位 文 官事 犯蛾書部位 犯縦方向 備 電車 留番 登録

須l!j鑓 腕: SX 2365 粗砂崩 『来J 体部外商 機位 1081 012683 

須X!!総 杯 SX 2365 粗砂膚 『ロJ 体郎外商 倒位 1082 012688 

須l!!総 干F SX 2365 粗砂膚 『ロJ 体部外商 正位 2732 012680 

須l!!総 杯 SX 2365 組砂腐 fロJ 休部外面 正位カ 2733 012685 

須忠告語 R' SX 2365 組砂繍 『ロJ 体部外箇 正位 2734 012687 
土t.ifi総 I'f' SX 2365 組砂層 『大J(線刻} ~郎外箇 / 2735 011697 
土師総 恥 SX 2365 組砂庖 『ロJ 体部外商 / 2736 012689 

須1dall 杯 SX 2365 m砂層 『ロJ 底部外商 / 2737 012692 
須恵穏 I'f' SX 2365 粗砂層 「ロJ 体節外商 正位 2738 012693 
須恵器 杯 SX 2365 組砂層 『口』 底部外商 / 2739 012695 
須恵鎚 杯 SX 2365 観砂膚 「ロJ 体部外商 / 2740 012701 
須l!j器 杯 SX 2364 4 「悶J 休部外商 正位 1083 01926 

須恵観 曹も SX 2364 4 rooJ 体部外面 正位 1084 01912 

須X!!R量 事事 SX 2364 4or5 『ロ[カ)J 体部外商 正位 1085 011304 

須恵総 杯 SX 2364 4 f益J 底部外面 / 1086 01927 

須X!!総 杯 SX 2364 4 『持J 1底部外面 / 1087 0110001 

須磁器S 杯 SX 2364 4 fロJ 悠部外商 / 1088 01903 

須!!!総 郷台付杯、 SX 2364 4 『乙主J 底部外商 / 1089 01925 

須e:R是 停 SX 2364 4 『本J 底部外商 / 1090 01891 
須!!!器量 係 SX 2364 4 『井J/ r井』 体郎外関/~邸内面 骨量依 1091 012923 
須恵縫 杯 SX 2364 rBJ 底部外商 / 1092 011090 
須恵縫 4平 SX 2364 4 「本J 体部外商 lE位 1093 01918 
須l!!U I'f' SX 2364 4 「下J(墨書} ・ r*J (ヘラガキ}底部外商 / 1094 01915 
須恵鑓 杯 SX 2364 4 『轡J 体部外商 / 1095 01910 
須恵lIiI 栴， SX 2364 4 「ロJ 底部外商 / 1096 019995 
士郎総 係 SX 2364 「大J 体部外商 倒位 1097 011086 
須恵総 B邑 SX 2364 4 『大J 適量外商 / 他にも多数邸織あり 1098 01922 

須恵総 杯 SX 2364 4 「片J 底部外而 / 1099 01897 
須恵鎚 院、 SX 2364 4 人前mllfカ 体1lII外商/1;宇都内面 / 1100 01904 
須恵総 杯 SX 2364 4 人面白1l1ll イ4<:都内面 正位 1101 01921 
土師総 唖邑 SX 2364 4 人而m~臨 イ事部外面 正位 3蘭 1103 017108 

土飾総 雪量 SX 2364 4 人面lildllf 体節外面 正位 4箇 1104 017110 
須恵総 電ヰ SX 2364 4 人而鶴自書 体節外商 正位 414> 1105 01917 

須l!!綴 甑 SX 2364 4 人面m1lf 体節外面 正位 ぬ・ロ 1106 015158 

須恵総 杯 SX 2364 4 『酒J 底部外商 / 1107 01920 

須忠告ま 杯 SX 2364 4 r)'iJ (爆破} ・ rXJ (ヘラガキ)底費目外商 / 1108 D 1919 
土自前総 停 SX 2364 4 『口J 体部外商 正位 3201 D 1888 
土師lIiI '1 SX 2364 4 人前愚嘗 休部外蘭 正低 自罰友半分 2233 015077 
土師器 型車 SX 2364 4 人福墨書 体部外商 iE位 2236 015080 
土師鑓 雪量 SX 2364 4 人海軍E嘗 体部外商 E位 2239 015098 
土飾器 杯 SX 2364 4 『ロJ 底部外商 / 2741 01890 
土師総 体 SX 2364 4 「ロJ 体部外商 / 2742 01893 
須恵銭 Eヰ SX 2364 4 fロJ 底部外面 / 2743 01898 
須恵総 耳ヰ SX 2364 4 「ロJ {宇都外商 / 2744 01899 
須恵鑓 高ヰ SX 236<t 4 rOJ 休部外商 / 2745 01900 

須恵総 ff' SX 2364 4 『ロJ 体部外商 / 2746 D 1902 

須i!!総 何、 SX 2364 4 『大J 耳互郁外商 / 2747 D 1905 
須恕総 相1 SX 2364 4 rOJ 体都外面 倒f立カ 2748 D 1907 

須!!!2量 杯 SX 2364 4 『ロ(7.iカ)J 民主節外商 / 2749 D 1908 
須懲罰t事事 SX 2364 4 fロJ 体部外部 / 2750 D 1911 

須恵lIlI 何、 SX 2364 4 『ロJ 底部外商 / 2751 D 1914 
須恵鵠 杯 SX 2364 4 rXJ 底部外部 / 2752 01916 
土師総 杯、 SX 2364 4 『主」 底部外而 / 2753 01923 
須恵鎗 宇r- SX 2364 5 『医J 底部外商 / 2754 011309 
土師総 • SX 2364 4 人街墨書 体部外孤 iEf.立 目 2755 015081 
土防総 雪量 SX 2364 4 人福擾書 体節外商 iEj位 自と耳 2756 D 15082 

土郎総 '1 SX 2364 4 人磁鍾嘗 体部外部 / 2757 D 15083 

士郎総 '1 SX 2364 4 人爾11鶴 体郷外商 iE.位 自 2758 D 15084 

土問自書 '1 SX 2364 4 人面E陸軍臨 体総外面 / 2759 D 15085 

土飾R~ 雪量 SX 2364 4 人磁儀相臨 休部外部 / 2760 015087 

土師苦2'1 SX 2364 4 人面lil.lfカ 体郁外箇 / 2761 015090 
土師総 II SX 2364 4 人而11嘗カ 体邸外編 / 2762 015092 
須恵縫 府、 SX 2479 Ii!!fli土 f回J 底官事外筒 / 1109 011305 
須恵書官 相: SX 2479 3 『佐J/ r万J 体部外商/)底部外商 倒位 1110 011306 
須恵穏 杯 SX 2479 3 『上J E主節外面 / 1111 011311 
土郎総 杯 SX 2479 3 『縛J 体部外前 正位 f持』か 1112 011313 

須恵穏 何t SX 2479 rj時』 体部外蘭 iEf.立カ 九字の略か 1113 。1084
土師鱒 '1 SX 2479 KIlm土 人面.曾 体罰事外節 正也 事主 2234 015078 

土~n~ lI! SX 2479 崩落土 人間錦織 i車部外砺 正佼 ー聞か 2235 015079 

墨書・表IJ書土器一覧

123 



標額 穏 !J 遺 4高・層位 )c 字 使般車事位 民鍍方向 備 考 図書 登録

須恕鑓 耳略 SX 2479 !Dli1品土 fロ』 底部外商 / 2763 011307 

須恵総 杯 SX 2479 )011'6"土 f口{主力)J 体部外面 / 2764 011310 

須恵総 事F SX 2479 陥m土 fロ』 底部外商 / 2765 011314 

須恵2着 ~ SX 2479 3 『口』 体昔日外商 / 2766 011315 

須恵2量 杯 SX 2479 3 fOJ 低音s外商 / 2767 011316 1 

二t郎総 杯 SX 2479 3 fコ!;:J 底部外面 / 2768 011317 

土鱒鑓 雪量 SX 2479 3 人部111I!ヰカ 体郁外商 / 2769 015103 

須恵総 停 SX 2366 1 『貝J 体郁外繭 正位 1115 011008 

須恵総 純: SX 2366 3 fl.¥JJ 体官官外部 正位 1116 011025 

須恵l!iI 宅再 SX 2366 i盟砂庖 『十J • f十J/ r丈J 休部外商/1底歯車外磁 疋f立 1117 011023 1 

須邸総 続: SX 2366 3 『井J 低郎外編 / 1118 01100081 

須lJj総 杯 SX 2366 1 『府J 底部外商 / 1119 011007 1 

須恵l!iI If SX 2366 3 『木J 体郎外面 倒{立 字形は 『大J+町 1120 011022 1 

土師l!iI 杯 SX 2366 3 f丈J 体節外商 倒fit 1121 011031 1 

土自事総 杯 SX 2366 3 Iロ[紙カ)J 体郎外碩 iE'位 1122 011014 1 

式的l!iI 杯 SO 2366 2 『ロ主』 態様外面 / 1123 011026 1 

須:¥lj1!6 杯 SO 2366 2 f}llJ f本音E外疏 倒{立 1124 011027 1 

須m&量 拘1 SX 2366 組砂廊 『ロJ/ fロ』 体節外前/1車部内街 倒位カ 2770 011010 1 

土師1!6 ~ SX 2366 粗砂庖 『口」 底郎外商 / 2771 011012 1 

土術総 約: SX 2366 粗砂廊 『ロJ 体部外商 / 2772 011013 1 

土筋量苦 相: SX 2366 3 『ロJ 休部外郎 / 2773 011015 1 

土師AA 杯 SX 2366 3 『ロJ 底部外商 / 2774 011016 1 

須l聖母苦 杯 SX 2366 3 f1AIJ 底音E外商 / 2775 011017 

須耳堅苦骨 杯、 SX 2366 3 f.:J 底告E外商 / 2776 011018 

須:¥lj総 杯 SX 2366 3 f)11J 体都外郎 iE位 2777 011024 

須磁器i杯 SX 2366 3 「口』 体部外商 倒{立カ 2778 011028 

土飾郡 杯、 SX 2366 3 fロJ 底部外部 / 2779 011029 

ニlニ師総 杯 SO 2366 坦l土 「ロJ 体官事外部 / 2780 011030 

須1'.(*苦 杯 SX 2368 「千J 体裁外部 正位 1126 011076 

須E車線 粁、 SX 2368 f'fJ 体部外商 / 1127 011088 

須忠告苦 杯、 SX 2368 『千J 体銭外商 iE(主 1128 011091 

須忠告書 軒、 SX 2368 『緋1 体部外面 正位 1129 0110004 

土師官苦 杯、 SX 2368 「ロJ 体部外面 / 主か 1130 011092 

須田巨探 相: SX 2368 「十JI r丈j 体部外而/腹部外商 正位 1131 011069 

須且{緑 杯 SX 2368 「中』 腹部外商 / 1132 011079 

土郎総 杯 SX 2368 fJli:J / r今」 体部外商/)藤郎外商 正位 1133 011068 

須ltl緩 ilt台付何: SX 2368 「ロJ 底部外面 / 1134 011078 

須忠告2 杯 SX 2368 f)IIJ 体官事外商 正位カ 1135 011126 

土問摺 杯 SX 2368 f@J 体節外商 主位 1136 011116 

須WR>>杯 SX 2368 『央J 体lllI外商 志位 1137 011123 

須1(R苦 杯 SX 2368 『ロJ 底官事外商 / 1138 011065 

須窓際 何 SX 2368 『益』 底部外商 / 1139 011085 

土師昔E 伴 SX 2368 『上』 底部外面 J 1140 011093 

須窓際 杯 SX 2368 『口』 体部外面 正佼カ 2781 011064 

須忠告苦 杯 SX 2368 『口口J 底節外商 / 2782 011066 

須感骨量 杯 SX 2368 r)IIJ 体音s外商 正位 2783 011067 

須l!.lRil 終 SX 2368 山 .Il.t 体査官内蘭 立位 2784 011070 

土師苦E 杯 SX 2368 『口』 底部外商 / 2785 011071 

須t(総 杯 SX 2368 『ロ【古カ] 底部外商 / 2786 011072 

土師絞 柄t SX 2368 『丈』 体部外商 倒位 2787 011075 

須恕苦言 杯 SX 2368 fロ』 体部外蘭 正{立カ 2788 011077 

須悠lfiI 杯 SX 2368 『ロ』 体部外蘭 tIlH立 2789 011080 

須t(総 杯 SX 2368 『白』 底部外面 / 2790 。1081
須.0総 停 SX 2368 rJli:J 体部外商 正位 2791 011082 

須E賢官昔 専亭 SX 2368 『ロ』 rif節外面 / 2792 011083 

須恵総 終 SX 2368 『ロ』 体部外面 正位 文字数不詳 2793 011089 

土師務 F干 SX 2368 『久』 体部外面 倒依 2794 011096 

須恵鑓 再再 SX 2368 f口』 底部外面 / 2795 011097 

須恵鑓 綜 SX 2368 rOJ 体部外商 機位 2796 011098 

須l!.l総 事F SX 2368 rOJ 体制l外面 / 2797 011099 

須恵器 事事 SX 2368 rOJ 成郁外部 / 2798 011100 

須恵鑓 杯 SX 2368 f口』 体邸外面 / 2799 011101 

須恵総 耳時 SX 2368 rOJ 底部外商 / 2800 011102 

須懇意語 杯 SX 2368 rOJ {l;部外商 / 2801 011103 

土師怨 相: SX 2368 f口J 底部外部 / 2802 011104 

須:¥lj総 電事 SX 2368 f口j 底部外商 / 文字か 2803 011105 

須恵総 杯 SX 2368 f千J 体部外部 償位 2804 011106 

須l!.l総 杯 SX 2368 rOJ (愚容)/ f:ltJ (ヘフガキ) {宇都外商11底部外面 / 2805 011107 

土師AA 停 SX 2368 fロJ 底部外商 / 2806 D 1108 
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摺類 誌稽 遺情 .111位 文 字 記事E部位 犯殿方向 備 考 図書 霊録

須恵総 杯 5X 2368 fロJ 体銭外部 / 2807 D 11110 

須磁器 相t 5X 2368 rOJ {本音器外商 倒位 2808 D 1 JJ12 

須iJi総 何t 5X 2368 f口J 体協外商 / 2809 011113 

須恵鑓 杯 SX 2368 fロ [万カ)J i底部内面 / 2810 011114 

須恵総 杯 SX 2368 f型軽』 休部外磁 機位 2811 011115 

須恵器 相t 5X 2368 『口問J 底部外商 / 2812 011117 

土師自量 11 SX 2368 『口』 体部外面 / 2813 01 JJ 18 

須恵2器 杯 5X 2368 『ロ』 体部外商 定位 2814 011119 

土師穏 4平 5X 2368 f口1 体節外商 / 2815 011120 

須恵2苦 府、 5X 2368 「口』 体部外商 / 2816 011121 

須恋総 何: 5X 2368 1 『口』 f本部外商 / 2817 011122 

須恵舘 杯 5X 2368 fOJ 体部外面 / 2818 。1125
土師舘 鍵 5X 2368 人面鎗wカ 体部外商 / 2819 015111 

土簡裁 何t SX 2363 『方』 体部外商 正fJ): 1145 011046 

須忠告書 制: 5X 2363 1 fOJ 底部外商 / 1146 011047 

須草I鍛 杯 5X 2363 1 fUl本j 底部外蘭 / 1147 0110007 

須iJi音量 F干 5X 2363 迎土 f'I'J 体部外国 倒位 2820 011049 

須:w器 J!Ji 5X 2363 1 fOJ 底部外蘭 / 2821 011051 
土師骨量 停 SX 2363 1 「丸J 底部外商 / 2822 011055 

土師器 事事 5X 2363 1 f.巨J(!B轡)/ r白J(ヘラガキ} 体郎外商/底部外磁 正佼 2823 011701 

土師皇宮 JF 5X 2363 1 rOJ 底l1lI外面 / 2824 011056 

須1.!ll!ii 停 5X 2363 1 『良J 体都外面 備位 2825 011058 
須~器 杯 5X 2363 1 『口J 底郎外編 / 2826 011060 
須恵総 杯 5X 2363 綾土 fロJ 体都外街 / 2827 011061 

須恕i法 杯 5X 2363 経土 『ロJ 底官事外面 / 2828 011062 
須磁器S 持L SX 2363 1 『片J. rXJ (ヘフガキ) 底lls外商 / 2829 011698 
須I車線 停 5X 2378 3 『玉J 体総外筒 正佼 1154 011193 
須忠告書 杯 5X 2378 東銀lJfi1 f口J 底lls外I国 / 『牛J鑓 1155 011194 
須iJilljl 制三 27区第 1厨河川 f成:J 低銭外而 / 1156 012485 
土問R;: 杯 27区第 1庖 『口J 体郁外商 正位 2830 011354 

土防総 杯 27区第 IJI!I 『ロ』 体部外磁 正位 2831 011355 

須ll¥総 拘t 27区第 1I碕 『千J 体郎外面 正位 2832 011367 

土防線 4午、 SK 2488 3 『口』 イ宇都外面 正位 1157 012785 

土師総 杯 100区P149 『夫』 体都外国 関位 1159 01868 

土師鵠 杯 100区第W縛織色土 f禿』 体部外商 定位 1166 012707 
土師鵠 杯 100医第W層 線色ユニ 『中J 体制1外蘭 1E低 1167 o 12711 

土師器 相: 100区第JVRil 風色土 『村』 級官官外部 / 1168 012715 

土師総 何: 100区第JV!O H出色土 『綴入口』 f宇都外商 / 1169 012717 

土師総 I事阻 1001$;;匹JVI9 鳳色土 rA企J fij;部外商 1E{g. 1170 012728 

須l!.l総 何: 100区第W踊 V4 「阿J 底部外蘭 / 2833 D 11345 

土師器 何: 100区第IV!O V4 『ロ』 体部外商 iEflt f木J1耳か 2834 D 11347 

須恵器 綜 100区第lVAf 中トレ向上鳳 『郷J 体部外蘭 iE依 2835 011353 

土締穏 I'F 100区第W篇 V4 『守J 体部外商 正位 2836 D 11360 

須iJi器 JF 100区第W廊 自民色土 rOJ 底部外商 / 2837 D 12709 

須磁器aF干 1001&第W腐蝋色土 『ロJ 体$外商 / 2838 D 12722 

土師舘 耳島 100区第W厨 際色土 『井J 体部外商 正位 2839 D 12729 

土師総 杯 100 区買~1V厩 1M色土 rOJ 底部外商 / 内蘭添付精 2840 D 12732 

土飯器 軒、 100区第W属 織色土 『吉J 体部外揃 1Eflt 2841 D 13614 

土師鑓 杯 50 831 01 『上J. f丘」 底部外蔚 / 異簸 1172 D 16703 

須恵総 杯、 5D 831 01 f中家J 底務外部 / 1173 D 16706 

須感総 杯 5D 831 EI f口j 底昔S外碕 / 2842 D 16707 

土郎総 杯 5D 831 BI 『口』 体銭外濁 正位 2843 D 16709 

土師総 軒、 5D 831 BI IE藍J 体鶴外商 正位 2844 D 16710 

土飾器 相: SO 831 sl f口j 底官E外磁 / 2845 016713 

土問E苦 杯、 50 831 検出面 fロ』 底部外磁 / 2846 D 16714 

須III稼 相: SD 831 03 「口I 体部外商 / 2847 D 16715 

土師箆 判: 50 831 81 信~J 体部外商 正位 2848 D 16716 

須II縫 杯 SO 831 E1 『口{記号カ)J 底部外商 / 2849 D 16738 

須忠告書 判: 50 832 E1 『山』 底部外部 / 1180 D 16686 

須m総 例: 50 832 03 『汁J 体部外商 疋位 2850 D 16687 

土師怨 杯 SO 832 DI 『口J {宇都外商 倒位 2851 D 16688 

須恵器量 拘: 50 832 El 『ロ {王カ)J 休部外蘭 償位 2852 016689 

須ltt器 杯 50 832 E1 『ロ {ヨEカ)J 底節外商 / 2853 D 16690 

土師総 停 SO 832 E1 『ロ (3:カ)J 底郎外商 / 2854 D 16691 

須ltt怨 杯 SX 830 2 『ロ{記号力) 体部外面 正位カ 1182 D 16647 

須恵鑓 杯 SX 830 1 『ロJ 底部外商 / 2855 D 16635 I 
~.\!!鑓 F干 SX 830 2 rOJ 体郎外筒 / 2856 D 16636 1 
土飯器 杯 SX 830 1 『ーJ(ヘラガキ} 底部外商 / 2857 D 16637 1 

土鰯器 杯 SX 830 サプトレ 『失J(線刻} 底部外筒 / 2858 Q_16640 I 
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須.X!J舘 t:F SX 830 1 『ロ』 底部外商 / 2859 016641 

土郎総 年早 SX 830 1 『白J 体銭外面 / 2860 016642 

須恵器量 I'F SX 830 2 『ロJ 体部外聞 / 2861 016643 

須l!i:鑓 停 SX 830 2 『ロJ 体都外面 iE盟Eカ 2862 016644 

須恵鉛 M' SX 830 2 『ロJ iほ都外国 / あるいは文字 2863 016646 

土術総 古里 SX 830 1 『升J(線刻) 体部外面 正位 2864 016649 

須恵総 杯 SX 830 1 fOJ 体部外面 / 2865 016652 

~il!!器 事事 SX 830 1 fOJ 体自E外商 / 2866 016653 

土師l!lI 鍵 SX 830 1 『ロJ 体部外面 / 2867 016655 

土師総 拘; SX 830 1 『口J 体部外面 正位 2868 016657 

土師総 杯 SO 922d 4 「方J 底部外面 / 1185 017965 

土飾l!lI 杯 SD 922d 4 『虫J 体lls外面 正位 2869 017964 

土師総 F干 SO 922d 4 『本J 底部外磁 / 2870 017967 

須l!i:総 杯 SD 922<1 4 『口J(11禽) ・f-J (ヘラガキ) 底部外商 / 2871 017973 

須恵器 杯 SD 922d 4 『口【十カ)J 底lls外商 / 2872 018682 

須l!i:昔話 停 SD 2201a 4 『十倉人J 底古事外部 / 1186 018758 

須恵総 +事 SO 2201a 4 『山方』 底古車外務 / 1187 018759 

須耳!llm 杯 SD 22018 3 『回』 底都外稲 / 1188 018755 

土師総 停 SO 22018 4 f<!{J 体節外蘭 倒位 1189 018760 

土師l!~ 杯 SD 22018 3 fOJ 体協外蔚 E位 1190 018862 

主飾暗号 初: SO 2201a 1 『前』 体邸外蔚 検依 2873 018748 

須l(lぷ 綬椀 SO 2201a 1 『口J/ rロJ 体務外蔚/1ま節外商 / 2874 018749 

須1!.<1m 杯 SO 2201a 4 『口{予カ)J 体都外面 正位 2875 018751 

須1!m 事事 SD 2201a 1 『ロ』 底鵠外部 / 文字とすれば『口子J 2876 018752 

須恵昔苦 締: SD 2201a 4 「イー』 底古車外蔚 / 2877 D 18756 

須忠告苦 lf SD 22018 3 『回』 底覇軍外編 / 2879 018757 

須忠告苦 停 SO 220la 4 rXJ (ヘラガキ) 底部外荷 / 2880 019396 

須I!J官官 純: SO 22018 3 f!ttJ (線劃if) 底隊内面 / 2881 019397 

土師1m 杯 SO 220lb 1 「村人J 底官官外泊 / 1191 018683 

須草llm 杯 SO 2201b 1 「口 {村カ)J 底書事外前 / 1192 018679 

須忠告量 相: SO 2201b 0 「合』 体古車外部 倒位 1193 018668 

土郎総 停 SO 2201b 1 f.ド』 体部外商 倒依 1194 018688 

土師滋 柄: SO 2201b 0 『悶』 底節外商 / 1195 018670 

土師鈴 停 SO 2201b 1 r(1!i!号カ)J 体部外商 iE位 2882 018663 

土飾総 拘: SO 2201b 1 『ロ』 体部外蔚 / 2883 018664 

須恵燦 何: SD 220lb 1 rr:JJ 体書事外面 / 2884 D 18665 

土師怨 杯 SO 220lb 0 rロ t山カ)J 体部外商 倒位 2885 018666 

須恵留 相: SO 2201b 0 『ロ』 体部外価 正位 努は f寸』 2886 018667 

土師総 相: SO 2201b 1 f口』 体官事外商 正位 2887 D 18669 

こt飾R~ 杯 SO 2201b 1 『口J 体綿外蘭 倒位 2888 018672 

土防総 杯 SO 2201b 1 f口』 体締外繭 正位カ 2889 018673 

土師RR 拘t SO 2201b 1 『口』 体部外商 / 2890 018674 

土師1m 符、 SO 220lb 1 『ロ』 体官事外商 / 2891 018675 

土師総 杯 SO 2201b 1 『口 [王カ主カ)J 体部外蔚 正位 2892 018676 

土郎総 事干、 SO 220lb 1 『口』 体部外商 / 2893 018680 

土防総 杯 SO 220lb 1 『ロ』 体榔外節 正位 2894 018681 

士郎総 杯 SO 220lb 0 『ーJ(ヘラガキ) 底部外節 / 2895 019391 

土師昔2 1I、瓶 SO 2201b 1 T-J (ヘラガキ) ・『白J(練費IJJ 底覇軍外商 / 2896 019403 

土師~. 杯 SO 2201c 1 『ロ』 体郎外前 定位 舗などか 1196 018687 

須恕苦言 杯 SO 2201c 1 『ロ』 体部外商 / 2897 018684 

土師総 粁、 50 2201c 1 『ロ』 体部外商 / 2898 018685 

土郎総 杯 50 2201c 1 『ロ』 体節外商 / 2899 018686 

土問ia~ 粁、 5E 2123 3 fロ』 成節外商 / 2900 017707 

須恕官官 何: SE 2123 2 『山』 底部外商 / 2901 017709 

土師鑓 杯 SE 2123 3 『白J 底部外商 / 2902 017710 

須恵総 杯 SE 2123 1 『ロ [十カ)J 体部外商 / 2903 017718 

須恵鰐 杯 SE 2123 2 『白j 体節外商 正佼 2904 017721 

須恵器 杯 SE 2123 3 『ロ I十カ)J 体部外而 正位 2905 017723 

須恵鑓 杯 SE 2123 1 『口』 底古車外商 / 2906 017735 

須恵総 事事 SE 2123 1 『ロ』 体制1外商 / 2907 017736 

須恵鰭 制: SE 2131 織り方 『ロJ 体邸外商 / 2908 017714 

須恵摺 杯 SE 2131 t左き fOJ / f口J 体部外面/底部外部 機位 2909 017716 

土師摺 科t SE 2131 tJ<き穴 『周J 底1那外商 / 2910 017720 

須!l総 杯 SE 2131 抜き穴 『箆J 体制l外前 正位 2911 017724 

須1!.<2~ 杯 SE 2131 tl<吉 『十J/ fロJ 体例外節/底部外商 倒位 2912 017725 

須1!.<総 杯、 SE 2131 依吉穴 『口J 底部外商 / 2913 017729 

須ttR~ 杯 SO 2099 1 『央」 体部外商 疋位 1208 016760 

須tt総 府、 SO 2099 3 『央J 体官官外部 E位 1209 016771 

土師号苦 杯、 SO 2099 2 『口』 体宮事外商 / 1210 016766 
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土飾l!6 綜 SO 2099 3 fロ{十カJJ 体部外商 正位 1211 016763 

土師~~ 事事 SO 2099 2 f口J 体8s外海 / 2914 016759 

土銅線 停 SO 2099 2 rXJ (ヘラガキ} 底部外商 / 2915 016761 

土師l!6 事干 SO 2099 3 f口』 体宮S外面 / 2916 016764 

土師告官 停 SO 2099 2 f口』 体音器外海 在位 2917 016768 

須磁器 何: SO 2099 2 f白J 底古車外碕 / 2918 016769 

須恵器 杯 SO 2099 2 f口【本カJJ 体部外面 正位 2919 016770 

須恵鑓 l'f SO 2099 3 fロ』 体部外磁 / 2920 016774 

士郎総 杯 SO 2099 3 fロ』 体部外碕 倒位 2921 016776 

土師器 何: SO 2098 1 『林』 h草書E外磁 / 1212 016797 

須恵緑 l'f SO 2098 1 f千』 体都外語 機位 1213 016799 

須~l!6 l'f SO 2098 1 rl量』 体都外面 償位 1214 016791 

須恵総 l'f SD 2098 1 fOJ 体邸内面 / 2922 D 16609 

須~R~ 綜 SO 2098 1 I口 [十カJJ 底線外磁 / 2923 016787 

土飾~~ 杯 SO 2098 1 rXJ (ヘラガキ} 底1部外窃 / 2924 016790 

土師総 綜 SO 2098 1 rOJ 底部外溺 / 2925 016793 

土師総 続: SO 2098 1 Iロj 体官事外節 / 2926 016794 

須l!.l総 杯 SO 2098 1 『ロJ 体偲外商 / 2927 016795 

土師骨骨 停 SO 2098 1 『ロ』 体部外節 倒位カ 2928 016796 

須恵昔E4平 SO 2098 1 『口』 体都外臨 1 体館斜面から底面にか付ての掻書 2929 016798 

須恵器 杯 SO 2096 1 『下毛野J 底部外髄 / 1216 0110000 

須~器 何: SO 2096 1 fロ {誕百カJJ 体部外商 倒位 1217 016748 

須恵鵠 杯 SO 2096 1 f十J(線劃1) 体部内面 正佼 2930 016747 

土舗器 停 SK 2197 1 『子』 体部外磁 倒位 1218 018706 

土師総 事事 SK 2197 1 f子』 体都外磁 倒位 1219 018707 

土師総 何t SK 2197 k I山』 服部外面 / 2931 018703 

須~鵠 干F SX 2101A 3 f製1 ・r七十J 底部外面 / 奥方向 1226 016475 

須l!.¥ag杯 SX 2101A 1 rOJ 底部外隠 / 文字とすれば『十万Jカ 1227 016473 

須田E総 干F SX 2101A 3 『大J 底$外面 / 1228 016474 

土師儲 綜 SX 2101A 2 『下J(線刻) 体商事外節 機位 2932 016398 

須忠告E 制: SX 21018 1 『井j 体郎外海 正位 1234 016448 

須態依 l'f SX 21018 1 『井』 底$外商 / 1235 019997 

須恕総 符 SX 210lB 1 『井』 底銭外商 / 1236 016437 

須是I骨量 停 SX 21018 1 f井』 曜ま歯車外磁 / 1237 016435 

須ll.l器 事干 SX 2101B 1 f十』 底昔E外面 / 1238 016439 

須l!.l穏 停 SX 2101B 1 f木』 底部外商 / 1239 016442 

須l!.¥器 停 SX 210lB 1 『庇見J 底部外面 / 1240 D 16446 

須且1総 高台付杯 SX 210lB 1 fロ1・ f口』 体部外商 損位カ・筒位カ 他Iこ一筋所録書あり 1241 016440 

須恵器 荷台付杯 SX 2101B 1 f口』 l底部外商 / 1242 016443 

須恵器 係 SX 21018 1 rXJ (ヘラガキ} 底部外蘭 J 2933 016373 

須~締 杯 SX 2101B 1 f井J(線膏~) l底部内面 / 2934 016374 

須恵器 事F SX 2101B 1 f鹿児J 底$外面 / 2935 016431 

須w総 停 SX 2101B 1 ro (木力)J JJ.l;$外面 / 2936 016445 

須~総 干事 SX 210lB 1 『口』 体部外筒 / 2937 016447 

須:i!!:l!6 杯 SX 210LB 2 f吉J 成邸外商 / 1245 016433 

須~総 事事 SX 2101C 1 fロ {井カ)J 底郎外面 / 1250 016402 

須恵l!6 高台付杯 SX 2100 1 fロ{夫カ天カ)J i底!l!!外商 / 1251 016544 

土師総 綜 SX 2100 1 fロ {上カ)J 底郎外面 / 1252 D 16423 

須w昔話 停 SX 2100 1 『大』 底部外商 / 1253 D 16415 

須磁器苦 事事 SX 2100 1 rXJ (ヘラガキ) JJ.l;節外蘭 / 2940 016385 

須忠告宮 l'f SX 2100 1 『白』 体部外商 J 2941 016417 

須l!.l鑓 l'f SX 2100 1 『ロ』 体部外商 正位 2942 016418 

須ll.l器 係 SX 2100 2 『回』 体部外面 正位 1260 016410 

須恵器 杯 SX 2100 2 『ロ』 体部外商 正位 1261 016490 

須l!.l総 杯 SX 2100 2 『糸子J 底部外而 / 1262 016424 

須恵怨 杯 SX 2100 2 『吉J 底部外面 / 1263 016509 

須l!.l鑓 杯 SX 2100 2 『下野J 底郎外箇 / 体総外衡に1I1ilあり 1264 016501 

須l!.l~~ 停 SX 2100 2 『糸子J/ r口』 体制J!外部/底部外商 正位 1265 016502 

須l!.l母語 杯 SX 2100 2 『丈』 休部外商 定位 1266 D 16504 

須耳E総 杯 SX 2100 2 『石成J 体部外商 機位 1267 016499 

土師総 停 SX 2100 2 『主J(線刻) 底部外商 / 1268 016387 

土師鑓 停 SX 2100 2 『新』 休部外商 E位 1269 016506 

土師穏 杯 SX 2100 2 『石成J(盟書)/ fXJ (ヘラガキ} 体部外面/1監部外蘭 ー量位 1270 016507 

土師器 l'f SX 2100 2 『石』 体制日外蘭 機位 1271 016508 

土師鉛 杯 SX 2100 2 f口』 底部外面 / 2943 016420 

須l!.l器 杯 SX 2100 2 『ロ』 体都外商 / 2944 016425 

須恵~ 係 SX 2100 2 f口J/ rOJ 体郎外商/体邸内面 / 2945 016426 

須l!.l紛 杯 SX 2100 2 f口』 体部外蘭 / 2946 016428 

土師獄 杯 SX 2100 2 『口』 体部外商 / 2947 016429 
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須忠告詰 綜 SX 2100 2 f口」 底部外商 / 2948 D 16495 

須現'*昔 竜馬 SX 2100 2 『口J 底部外商 / 2949 D 16496 
土師桜 拘: SX 2100 2 f大J 底郎外商 / 2950 D 16498 
須l!.1鍛 F干 SX 2100 2 『口』 底部外ilii / 2951 D 16503 
須恵器 何、 SX 2100 2 『ロロ』 底部外商 / 2952 D 16505 

須恵器 拘: SX 2100 3 「ロJ 成部外商 / 1278 D 19999 

須恵t~ 拘: SX 2100 3 fO (記号カ}J 縫節外面 / 1279 D 110010 
須曹、総 荷台付制t SX 2100 3 『ロJ 底部外面 / 1280 D 16409 

須日E締 制: SX 2100 3 『瓦j 底部外商 / 1281 D 16412 

須l!l:総 拘: SX 2100 3 f1~J 1革郁外商 / 1282 D 19998 
須忠告官 杯 SX 2100 3 『公J 体邸外商 倒低 1283 D 16406 

須ll.(1!iI 杯 SX 2100 3 「成J 体郎外商 横低 1284 D 16414 
須淑骨骨 拘: SX 2100 3 『下J 底部外面 / 1285 D 16403 
須組1官官 杯 SX 2100 3 rXJ (へラガキ} 底郁外商 / 2953 D 16377 
土師総 杯 SX 2100 3 『ロ』 体郎外商 繊位 2954 D 16407 

~忠告書 粁、 SX 2100 3 『ロJ 底部外商 / 2955 D 16497 

須忠告書 絢: SX 2100 3 「井J f本音想外商 機位 2956 D 19996 
須忠告白 粁、 SX 2112 1 『加J 底部外商 / 1287 D 16668 
須l!.1器 杯 SX 2112 1 「ロJ IA:部外部 / 2957 D 16670 

須忠告書 杯、 SX 2287 1 「加』 体部外商 倒位 1288 016659 

土飾鵠 相: SX 2287 1 「ロJ 体部外商 / 2958 D 16662 

須恵偲 相: SX 2507 1 『豊臣J l底都外面 / 1289 D 16612 

土師l!iI 高台l<t杯 SX 2508 1 『ロ』 舷部外蘭 / 『月J綴か 1290 D 16618 

須l!l:際 杯、 SX 2180 2 fロJ 体郡外商 正位 文字の可能性あり 1293 D 18717 
土師Rg 杯 SX 2180 2 『ロJ {宇都外商 / 2959 D 18714 

須lln.粁、 SX 2180 2 『ロJ 体自E外箇 / 2960 D18721 

須l!l:骨量 杯、 SX 2180 3 f舎J 体節外商 正位 2961 D 18724 
須耳堅苦2杯 SX 2180 3 『待J 底部外国 / 2962 D 18725 
土飾総 軒、 SX 2180 1 「ロJ 体部外蘭 / 2963 018726 
土師器 杯、 SX 2180 3 『口J 体郎外商 iEl立カ 2964 D 18732 
須l!!怨 杯 SX 2180 1 「ロJ 底部外部 / 『才』偏 2965 D 18733 
土師総 高台{サ綜 SX 2180 1 「村人J 底1111外商 / 2966 D 18734 

士郎総 杯、 SX 2180 1 「舵J {本邸外部 倒依 2967 D 18735 
土師怨 杯 SX 2180 3 「ロ(+カ)J 体告E外商 / 2968 018737 

須恵音量 杯、 SX 2180 2 「ロ』 {宇都外商 / 2969 D 18739 

土師鑓 杯、 SX 2180 1 「ロ』 i底部外部 / 2970 D 18740 

土師鰐 杯、 SX 2180 1 rOJ 体告S外面 / 2971 018742 

土師総 耳ヰ SX 2180 1 「臼j 底節外国 / 2972 D 18743 

士郎総 杯 SX 2180 3 「口』 l底部外面 / 吉年は 『寸』 2973 D 18745 

土師総 杯、 SX 2180 1 『口』 底郡外商 / 2974 D 18746 
土師Rg 杯 SX 2180 1 「口J(ヘラガキ) l血筋外商 / 縦3'事機6本の線 2975 D 19383 

須lt滋 相Z SX 2188 1 「十J 低自S外国 / 1294 D 18691 

土師苦2杯 SX 2188 『生』 底部外商 / 1295 D 18689 

須l!l:総 相t SX 2188 1 「口 (re号カ)J 体節外商 / 2976 D 18718 
須恕;法 判: SX 2188 1 「ロロJ 底郎外商 / 2977 D 18851 
須忠告書 杯、 SX 2188 1 「十』 底官E外商 / 2978 D 18865 
須恵総 杯 SX 2188 1 r-J (ヘラガキ} 底節外碕 / 2979 D 19394 
須l!.1総 杯、 83区P89 峻土 『加』 体郎外面 倒位 1296 016835 
須l!.1鑓 杯 83区P89 哩土 「ロ』 体郎外商 / 2990 D 16834 
須l!.1器 杯 83区!lHIiI 『儒』 l底郎外商 / 1297 D 16811 

須恵鱒 杯 83区第IRil 『口問j 底部外蘭 / 1298 D 16906 

須恵総 杯 83区第1/圃 f井J 底邸内面 / 1300 D 16814 

土防総 判: 83区第118 f*J (線刻) 悠邸内蘭 / 2991 016376 

土師骨2自民 83区第I届 rXJ (へラガキ) 底部外面 / 2992 D 16810 

須.I!l総 杯 83区第1/薗 「口j (総書:f) 低音S外筒 / 現存しているのは「升J 2993 D 16812 
須態様 杯 83区第I届 「ロ[十カ)J 底宮S外商 / 2994 D 16815 
須忠勝 杯、 83区第I届 「白』 体部外部 正位 =文字とすれば.ニ文字目1:1fマJ 2995 D 16816 
須恵骨量 杯 83区第1編 「口』 体協外而 定位 f;j;J篇か 2996 D 16909 
土飾総 杯、 105区第1)留 f荷』 休部外部 iE(1'I: 1302 D 17963 

土問:鰐 杯、 105区第1)腎 「大大j イ宇都外商 定位 2997 D 17961 

土師l!iI 杯 105区第11圃 f子1 体自転外面 検位 2998 017962 

主;飾鰭 杯 105区第IIIiI 「口J 体部外商 正位カ 2999 D 17966 

土飾告書 府、 1051K;!lll随 「ロJ 体鶴外商 正4立 3000 D 17971 

須l!l傍 制t 105区;lll燭 『口J {宇部外部 正佼 3001 017980 
土師総 杯 105区第1111 『鍛J 体育自外部 正位 3002 017982 
須恕獄 杯 105区第 11曹 「口J 底部外部 / 3003 。7985
土師器 杯 105区第1.11 「口』 体部外商 正位カ 3004 017998 
土陶il!B 杯、 105区第1庖 「林J(線刻} 体部外商 定依 3005 018027 
須恵縫 杯、 83区第1[111 『酒J・ 「ロJ 底部外商 / 鈍tIiか 1303 D 16891 
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樋類 器 I量 遺 t障 .111位 文 字 記載部位 配置置方向 備 考 図書 震録

須恵RJ f;l' 83区!ilmllil 「ロ{紀号カ)j 体郎外商 / 1304 D 16894 
士郎総 杯 83区郷田焔 瓜潟地獄陪 r<記号)j(線現IJ) 底部外商 / 1307 D 16821 
須恵総 杯 83区第mlil 『十』 体節外蔚 疋位 3006 D 16874 
須恵総 f;l' 83区郷田膚 rOj 体節外商 / 3007 D 16887 
須恵縫 特L 83区第困層 「口J 体節外商 倒位カ 3008 D 16888 
須~器 j;F 83区第IDAJ rXj (ヘラガキ) 底郎外蔚 / 3009 D 邑889

須恵自著 杯 83箆1百IDII rXj (ヘラガキ) 底部外蔚 / 3010 D 16890 
土師~ 杯 83区郷田庖 fロ {汁カ)J(ヘラガキ) 底節外商 / 3011 D 16893 
須恵告E杯 83区気IDIIiI fXj (線刻) 底部外商 / 3012 016898 
須l!llfgf不 83区郷田繍 rXj (ヘラガキ) 底部外商 / 体部外蘭に鐙付 3013 016900 
須恕lf~ 杯 83区!ilID扇 「口J 体書事外商 / 3014 016902 
須組Z総 杯 105区第E腐 『舎J 底部外商 / 1308 018698 

穿1芯昔E杯 105区第m刷 『口J 感官事外商 / 三文字とすればー文字聞は「子jか 1309 018701 
土師昔苦 杯 105区!lJmlD ~陣織土 fOj 体部外商 / 1310 o 18710 

土飾骨E杯、 105区郷田周 fOj 体部外商 繊位 ヲ与は f也』 1311 018692 
土飾穏 杯 105区第E廠 fOJ 体部外面 定{立 fllllJ偏 1312 017969 
土師昔苦 杯 105区mmlH 『村人J(J匝I!f)・fXJ(ヘラガキ} 底部外商 / 1313 017976 
須忠告E杯 105区第m脳 『口J 底部外砺 / 3015 018693 
土師~ <<- 105区第四局 『口〔山カ)J 体部外面 定位 3016 018694 
須窓際 杯 105区第四局 『宅J 体部外商 正{立 3017 018695 
土郎総 軒、 105区第mlliJ 『ロJ 底部外商 / 3018 018697 
須悠告書 杯 105区第班庖 『宅J 体部外面 正位 3019 018702 
土飾昔E杯、 105区第四局 fXj (ヘラガキ) 底部外商 / 3020 019400 
土師告書 有、 105区第m鰯 『ロJ・ 『ロJ 体部外砺 正位 一筋所間竿 3021 018700 
須~(線 ;高台付拘: 83区;!nV騎 『ロJ 体部外商 僧位カ 3022 017317 
須恕昔E杯 83区第W廊 fXj (ヘラガキ} 応部外商 / 3023 017320 
土師探 型E 83区第W厩 fXj (線刻} 雌都外稲 / 3024 017321 
須忠告2杯、 83区;fllV膚 『ーJ(ヘラガキ} 底部外面 / 3025 017322 
須恵骨E杯 83区;glV扇 fXJ (ヘラガキ} i底部外面 / 3026 017323 
土師滋 杯 105区検出面 『子J 体!ls外部 倒位 3027 018704 
土師宮署 杯、 105区検出頭 『ロJ l蕊邸外価 / 3028 018705 
須忠告E杯 105区検出前 fXj (ヘラガキ) l底郎外面 / 3029 019392 
須!!l告書 杯 105区検出碩 『ーJ(へラガキ} 底銭外孤 / 3030 019398 
須l8宮昔 瓶 105区検出面 f-J (ヘラガキ} 成古事外面 / 3031 019399 
土師滋 相: 105区検出砺 fXj (ヘラガキ} ほ郷外商 / 3032 019401 
土師若宮 唖E SO 2231b 1 I函J(線~I) 底都内回 / 1315 011656 
土師書官 拘: SO 2231b 2 fj車J 体節外商 正佼 1316 011509 
土師怨 停 SO 2232e 2 『新J 体銭外商 正4立 1318 011513 
須!!.l器 杯 50 2232c 1 『加J 体部外面 / 3033 011516 
宰i磁器量 何: SO 22323 1 『ロJ 厳密E外国 / 3034 012426 
須耳E総 杯 SX 1940A 2 『ロJ 体郷外面 f 3035 016181 
土師器 停 SX 1940A 2 fロJ 体部外国 / 3036 016182 
須!!ll!lf 事干 SX 1940A 1 fOJ 低郊外面 / 3037 016187 
須悠~ 何: SX 1940A 1 fロ[大カ)J f本節外国 正位 3038 016189 
重車重土竃 拘: 5X 1940D検出面 f-J (ヘラガキ} 底部外部 / 3039 016164 
土師器 杯 SO 1918b 1 fロ』 底自E外面 / 3040 014304 
土鱒器 事事 50 1918c 2 fロJ 体制I外国 / 3041 014309 
土師~ 杯 SO 191& 1 f口』 体郁外面 / 3042 014310 
土郷鑓 4干 SO 1918c 1 fXj (へラガキ〉 底部外商 / 3043 014313 
須恵器 <<- SO 1918e 2 fOJ 底部外薗 / 3044 014306 
須怒2昔 停 SO 1918e 2 『情』 体部外面 正位 3045 014307 
須恵器 綜 SO 1918e 1 rXJ (ヘラガキ) 底部外商 / 3046 014312 
須恵総 荷台付利: SO 1919b 2 『よロJ 底部外商 / 1329 D 14317 
土師鑓 事串 SO 1919b 1 『ロ』 体部外商 正位 3047 D 14323 
須恵鉛 杯 5D 1919b 1 f口 【山カJJ 底部外蘭 / 3048 D 15332 
土防総 荷台付杯 50 1919c 1 『白』 体制i外商 正位 「釆J偏か 1330 014325 
須恵緩 干事 5D 1919d 1 「ロ』 体部外商 倒{立カ 1332 D 14322 
須l!iR若 杯 SO 1919d 1 「ロ』 底部外面 / 『イJ偏か 1333 014324 

土師~ E再 SE 2010井戸側内2廊 「集J 体lls外商 疋位 3049 D 15505 
土師総 杯 5E 20LO 鍋り方 「ロ (:/十カJJ 体部外面 正位カ 3050 015506 
土飾総 杯 SE 2010井戸側内2緬 「ロ』 体部外商 / 3051 015507 
土師器 符: 5E 2010 掘り方 「ロJ 休館外蘭 / 3052 D 15508 
土問総 杯 SE 2010 締り方 『口 【石カ)J 体部外商 定t主 3053 015512 
土師*~ 杯 SE 2010 銅り方 『口J 体部外蘭 / 3054 015514 
須耳里総 杯 SE 1926 姻り方 「ロJ 体部外面 / 3055 015026 
土師総 杯、 SE 1926 締り方 『口J 体部外面 正佼カ 3056 015027 
須窓際 杯 SE 1926 綴り方 『ロJ 体節外孤 / 3057 015028 
土師告書 杯、 SE 1926持p側内組土 『舵J 体部外面 正位 3058 015032 
須恵録 杯、 SE 1926 1 『ロJ 体lls外碕 / 3059 D 5035 
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祖霊童 器檎 遺 4構.JI!I位 文 字 IC般部位 紀路方向 備 考 図番 登録 |

須磁器 杯 5E 1926 井戸側内 r-J (ヘラガキ) 底自車外商 / 3060 D 15022 I 

土飾告書 杯 5E 1872 1 rj十』 体lllI外商 正位 1339 D 15057 1 

須l!(鰭 事事 5E 1872 1 『人』 体自車外商 正位 3061 D 15040 I 

土師総 杯 5E 1976 2 『右j 4宇都外面 正位 1349 D 12355 1 

須l!(!m 杯 5E 1976 1 『山』 量主節外商 / 2566 D 12345 I 
土師昔E 再再 5E 1976 1 『右』 体自車外蘭 倒位 2626 D 12352 I 
土師R~ 再再 5E 1924 3 fロ』 体部外商 正位 3062 D 15025 I 
土師R~ 杯 5E 1924井戸側内埋土 『口』 4本部外商 / 3063 D 15033 1 

土飾2苦 杯 5E 1924 3 f口』 称締外商 正位 3064 D 15036 

土師昔E 符 5E 1924 2 『口J 体協外商 / 3065 D 15037 

土防総 体 5E 1924 3 『ロJ 称部外面 倒位カ 3066 D 15038 

軍車革主E 耳尋 5D 1892 L f大』 4本書官外商 / 3067 DI4357 I 

土師怒 杯 50 1896A 2 『耳tJ 体節外商 倒位 1401 D 15296 I 

須l!tRiI 耳ヰ 50 1896A 1 fロ』 体部外簡 jElll::f1 3068 015293 

須且f総 電略 5D 1896A 1 fーJ(ヘラガキ) 底部外商 / 3069 D 15295 

土師RiI 停 50 1896A 1 Iロ』 4宇都外部 / 3070 015297 

土問総 拘、 5D 1896A 1 f口』 体部外商 検位 『イ』儲か 3071 015298 

須五日総 杯 5D 1896A 1 fロJ 体部外商 定位 3072 D 15299 

土師総 杯 5D 1896A 1 f口』 体部外商 / 3073 015301 

土飾総 竜馬 5D 1896A 2 fロ [十カJJ 体部外商 / 3074 D 15310 

土師獄 事事 5D 1896A 1 『ロ』 d宇都外商 / 3075 D 15314 

土師総 停 50 1896A 2 『ロJ 4宇部外商 倒位 3076 015315 

須怒総 停 5D 1896A 1 rXJ 4宇都外商 倒位カ 3077 D 15316 

土師I'J 杯 5D 1896B 1 rXJ (ヘラガキ} 底部外面 / 3078 015294 

土師滋 係 5D 1896B 3 『ロJ t宇都外商 / 3079 015306 

須l!.(総 fF 5D 1896B 1 『口J 務部外面 / 3080 D 15307 

土飾品詰 荷台付杯 5D 1896B 2 『口J 底部外面 / 3081 015311 

土師説話 fF 5D 1896B 2 『田口』 d宇都外商 正位 3082 015312 

土師総 停 50 1896B 2 rOJ 底部外面 / 3083 D 15313 

須息詰昔 杯 5D 1914 1 rmJ 体都外海 正{宣 1403 015333 

土師I'J 荷台付皿 5D 2055 1 『符j 4宇都外蘭 償佼 1404 015324 

須忠告昔 係 5D 2055 1 f口J 休部外面 / 3084 D 15329 

土師E量 何: 5D 2055 1 f口 (i!iカJJ 体部外面 正位 3085 D 15331 

土西目録 fF 5D 1897 I 『丈J 体官界外麗 正佼 1408 D 15327 

須忠告ま 何: 50 1897 I fロ[十カJJ t底郁外商 / 3086 015335 

土r'Ji総 事干 2233 I I議J(ヘラガキ) 底部外面 / 九字の省略か 1410 011651 

須l!.(総 4平 5D 2240 4 r-J (ヘラガキ} 級官E外面 / 3087 D 11398 

土飯能 杯 2262 2 rtlllJ 体榔外磁 正位 1412 D 11403 

土筋線 杯 5K 2217 I r~年J (線刻} 体部外部 疋位 1413 D 11401 

須恵器官 言再 5K 2302 2 『ロ[貿カ)J 底部外磁 / 1417 D 11505 

土師器 何: 5K 2303 3 『ロ[賀カ)J f宇部外海 1E依 1420 D 11501 

須恵総 曹も 5K 2303 4 fロ[賀カ)J 体部外磁 正位 1421 D 11502 

須l!.(鉛 耳ヰ 5K 2303 4 『賀J lif郎外商 / 1422 011504 

土f品l!lI 杯 5K 2303 2 「ロJ 体鱗外磁 / 3088 D 11508 

須恵都 持: 5K 2303 2 『ロ[百カJJ 体郎外磁 1E位 3089 D 11514 

土師l!lI 拘: 5K 2244 2 『大J 体協外商 1E{:立 1434 o 11511 

須l!.(鉛 fF 5K 1974 I rs京J. r原J 体部外郎 定4立 1442 012379 

須恵総 事事 5K 1974 I 『史』 ・ 「史J 体協外i1ii 検也 1443 D 12369 

土術総 杯 5K 1974 I rI.lJ上』 体機外商 1E{立 あわせ文字 1444 D 12373 

土Ili!i母語 軍再 5K 1974 1 『ロJ 体郁外商 / 3090 D 12376 

須忠告官 拘: 5K 1974 I 『ロJ 取締外商 / 3091 D 19990 

須l!.(総 何: 5K 1974 I 『口J・ 『ロJ/ r口J f宇都外泊 主位 体部の文字は間竿. 3092 D 12312 

須l!.(鶴 好、 5K 1884 1 r/1{J 体告E外商 正位 1445 D 14242 

須l!.(獄 何: 5X 1900 1 「儒J 絃昔事外磁 / 1449 D 15270 

須l!!lm 拘: 5X 1900 1 l1Ji (1l1J天文字)J 成部外碕 / 目IJ天文字人 1450 D J 10005 

須息苦苦 iIIi台付停 5X 1900 2 『大口 I回カ)J 政部外商 / 1451 D 15258 

須恵線 府、 5X 1900 1 『長J ・ 「ロ ((;19カ)J 由主鵠外語 / 1452 D 15268 

須恵総 相: SX 1900 1 r-J (ヘラガキ} lif郵外部 / 3093 D 15254 

事U!J録 杯 SX 1900 I rXJ (.線刻} t底部外面 / 3094 D 15255 

須l!.(鋸 杯 5X 1900 2 『古』 忠告S外孤 / 3095 D 15259 

須l!.(総 杯 5X 1900 2 『ロ』 脱線外商 / 3096 015261 

須l!¥器 相: 5X 1900 1 『ロJ(鎚彼} ・ rXJ (ヘラガキ} 日正郎外面 / 3097 015262 

土師器 杯 5X 1900 I 『口J 戚部外稲 / 3098 015264 

須E官、総 干r、 5X 1900 2 rOJ 副主婦外面 / 3099 015265 

須l!¥総 杯 5X 1900 1 『千J 底部外編 / 3100 015267 

土師骨量 杯 5X 1900 1 『ロ(1ftカ)J 底部外筒 3101 D 15269 

土銅器量 杯、 5X 1900 1 『ロ(1ftカJJ 体郁外街 正位 3102 015271 

須恵鵠 杯 5X 1900 1 r-J (へラガキ} 底節外郎 / 3103 015336 

須恵舘 杯 5X 1900 1 『神J 底鴎外部 / 3104 D 15337 
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土師勝 持 SX 1900 1 『口』 低節外而 / 3105 015338 

土師鱒 制: SX 1900 1 『白』 ~都外師 / 3106 015339 

土師総 拘: SX 1900 J 『ロ』 体側外価 / 3107 015340 

£郎総 E再 SX 1900 L 「ロ』 LG:fIII外而 / 「イJ備か 3108 015341 

須思稽 何: SX 1900 L 『口J 庇郎外薗 / 3109 015342 

土舗鱒 宅専 SX 1900 1 『口J {本商事外面 / 3110 015344 

須l!鶴 何: SX 1900 1 『口J 低郎外面 / rII<J偏.r神Jか. 3111 015346 

須.u停 SX 1900 1 『ロJ 体節外面 / 3112 015347 

須組1皆 停 SX 1900 1 rOJ 底鴎外画面 / 3113 015348 

須I!U 4干 SX 1900 1 fロ』 体自E外面 / 3114 015349 

土師包 事事 SX 1900 1 『ロロj 体餓外面 正位 3115 015351 

須恵量量 杯 SX 1900 1 fロロJ ，lI;節外面 / 3116 015352 

土師密 綜 SX 1900 1 『ロ』 体8B外蘭 / 3117 D 15353 

土師鉛 杯 SX 1900 1 『ロJ Js:tlS外価 / 3118 015354 

須態III杯 SX 1900 1 『ロJ Js:1ls外凶 / f神Jの可徳性あり 3119 015355 

土師211 杯 SX 1900 L 『ロ{本カ)J 体郎外価 .iE佼 3120 015356 

須悠僻 杯 SX 1900 L 『ロJ 体郎外耐 / 3121 015357 

IlUl1紛 事F SX 1900 1 「ロJ 底側外i日 / 3122 015358 

土防総 4平 SX L900 L 『夫J 体郁内面 4黄位 3123 D 15359 I 
土防総 杯 SX 1900 1 fロJ 体郎外踊 / 3124 015360 I 
須111量 係 SX 1900 2 『ロJ 底自E外面 / 3125 015369 

土師録 事事 30区第1" ro ~カ)J 体自E外面 倹位 1460 015398 

須l!U 電時 3016努 1・ ro (上カ)J 底毎外語 f 1461 015400 

須I!U 持 30区第1I・ rXJ (へ7ガキ} ，lI;錫外語 / 3126 015407 

須l!鶴 fF 30区第1. rXJ (ヘラガキ} 底傭外iIi / 3127 015412 

須l!1宮 荷台付事事 30区第IJ・ rXJ (へラガキ) 底偲外面 / 3128 015414 

須感倍 fF 30区第IJ樋 『十』 体s外面 正位 3129 012412 

土師鶴 .fF 30区第UJII 『伺』 体鱒外商 正位 1464 015416 

須lI.l鱒 停 3016第UAl rXJ (ヘラガキ} 成費拡外曲1 / 3130 o 154L8 

よ邸時P綜 30区第E膚 「ロJ 低側外面 / 3131 o 154L9 

須忠告書 何: 30区lnU膚 rXJ (へ7ガキ} 底郎外商 / 3132 015421 

土飾鱒 杯 301&;再mJII r=:J (ヘラガキ} 庇偲外面 / 3133 015433 

須恵総 停 3016第E庖 『ロ (0均)J l底偲外i面 / 3134 015438 

須.鶴 停 30 sjsm .. r=J IA鴎外価 J 3135 015443 

須恵鑓 係 30区1sm.. 『ロ』 体館外面 / 3136 015444 

土鱒怨 高台付停 30区mm. 『ロ』 底隠外画面 / 3137 015445 

よ鱒密 綜 30区;gm.. 『ロ』 底11外面 / 3138 015446 

須恵量E事事 103 区買~1V届 『冨』 体鴎外樋 正位 1465 011503 

須.鑓 杯 103区第1V11 『ロ』 底節外面 / 3139 011512 

土師魁 相t 30区lnlVJI 『ロJ 体榔外面 正位カ 3140 014241 

上師u何Z 30区第W属 『汁J(ヘラガキ) 底郎外面 / 3141 015464 

須盟E紛 宇F 30区第W廟 『口J 底節外耐 / 3142 015465 

須田1紛 杯 30区第tvlEl r=J (ヘラガキ) i怠flII外岡 / 3143 015466 

須自陣u杯 30区第W廟 rXJ 』産官E外郎 / 3144 015468 

須.lIII 杯 30 区買~JV庖 rWJ 底部外ldi / 3145 015469 

須恵紛 杯 106区第lVJI rXJ (へラガキ) 底節外蘭 / 3146 012393 

須AIlU 杯 106区第lV. r-J (ヘラガキ) 底側外雌 / 3147 012394 

須I!l魁 係 106区1filV" 『白J 底節外薗 / 3148 012397 

須11笛 停 106区1firv. 『ロ[十カ)J 底郵外面 / 3149 012398 

須I!U 停 ゆ6区1srv膚 rXJ (量産.> 底自E外面 / 3150 012410 

上.u停 SX 2486 3 『ロ井』 体11外面 正位 1468 019614 

須.. 停 SX 2486 3 rJ~J 際協外面 / 3151 019605 

須恵様 事事 SX 2486 3 「大口【回カ)J 底郎外面 / 3152 D 19610 

須lI.l鵠 杯 SX 2486 3 『員企』 体郎外而 繊低 3153 019613 

土師鶴 杯 SX 2486 3 rJltJ (線刻) 低邸内副 / 3154 019622 

須lI.laR 何L SX 2486 3 rt韓J(線刻} 底部内l薗 / 3155 019635 

土IiliR9 号車 SX J736 1 人物戯聞 体附外I師 / 1470 0174 

土師鱒 g置 SX 1736 1 人t面Rl* 体協外価 / 3156 0175 

土師怨 綜 SX 1736 1 『ロ』 {事館外箇 正佼 1486 0170 

土師倍 雪量 SX 1736 I 『ロ』 体節外街 / 3158 0171 

須恵甥 綜 SX 1736 1 『ロ』 体自E外lIi / 3159 0172 

須l!鑓 事事 SX 1736 1 fロ』 底割E外編 / 3160 0173 

須l!U 停 SX 1736 1 rOJ 底自E外面 / 1506 0169 

須耳E鐙 杯 SX 1736 1 f三』 体調E外面 機位 1507 0166 

土画面髭 停 SX 1736 1 fロ』 体自E外語 / 1508 0152 

須恵総 事F SX 1736 1 『大』 体隠外面 検位 1509 0160 

よ厳密 • SX 1736 1 人繭昌嘗 体節外面 / 1510 0156 

土師路 聾 SX 1736 1 人面IIC 体節外面 / 151l 0157 

土師紛 型E SX 1736 1 人ldi艦船 体部外商 / 1512 0151 
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樋傾 総緩 遺構 .11位 文 字 l"aU811位 紀It方向 • 
ーー

図書 重量 録

上自事ta<< SX 1736 1 人街11省カ 体自E外Iti / 1513 D 153 

上師自書 質 SX 1736 1 人而慶節カ 体郎外而 / 1514 D 154 

.t飾総 • SX 1736 1 人凶蝿担軽 {事官E外凶i / 3161 D 155 

」二郎総 << SX 1736 1 人I(II魁符 {本郎外協1 / 3162 D 158 

上前t鱒 高台付杯 SX 1736 1 『口J 体郎外国 / 3163 D 159 

費目邸鱒 事亭 SX 1736 1 rDJ {事部外面 / 3164 D 161 

須lI.l稽 F事 SX 1736 1 rDJ 低餓外面 / 3165 D 162 

須組I穆 杯 SX 1136 1 rDJ 体自車外語 / 3166 D 163 

須耳~U 杯 SX 11358 底面 『太J 態自E外画面 / 3161 D 12444 

土・... 杯 SK 2487 I!(土 fロ』 体.外面 正位 1533 D 12184 

土師U 係 5K 2481 哩土 fロ I生カ)J 体.外面 関位 1534 D 12169 

;土師魁 体 5K 2487 1 『ロ』 体自E外面 正位 1535 D 12174 

須~U ff SK 2487 1 『賓J(11省}・rXJ(ヘラガキ) 底自E外価 / 1;;36 D 12182 

w土E 阻 5K 2487 1 『ロ』 体自Z外面 iE!主力 1537 D 12783 

上師総 係 SK 2487 1 『楢』 体節外du 正位 1538 D 12760 

..1:附宮越 何: SK 2487 洩土 『口』 i事部外削 / 1539 D 12772 

~!.\!.l総 杯 SX 1917 2 『口』 底郎外前 / 舗は rftfJか 3168 D 15210 

鎖~l総 杯 5X 1917 2 r[日ロJ 成郎外術 / 3169 D 15211 

須唱1鍛 何: SX 1917 2 『口』 底郎外国 / 3170 D 15212 

須思2骨 何: SX 1911 2 『ロ』 体郎;s.u面 正位 3171 D 15219 

土錫U 何: SK 1899 1 『ロ』 底自E外面 / 3172 D 15233 

須~録 ff 5K 1899 1 r(記号カ)J 体節外商 / 3113 D 15235 

須l!U 柊 50 2021 2 『山』 IE憾外画面 / 3174 015971 

須l!U 杯 50 2021 2 『伸悦』 1E8II外画面 / 3175 015972 

須~母

ーー

50 2021 2 『博俊』 底自E外面 / 3176 D 15987 

須厳密 係 5K 2025 1 rXJ (ヘフガキ} IE銭外面 / 3177 D 16198 

!tIlI.!醤
ーヰ

5K 2025 1 『嘗』 底郎外面 / 3178 D 16200 

須圏au係 5K 2025 1 「宅J 体協外偏 正位 3179 D 16202 

須lI.l:t: ff 5E 2129 紘曹穴 『手IIJ 体郎外耐 五位 3180 D 17715 

須淑総 杯 5E 2129 煽りカ 「ロ[十カ)J 体罰E外岡 / 3181 D 17719 

草11.11総 ff 5E 2129 11Ie'穴 rDI士U {宇都外{日 疋位 3182 D 17731 

須恵総 ff 5D 1941c 2 『原J 体部外t師 関{立 3183 D 16171 

土防総 初L SD 1941c 2 『ロJ 体部外側 iEi立カ 3184 D 16175 

須lS鱒 停 50 1941c 2 rXJ 11!:自臨外t国 / 3185 D 16192 

土師縫 係 SO 1941c 2 rJ~J 体自E外必 iE'也 3186 016193 

須.健 杯 50 2492 2 r1;人口』 底飢外語 / 3187 012121 

土;由草笛 体 SO 2492 2 『ロ』 体鼠外語 / 3188 D 12148 

土困層E +手 93広第困層 『大』 体.外語 倒位 3189 D 12127 

須l!!D 綜 93区第田篇 f支』 底自E外面 / 3190 012129 

須組E髭 事事 93広第四檀 『ロ』 体.外面 倒位 3191 D 12131 

上師器t体 93区第四燭 fロ』 体郎外面 倒位 3192 D 12132 

須邸際 判t 93区第四膚 『口』 際節外liti / 3193 D 12141 

須且ll!R 高台付ff 94区第W層 f多賀J 11!:flB外Iiti / 012135 

上倒aa杯 5D 1898 1 '"幸J(線刻} 底部内liti / 3194 014290 

上倒総 杯、 5X 2531 f万J(錯綜)/ rロj(線剣} 舷側外価1 / 3195 012495 

土師総 杯 50 2532 1 r)LJ 体flB'I-面 倒位 3196 012503 

須邸鶴 何t 5K 2530 1 f十J • rOJ 底部外面 / 3197 012291 

須車部 相: 5E 1976 1 rWJ IEIlI!外語 / 2566 012345 

本師総 事干 5E 1976 1 f右』 体節外面 倒位 2626 012352 

土師留 停 103区plOO 哩土 llEJ 体自E外商 正位 2878 D 11515 

土舗包 停 111区第 111 『本J(線刻} 体自E外面 正位 2938 DI5516 

須耳目路 係 1111il:第 11・ 『本J<.刻〉 際自E外面 / 2939 015519 

須嵐儲 F干 5X 2051 「口笛;J<ヘラガキ} 底鱒外J(Ij / 015067 I 

土師総 停 1051il: r.J / r万J(線刻) 底鱒外ilti/11!:.内面 018023 1 

須忠縫 停 5X 2120 『神ロ』 体自S外泊 1M位 D 19920 

墨書 ・刻書土器一覧
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